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序

平成１５年３月

本書は国道８号小矢部バイパス建設に伴い、昭和５９年から６２年にか

けて実施した桜町遺跡の発掘調査報告書です。

桜町遺跡は、昭和４６年に発見され、昭和５４年の分布調査で縄文時代

の遺跡でもあることがわかりました。昭和６３年に舟岡地区で行われた

調査では、それまでの縄文観をくつがえしたと言われる高床式建物の

柱等木製品が多く出土し、全国的に注目されるようになりました。

ここに収録しました産田・中出地区の調査では、多くの遺構、遺物

とともに全国でも出土例のない、「長岡神祝」など神職名等を記した

墨書土器が出土しました。これらは、縄文時代からつづく桜町遺跡の

長い歴史の中でも特筆すべきものです。

この発掘成果が、今後の研究の参考となり、埋蔵文化財に対する理

解ならびに保護の一助となれば幸いです。

終わりに、調査に協力していただきました地元の方々及び、国土交

通省、富山県埋蔵文化センターをはじめとします関係諸機関の方々に

心から感謝申し上げます。

小矢部市教育委員会

教育長 楠 公尚



例 言

１．本書は、富山県小矢部市桜町に所在する桜町遺跡で、１９８４年度・１９８５年度・１９８６年度・１９８７

年度に実施した発掘調査の報告書である。

２．この発掘調査は、国道８号小矢部バイパスの建設に伴うもので、小矢部市教育委員会が国土

交通省（前建設省）から委託を受けて実施した。

３．調査年度、調査地区名、発掘面積、調査期間は次のとおりである。

・１９８４（昭和５９）年度 産田地区、７，０００㎡、１９８４年５月８日～１１月２２日（延１３６日）。

・１９８５（昭和６０）年度 産田地区、４，０００㎡、１９８５年５月２２日～１２月１９日（延１４２日）。

・１９８６（昭和６１）年度 中出地区、２，０００㎡、１９８６年７月９日～１２月１０日（延８２日）。

・１９８７（昭和６２）年度 中出地区、３，５００㎡、１９８７年５月２０日～１１月１０日（延１４０日）。

４．調査主体は小矢部市教育委員会である。調査の実施にあたり、富山県教育委員会から調査員

の派遣を受けた。発掘調査担当者は下記のとおりである。

・１９８４年度 富山県教育委員会派遣文化財保護主事 安念幹倫

小矢部市教育委員会主事 伊藤隆三・高木場万里

・１９８５年度 富山県教育委員会派遣文化財保護主事 安念幹倫

小矢部市教育委員会主事 伊藤隆三・高木場万里

同 上 嘱託 山森伸正・林 浩明

・１９８６年度 富山県教育委員会派遣文化財保護主事 安念幹倫

小矢部市教育委員会主任 伊藤隆三

同 上 主事 高木場万里

同 上 嘱託 山森伸正・林 浩明

・１９８７年度 富山県教育委員会派遣文化財保護主事 岡本淳一郎

小矢部市教育委員会主任 伊藤隆三

同 上 主事 高木場万里

同 上 嘱託 山森伸正・林 浩明

５．本書の作成は、小矢部市教育委員会が行った。作成にあたり、桜町遺跡調査等検討委員会（田

中�委員長）の指導を受けた。担当者は下記のとおりである。

・２００１年度 総括 文化課 課 長 日光久悦

主務 同 上 課長補佐 久々忠義・伊藤隆三 主任 塚田一成

事務 同 上 課長補佐 稲原 勉 主査 藤井陽子

・２００２年度 総括 同 上 課 長 日光久悦

主務 同 上 課長補佐 久々忠義 主任 塚田一成

事務 同 上 主 任 高木場万里 主事 大野淳也・中井真夕



６．本書の編集・執筆は、小矢部市教育委員会文化課職員の協力を得て、久々忠義と塚田一成が

行った。ただし、付載 桜町遺跡の自然科学分析（板東・産田・中出地区）については、分析

を委託した専門機関の報告を掲載した。

７．本書は２分冊からなる。第１分冊は本文・図・表からなり、第２分冊は写真図版である。ま

たほかに、付図４枚と本書を収めたＣＤ－ＲＯＭ１枚が付いている。本書の図・写真図版の表示

は次のとおりである。

１）遺構番号は調査年度毎に、遺構の種別ごとに付した。遺構番号・表記は調査現場で付した

ものをそのまま使用し、掘立柱建物－SB、竪穴住居－SI、土坑－SK、柱穴・小穴－P、溝・

堀－SD、畠－SF、その他 SXと表記している。なお、遺構番号は遺構検出時点で付したた

め、井戸も SKと表記している。

２）遺物番号は、調査年度ごとに通し番号を付した。実測図版の番号と写真図版の番号は、共

通している。写真のみ掲載したものは、実測図版番号に続けて番号を付した。木製品と金属

製品については、年度ごとに分けていないので、番号の後に年度を記した。

３）土器実測図の断面は、須恵器・珠洲を除いて白抜きである。赤彩、内面黒色、油煙、炭化

物、漆の付着は、スクリーントーンで示した。

４）本書で示す方位はすべて磁北で、水平基準は海抜高である。

５）引用・参考文献は、著者と発行年（西暦）を［ ］で文中に示し、巻末に一括して掲載し

た。

６）遺構図版の縮尺は、原則として１／８０としたが、他に１／２０と１／４０のものがある。土層につい

ては１／２０と１／６０としたものがある。土器図版の縮尺は、原則として１／３とし、１／２～１／８のも

のがある。金属器は１／１とした。木器については、原則として１／４としたが、一部１／２～１／５の

ものがある。

７）遺物・写真図版については、土器は原則として１／３とし、ほかに１／２と１／４がある。銭貨は

１／１、石器は１／２である。木器は原則として１／２とし、ほかに１／３と１／４がある。

８．出土遺物と調査に関する資料はすべて小矢部ふるさと歴史館が保管している。遺物の注記

は、桜町遺跡を示す「SM」に出土地区名（産田 SAN、中出ND）・出土地点等を併記した。

また、本書に掲載した遺物は、図版毎にコンテナに入れ収蔵してある。

９．発掘調査中および報告書作成中、下記の方々・機関から多大な御教示・御協力を得た。記し

て深甚なる謝意を表したい。（敬称略、五十音順）

赤羽仁諭・飯島泰男・池野正男・上野 章・宇野隆夫・奥野清一・狩野 睦・岸本雅敏・

北野博司・久宝敏雄・酒井重洋・渋谷六一・神保孝造・鈴木三男・竹村利夫・西井龍儀・

能城修一・橋本 正・長谷川益夫・松村恵司・水野和雄・宮田進一・宮本哲郎・邑本順亮・

山川 勉・山田昌久・吉井亮一・和田晴吾
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滓・炉壁・編板・鞘・柱根・礎
板・モモ・クルミ

平安時代前期 掘立柱建物１１
道路１・柱穴１・
溝２
杭列１・土坑１

土師器・須恵器・製塩土器・土
馬・円面硯・墨書土器・杯蓋
硯・土錘・ヘラ書き土器・漆容
器・灯明皿・木簡・帯金具・斎
串・下駄・箸・ひょうたん・板

木簡や「長岡
神祝」などの
墨書土器が
出土。

中世・近世 掘立柱建物４
土坑１・畠６・
柵５

珠洲・土師皿・青磁・白磁・瀬
戸美濃・越前・銭貨・越中瀬
戸・唐津・土 人 形・漆 椀・下
駄・桶・杓子・かんざし・キセ
ル・漆掻きの木

報告書抄録



第Ⅰ章 位置と環境

遺跡の位置（第１図）

桜町遺跡は、富山県小矢部市桜町、西中野に所在する。小矢部市は、富山県の西端中央に位置

し、石川県に隣接する。市内中央を JR北陸線が通り、石動駅がある。南部には北陸自動車道が

東西に走り、西部には能越自動車道が南北に走っており、両道は市内南東部で交差する。

市域の地形は、北・西・南の三方が山地、東が平地、中央部が台地となっている。山地は、北

に市内最高所である稲葉山（標高３４７ｍ）、西に三国山（標高３２３ｍ）や倶利伽羅峠（標高２７６ｍ）

がある石動丘陵、南に蟹谷丘陵（標高１９９ｍ）がある。東側は、庄川の堆積作用によって形成さ

れた砺波平野が広がる。砺波平野は、田園のなかに屋敷が点在する散居村の景観で知られてい

る。中央の台地は、庄川と小矢部川が形成した河岸段丘である。小矢部川は、川幅が５０～１００ｍ

で、段丘と平地の境を南から北へ蛇行しながら流れ、市街地南部で石動・蟹谷丘陵から流れ出す

渋江川が合流し、市街地北部では、宝達山系の丘陵から流れ出す子撫川が合流する。

桜町遺跡は、小矢部川と子撫川の合流部西側にあり、市街地と子撫川の間の水田地帯に立地す

る。遺跡は、東西約１㎞南北８００ｍ面積約６０万㎡と推計されている。標高は、丘陵下の北側で約

３０ｍ、丘陵下の南側で約２６ｍ、小矢部側付近の北東部で約２３ｍを測り、北西部から北東部へ傾斜

している。遺跡の北側を画する子撫川は、現在の川底との比高差が約５ｍ、その両岸には、比高

差約４ｍの旧川床面がある。（注１）

歴史的環境

小矢部市街地である石動は、天正１３年（１５８５）前田利秀が開いた城下町である。利秀死去によ

り今石動城が廃された後は、北陸街道の宿場町として発展してきた。中世は、遺跡の南約４㎞に

ある蓮沼が、砺波郡の軍事・交通の拠点であった。室町時代には、砺波郡守護代遊佐氏の居城が

あり、蓮沼と放生津を往来する舟運がさかんであった。

蓮沼の周辺は、古墳時代、古代においても砺波郡の中心地であった。蓮沼の西方丘陵地には、

関野１号墳や若宮古墳などの大型古墳があり、大伴家持が「焼太刀を砺波の関に明日よりは守部

遣り添え君を留めむ」と詠んだ砺波関が、倶利伽羅峠下の石坂字関野あたりに想定されている。

古代北陸道は、加賀の深見駅（津幡町）からここに至り、丘陵沿いに伏木方面へ向かうものと考

えられている。越中最初の駅「坂本駅」を、ここあるいは桜町遺跡付近に想定する説がある。

桜町遺跡の周辺には、西側の丘陵上には、弥生終末期か古墳前期と見られる天狗山古墳群、北

西の丘陵斜面には飛鳥時代の桜町横穴墓群が残されている［小矢部市２００３］。

注１）桜町（さくらまち）の地名の由来については、よくわからないが、山麓の地形と関係があると思われる。

「さく」は、山の裂け目、谷間を意味する古代地名であり、「まち」は谷あるいは区画された田を意味

するといわれる。同様に、その小字である産田（さんでん）には荒廃した農地、中出（なかで）には山

などの間といった意味があるという［楠原・溝手１９８３］。

― 1 ―



500 0 500 1000 1500m

桜町�

第�１�図　遺跡位置�図�（1：�25,000）�

― 2 ―



第Ⅱ章 調査に至る経緯

遺跡の発見

桜町遺跡は、１９７１年（昭和４６）に富山県教育委員会が国庫補助を受けて実施した分布調査事業で

発見された。西井龍儀氏が、桜町地内で土師器や須恵器が散布していることを発見し、『富山県

遺跡地図』（１９７２年刊）に、桜町A遺跡と桜町 B遺跡の２ヶ所が登載された。

詳細分布調査

１９７７年（昭和５２）に、国道８号線の混雑解消のため、桜町および西中野地内にバイパスが建設

されることが決定された。一方、小矢部市教育委員会は、１９７９年（昭和５４）から国庫補助を受け

て遺跡分布調査事業を実施することになった。調査は、富山大学人文学部考古学研究室の協力を

得て小矢部市埋蔵文化財分布調査団を結成し、５ヶ年にわたって行うことになったが、国道８号

バイパスの建設計画があることから、初年度はその地域を対象に行われた。

その結果、桜町A遺跡と桜町 B遺跡の周辺にも遺物の散布が確認され、採集遺物から、奈良・

平安時代と中世の集落跡が埋もれていることが推測された［市教委１９８０A］。さらに、１９８３年（昭

和５８）には、西側の谷の中から縄文土器が採集され、縄文時代の遺跡でもあることが確認された。

また、１９９３年（平成５）に『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』が作成された際、その地割りから、

遺跡の範囲と重複して、また遺跡の東南へ張り出す形で桜町条里遺跡が設定されている［県教委

１９９３］。

試掘調査

桜町遺跡にかかる国道８号バイパスの建設は、東側から進められた。そのため、１９８０年（昭和

５５）に、西中野の古苗代地区・鷲場地区・小三昧前地区の試掘調査が行われた。調査方法は、道

路幅約４０mの間に７mまたは１７mの間隔をおいて、幅３mのトレンチを連続的に掘り進めて、遺

構および遺物の遺存状況を確認する方法で行われた［市教委１９８０B］。

その後、１９８２年（昭和５７）に西中野の板東地区と桜町の産田地区で、１９８３年（昭和５８）に桜町

の産田地区・中出地区で、試掘調査が行われた。これらの調査では、１０m四方のうちに幅２m長

さ５mのトレンチを１ヶ所ずつ合計１３０ヶ所を掘削する方法で行われた［市教委１９８３A］。

本調査（第２図・表１）

試掘調査の結果、試掘対象面積４７，０００㎡のうちその４割近い１８，００８㎡で本調査が必要となった。

本調査は、１９８１年（昭和５６）に古苗代・鷲場地区で行われ、江戸時代中期の水路の中から漆椀・

箸・桶・櫛・下駄などの木製品が多数出土し、今石動町の庶民生活の一端があきらかとなった

［市教委１９８２］。１９８２年（昭和５７）は小三昧前地区で行われ、古代の掘立柱建物５棟や畦畔状遺

構が発掘された。１９８３年（昭和５８）には板東地区で行われ、古代と中世の掘立柱建物１５棟、井戸

１４基、柵、溝、土坑が発掘された［市教委１９８３B・１９８６］。

さらには、本書に収録している、１９８４・１９８５年（昭和５９・６０）の産田地区の調査［市教委１９８５］、
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１９８６・１９８７年（昭和６１・６２）の中出地区の調査が行われた。

国道８号バイパスに伴う発掘調査は、１９８８年（昭和６３）から舟岡地区の調査にかかっており、

２００３年現在も継続中である。桜町遺跡の発掘調査は、そのほかにも、県道改良や個人住宅の建設、

遺跡の範囲確認などに関連して行われている。これまでの調査について、第２図に調査地点を印

し、表１にその概要を記す。

― 4 ―



表１－１ 調査の経過�
地区番号 年度 所 在 地 調査目的・調査面積 時 代 ・ 特 記 事 項
１ １９８０年

昭和５５
西中野字古苗代
西中野字鷲場
西中野字小三昧前

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
対象面積 １６，０００㎡

奈良後半・室町後半

１ １９８１年
昭和５６

西中野字古苗代
西中野字鷲場

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 １，４００㎡

江戸後半
漆器や下駄など木製品が多
数出土。

２ １９８２年
昭和５７

西中野字板東
桜町字産田

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
対象面積 １４，０００㎡

飛鳥・奈良・中世・江戸

３ 西中野字小三昧前 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ２，５００㎡

弥生終末・奈良・中世・江
戸
畦畔状遺構

４ 桜町字産田 小矢部伏木港線建設に伴
う試掘調査
対象面積 ２，９００㎡

古代・中世

４ 桜町字産田 小矢部伏木港線建設に伴
う本調査
発掘面積 １，７３５㎡

縄文・弥生終末・古墳・飛
鳥・奈良・中世

５ １９８３年
昭和５８

西中野字板東
BAN

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ４，５００㎡

古墳・飛鳥・奈良・平安・
中世
鎌倉時代の建物・井戸

６ 桜町字産田 城山都市下水路建設に伴
う本調査
発掘面積 ３６０㎡

飛鳥・奈良・平安・中世

７ 桜町字産田
桜町中出

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
対象面積 １０，０００㎡

縄文・古代

８ 桜町字舟岡
FO

用水管埋設
本調査
発掘面積 １００㎡

縄文
縄文晩期の土器群

９ １９８４年
昭和５９

桜町字産田
SAM

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
発掘面積 ７，０００㎡

弥生中期・飛鳥・奈良・平
安・中世・近世
飛鳥・奈良時代の建物群

１０ 西中野字込角
KK

国道８号小矢部バイパス
地下ボックス建設に伴う
本調査
発掘面積 １０８㎡

近代

１１ １９８５年
昭和６０

桜町字産田 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ４，０００㎡

弥生後期・弥生終末期・古
墳・飛鳥・奈良・平安・中
世・近世
和同開珎

１２ 桜町字雀谷 小矢部伏木港線道路改良
工事に伴う本調査
発掘面積 ５３０㎡

縄文・古墳前期・奈良・平
安・中世

１３ 桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
発掘面積 １００㎡

縄文晩期

１５ 桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
発掘面積 ２００㎡

古代
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表１－２ 調査の経過�
地区番号 年度 所 在 地 調査目的・調査面積 時 代 ・ 特 記 事 項
１４ １９８６年

昭和６１
桜町字中出
ND

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ２，０００㎡

縄文・古墳・飛鳥・奈良・
平安・中世・近世
中世末の建物

１５ 桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
発掘面積 ５００㎡

縄文（前期・中期・後期・
晩期）

１２ 桜町字雀谷 小矢部伏木港線道路改良
工事に伴う本調査
発掘面積 ５３０㎡

縄文（後期後葉・晩期）・
弥生終末・古墳前期・奈
良・平安

１６ 桜町字中出 個人住宅建設に伴う本調
査
発掘面積 １３０㎡

縄文中期・弥生終末・古墳
飛鳥・奈良・平安・中世

１７ 桜町字板東 農作業小屋及び車庫建設
に伴う本調査
発掘面積 ２００㎡

古代・中世

１８ １９８７年
昭和６２

桜町字中出 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ３，５００㎡

縄文・弥生・古墳・飛鳥・
奈良・平安・中世・近世
木簡や「長岡神祝」などの
墨書土器

１９ 桜町字深沢 小矢部押水線道路改良工
事に伴う試掘調査
対象面積 ２，０００㎡

縄文（中期・後期・晩期）・
弥生・古墳・平安・中世・
江戸

２０ 桜町字小三昧前 個人住宅建設に伴う試掘
調査
対象面積 ５０㎡

古代

２１ １９８８年
昭和６３

桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ２，６００㎡

縄文（中期・後期・晩期）
平安・中世
縄文後期初頭の建築部材

１９ 桜町字深沢 小矢部押水線道路改良工
事に伴う本調査
発掘面積 ４００㎡

縄文（中期・後期・晩期）・
奈良・平安・鎌倉・室町・
江戸

２１ １９８９年
平成元

桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ６１０㎡

縄文（前期・中期）

２２ 桜町字舟岡・蟹坪 重要遺跡確認緊急調査事
業に伴う試掘調査
発掘面積 ５５０㎡

縄文（前期・後期・晩期）・
弥生終末・古墳・中世

２３ １９９０年
平成２

桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
対象面積 ２，０００㎡

縄文（晩期）・古墳・平安
縄文晩期の土器棺墓

２４ １９９１年
平成３

桜町字池田 個人住宅建設に伴う試掘
調査
対象面積 ４９１㎡

近世

２５ １９９３年
平成５

桜町字産田
（桜町条里）

ガソリンスタンド建設に
伴う試掘調査
対象面積 １，６１３㎡

古代・中世
古代道路遺構

２５ 桜町字産田
（桜町条里）

ガソリンスタンド建設に
伴う本調査
発掘面積 １，６１３㎡

飛鳥・奈良・室町
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表１－３ 調査の経過�
地区番号 年度 所 在 地 調査目的・調査面積 時 代 ・ 特 記 事 項
２６ １９９３年

平成５
桜町字舟岡 農機具・資材庫建設に伴

う試掘調査
対象面積 ７９㎡

縄文後期・中世

２７ 桜町
（桜町条里）

県道改良工事に先立つ試
掘調査
対象面積 ７００㎡

縄文・古代

２８ 桜町字狐谷 住宅建設に伴う試掘調査
対象面積 ３６６㎡

なし

２９ 桜町字雀谷
（桜町条里）

公民館建設に伴う試掘調
査
対象面積 １，８５７㎡

縄文

２７ 西中野
（桜町条里）

県道改良工事に先立つ試
掘調査
対象面積 ８００㎡

古代

３０ 桜町字舟岡 看板設置に伴う試掘調査
対象面積 １㎡

なし

３１ 桜町字向田島
（桜町条里）

車庫建設に先立つ試掘調
査
対象面積 １４０㎡

なし

３１ 桜町字向田島
（桜町条里）

下水道建設に先立つ試掘
調査
対象面積 １４２㎡

なし

３２ １９９４年
平成６

桜町字産田 広告塔設置に先立つ試掘
調査
対象面積 ８㎡

古代・中世

３３ 桜町 個人住宅建設に伴う試掘
調査
対象面積 ７０㎡

なし

３４ １９９５年
平成７

西中野字板東 誘導看板設置に先立つ試
掘調査
対象面積 ３．３㎡

中世

３５ １９９６年
平成８

桜町字舟岡 国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 １，６５５㎡

縄文後期・古墳・古代・中
世・近世

３６ 桜町字産田 駐車場造成に先立つ試掘
調査
対象面積 ５４４㎡

古代

３５ １９９７年
平成９

桜町字舟岡
第１調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 １，６５５㎡

縄文（中期・後期）・古代・
中世・江戸
縄文後期初頭の大量の木材

３７ 西中野字道窪 農機具格納庫建設に伴う
試掘調査
対象面積 ９９㎡

なし

３８ 西中野字下川原 車庫建設に先立つ試掘調
査
対象面積 ５４㎡

なし

３９ １９９８年
平成１０

桜町字舟岡
第２調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ３，０００㎡

縄文（早期～晩期）・古墳・
古代・中世
彫刻柱
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表１－４ 調査の経過�
地区番号 年度 所 在 地 調査目的・調査面積 時 代 ・ 特 記 事 項
４０ １９９８年

平成１０
西中野 宅地造成に先立つ試掘調

査
発掘面積 ３１８㎡

古墳・古代

３９ １９９９年
平成１１

桜町字舟岡
第２調査区
第３調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 ２，７５２㎡

縄文（中期～晩期）・古墳・
古代・中世
縄文晩期の半割柱

４１ 桜町字雀谷 事業所拡張に伴う試掘調
査
対象面積 １，００５㎡

古代

４２ 桜町字舟岡 遺跡の範囲を把握するた
めの試掘調査
対象面積 １，４７３㎡

縄文・古墳・古代・中世・
江戸

４３ 西中野字桜町前 宅地造成に先立つ試掘調
査
対象面積 ４０２㎡

弥生・奈良

３９ 平成１２年
２０００

桜町字舟岡
第３調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 １，１２０㎡

縄文（後期・晩期）・古墳・
平安・中世
環状木柱列遺構

４４ 桜町字舟岡
第３調査区
第４調査区
第５調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
対象面積 ３，７４９㎡

縄文

４２ 桜町字舟岡
第１１調査区

遺跡の範囲を把握するた
めの試掘調査
対象面積 ２１１㎡

縄文（中期・後期・晩期）・
古墳・平安・中世

４５ 西中野字桜町前 個人住宅建設に先立つ試
掘調査
対象面積 ４０２㎡

弥生終末・飛鳥・奈良・中
世

４１ 桜町字雀谷 分譲住宅地造成に伴う試
掘調査
対象面積 ４，５１０㎡

なし

４６ 桜町字地山 山土砂採取に伴う立会調
査
対象面積 ６，６２１㎡

なし

４４ ２００１年
平成１３

桜町字舟岡
第１～５調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う試掘調査
対象面積 ３，４９８㎡

縄文（中期・後期・晩期）
古代・中世・近世

桜町字舟岡
第３調査区
第４調査区

国道８号小矢部バイパス
建設に伴う本調査
発掘面積 １，４００㎡

縄文（中期・後期・晩期）
古代・中世・近世

４２ 桜町字舟岡
第１１調査区

遺跡の範囲を把握するた
めの試掘調査
対象面積 １，９００㎡

縄文中期

４５ 西中野字桜町前 個人住宅の建設に先立つ
試掘調査
対象面積 １６５㎡

弥生終末・飛鳥・奈良

３３ 桜町字中出 車庫の建設に先立つ立会
調査
対象面積 １００㎡

なし
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第Ⅲ章 調査の概要

調査地の現況

調査地は、小矢部川の支流子撫川の右岸に形成された自然堤防上に立地する。

子撫川は、富山・石川県境に位置する宝達山の東に延びる山系から流れ出し、北から南へ流路

をとる。南から北へ流れる河川が多いなかで県内唯一の逆さ川として知られる。その流れは、小

矢部川に合流する手前２．７㎞で東に折れ、遺跡付近ではその北側を流れる。

調査地は、現在国道８号線が建設されて自動車が通っているが、調査前は、そのほとんどが水

田で、民家も数棟含まれていた。調査地は、遺跡の中では高いところにあたり、その標高は２２．４

～２８．７mで、西側に向かって高くなっている。

調査区の区割（付図１、表８・９）

調査区は、１９８２年（昭和５７）度の発掘調査から遺跡全体を覆うことができるよう市内泉町地内

に任意の点を置き、南北方向を磁北に合わせたY軸と、それに直交する東西方向をX軸とする

座標を設定した。Y軸は南から北方向へ、X軸は西から東方向へ、２０mごとに数字を刻んでいる。

各年度の調査地は、次のとおりである。

１９８４（昭５９）年度調査区 X６８～７７Y８２～８６ １９８６（昭６１）年度調査区 X５５～５８Y８４～８８

１９８５（昭６０）年度調査区 X６１～６６Y８４～８７ １９８７（昭６２）年度調査区 X５８～６１Y８４～８７

なお、遺物の取り上げは、２m四方を一区画とし、少数点以下に１桁目に１～９の数字で示し、

その中をさらに１mごとに区分して取り上げた場合には、２桁目に５の数字を付した。例えば、

X７０．５５というのは、X７０とX８０の間２０mのうちの１０m～１１mの間を示している。ただし、本書遺

物一覧表では、２桁目の数字を省略した。なお、１９８６年と１９８７年の調査については、１０m四方を

一区画として取り上げており、表８と表９に区名を示した。

発掘調査

調査の諸段階としては、表土・包含層掘削、遺構検出・掘削、遺構の記録写真撮影・実測図化、

空中写真測量、自然科学分析がある。

表土・包含層掘削は、人力でスコップを使った。遺構検出・掘削は、人力でジョレンやねじり

鎌を使って行った。遺構番号は、調査年度毎に、遺構の種類毎に番号をつけた。遺構は、埋土の

堆積状況を観察・記録するためのセクションベルトを残し、移植ゴテで発掘した。掘立柱建物の

柱穴のセクションは、平面的に少しずつ下げて柱痕跡を確認したのち断ち割り図化している。

遺構のセクション図は基本的に１／２０で作成した。遺構によっては、遺物の出土状況図も作成し

ている。写真は、セクションについては基本的に３５㎜カメラで、個別の完掘写真や重要な箇所に

ついてはブローニー判カメラも併せて用いた。全景・ブロック写真は４×５インチ判カメラも用

いた。フィルムは、３５㎜・ブローニー判はカラーと白黒、４×５インチ判は白黒を使用した。

遺構の平面図作成には空中写真測量を利用した。撮影にはヘリコプターを使用し、１０×８イン
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A  ：耕土�Ⅰ� 暗灰褐色砂質土　�7.5Y 5／1

B  ：耕土�Ⅱ� 暗青灰色砂質土　�5Y 5／1

Ⅰ�：暗褐色土�（�砂質をおびる　耕土カク乱含む？�）�
10YR 5／1

Ⅰ�a：暗灰褐色土�（�炭化物�、�土器を多量に含む�）�
10YR 6／1

Ⅱ�：黄白色砂質土�（�シルト？�）�5Y 8／2

Ⅲ�：暗灰色粘土　�5Y 6／1

Ⅳ�：灰色粘土　�5Y 7／1

Ⅴ�：黒灰色粘土　�10BG 3／1

第３�図　基本土層図�

W E

27.00m

A（�水田耕土�）�

B（�旧水田耕土�）�

0.5 1m0

Ⅰ�a

Ⅰ�

Ⅱ� Ⅱ�
Ⅲ� Ⅲ�

Ⅳ�

Ⅴ�

土層説明�

チ判の写真で測量を行った。

自然科学分析は、花粉分析、樹種同定、骨同定、炭素１４年代測定を実施した。樹種同定は、東

北大学鈴木三男教授と森林総合研究所能城修一木材特性研究領域チーム長に、骨同定は、奈良文

化財研究所埋蔵文化財センターの松井 章主任研究官に依頼した。花粉分析はパリノ・サーヴェ

イ株式会社に、炭素１４年代測定は学習院大学理学部年代測定室にそれぞれ委託した。

現地説明会

１９８７年度の発掘調査で、１０月１８日に現地説明会を開催した。この調査では、「長岡神祝」と墨

書された須恵器が出土し、『延喜式』神名帳に記載がある「長岡神社」や『和名抄』に記載があ

る「長岡郷」との関連が想定され、桜町遺跡が古代長岡郷にあたるものと注目を集めた。

遺物整理・保管

出土遺物の水洗は、現場のプレハブ事務所で行い、注記・接合・復元・実測作業は、北蟹谷小

学校、津沢保育所整理室、埴生にある小矢部ふるさと歴史館桜町遺跡整理棟で行った。遺物の写

真撮影は、高精度のデジタル撮影とし、アーガス．フォト．スタジオに委託した。木製品の実測

は、この写真をもとに図化した。

出土品および図面・写真は、小矢部ふるさと歴史館桜町遺跡整理棟、鷲島にある桜町遺跡出土

木製品管理センターで保管している。

基本土層（第３図）

長さ４４０mに及ぶ調査区であるため、堆積土層は一様ではない。１９８７年度調査区の土層を基本

土層として第３図に示す。

地表面（水田面）から地山とするⅣ層（灰色粘土層）上面までの深さは、約６０㎝である。その

間は６層に区分される。上部のＡ・Ｂ２層（厚さ３０㎝）は水田の耕土、その下のⅠ層は、暗褐色

土で、中世の遺物を含む。Ⅰ a層は、暗灰褐色土で、炭化物を多く含み、平安時代中期の土器が

含まれる。Ⅱ層は、黄白色砂質土で、飛鳥時代の遺物を含む。Ⅲ層は、暗灰色粘土で、弥生・古

墳時代の遺物を含む。
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第Ⅳ章 遺構・遺物

１．１９８４年度調査区（産田地区）

A．概 要（付図２、表４・１０、第６～２７・５７～６５図、図版１～１８・６３～７２）

この調査区は、遺跡の北端のほぼ中央部にあたる。地表面から深さ４０～５０㎝のところで、Ⅲ層

上面に至る。その上には、耕土（２５㎝）、Ⅰ層（２０㎝、中世・近世遺物包含層）、Ⅱ層（１０㎝、古

代包含層）が堆積する。

出土遺物には、弥生時代、飛鳥時代、奈良時代、平安時代、鎌倉～室町時代、江戸時代のもの

があり、検出した遺構は、飛鳥時代と奈良時代の掘立柱建物４１棟（注２）、土坑１１基、奈良時代

以降の道路１条、近世以降の溝４本などがある。

なお、出土遺物の時期区分については、表３（３０ページ）による。

B．弥生時代（第５７図、図版７０）

遺構はあきらかでない。弥生時代中期の甕１が、調査区東寄りから出土している。Ⅲ層出土と

なっている。

C．飛鳥時代（第７～１７・１９・２１・２２・２５・５７～６２・６５図、図版２・３・５～１７・６３～７２）

遺構は、掘立柱建物２２棟、土坑６基がこの時期のものといえる。

遺物は、須恵器、土師器、耳環（銀環）が出土している。

須恵器には、杯、杯蓋、高杯、提瓶、平瓶、甕、�がある。甕は、大型品が多いのが特徴であ

る。小型甕には、「斎」とヘラ書きがある須恵器４３がある。須恵器の大甕４５・５９・６２は、頸部に

「×」のヘラ書きがある。

土師器には、甕、把手付甕・小型甕、小型壺、台付土器、製塩土器、土錘、支脚がある。

製塩土器は、棒状尖底形で、土坑内の他に SB０５・１４・１８の柱内からも出土している。

耳環は、SB０９・１３付近から出土した。銅芯上にかすかに銀がみられ、銀環のようである。

掘立柱建物 建物は、主軸方向の違いから、次の３群に分けられる。建物は、床面積が３０㎡を越

える中型建物、３０㎡以下の小型建物、高床倉庫とみられる総柱建物がある。

第１群 中型建物 SB０６・０７・１１・１２・２７、小型建物 SB０９・３８、総柱建物 SB１９・２２・３１

第２群 中型建物 SB０５・１３・１４、小型建物 SB０３・４１、総柱建物 SB２３・３３

第３群 中型建物 SB０８・１５・１６・２８、総柱建物 SB１８

第１群は、主軸方向が北より７８゚ ～９０゚ 東に振れるか、それに直交するもの。時期は、SB１１

柱穴内から須恵器高杯４が出土しており、７世紀前葉とみる。

第２群は、主軸方向が北より７４゚ ～８３゚ 東に振れるか、それに直交するもの。この群には、SB

０５の桁行５間床面積４５㎡、SB１４の床面積４４㎡の、やや大きい建物がある。

第３群は、主軸方向が北より４０°～６０゚ 東に振れるか、それに直交するもの。時期は、SB０８
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柱穴内の須恵器杯３、SB１１柱穴内の製塩土器５から、７世紀前葉とみる。

大型建物は、東西棟で、桁行３間のものが特徴である。桁行３間以上の建物は、小杉町流通業

務団地№７遺跡、舟橋村利田横枕遺跡遺跡などで見つかっており、７世紀代の建物の特徴を示す

ものと見られる。大型建物は、間尺が１．１～１．５mの狭いものが多い。

SB３８は、桁行２間の建物であるが、主軸方向からこの時期に含めておきたい。また、桁行１

間の建物 SB４１があるが、SB１３に接することからこの建物の付属施設と考えられる。

建物は、重なりがあるものがあり、X７０～７４区から７世紀中葉から後葉の土器も出土しており、

７世紀代のうちに建て替えが行われたものと考えられる。どの群が古くてどの群が新しいのか、

群ごとに一度に建て替えされたのか、徐々に行われたのかは、よくわからない。建物の主軸方向

が、北に対して西へ徐々に移動している可能性があること、主軸方向が群の中でも一定でないこ

とから、第１群から第３群へと、随時建て替えられていったものであろう。

柱根を残す建物は、SB１２・１３・１４・１５・１６・１９・２３・２８がある。総柱建物 SB２３は太さ約６㎝

の丸木と割材を用いているが、その他は、太さ１２～１８㎝のクリの割材を用いるものが多い。

土坑 １１基あり、この時期の土師器が出土するものが多い。SK０２から小型甕７、SK０４から提瓶

９・１０、SK０６から製塩土器１５、甕１１、把手付甕１６は、SK０８から土師器甕１８が出土している。

大きさは、径２～３ｍの楕円形、長楕円形、あるいは不整形なもので、深さは２０㎝前後の浅い

ものが多い。長さ１５㎝前後の細長い河原石や火を受けた平らな砂岩質の石や炭化物を含む穴も見

られるという。製塩土器の出土が多いことが注目されている。

D．奈良時代（第６・７・１０・１５～１８・２０～２５・６３図、図版４～９・１２・１４・１５・６９・７１）

遺構は、掘立柱建物１９棟がこの時期のものと思われる。

遺物は、須恵器、土師器が出土している。須恵器には、杯蓋・高台杯・杯・長頸壺・短頸壺・

壺蓋・鉢があり、８世紀前葉から後葉までのものがある。

その他に、この時期と思われるものに、フイゴの羽口と砥石がある。

掘立柱建物 建物は、主軸方向の違いから、次の３群に分けられる。建物は、床面積が２０㎡をこ

える中型建物、２０㎡以下の小型建物、高床倉庫とみられる総柱建物がある。

第１群 中型建物 SB１０・２０・２１・３７、総柱建物 SB０４

第２群 中型建物 SB０１・２９、小型 SB１７・２６・４０、総柱建物 SB２５

第３群 中型建物 SB０２・２４・３２・３４・３５・３６、小型建物３０・３９

第１群は、主軸方向が北より２０゚ ～３４゚ 西に振れるか、それに直交するもの。

第２群は、主軸方向が北より２２゚ ～５１゚ 東に振れるか、それに直交するもの。

第３群は、主軸方向が北より１７゚ ～３６゚ 東に振れるか、それに直交するもの。

中型建物は、南北棟で、桁行２間の建物が多い。この時期の間尺は１．５～２mのものが多い。

これらの時期を判定する遺物は、柱穴内からは出土していないが、SB２４付近に奈良時代の須

恵器が多い。これらの建物は、SB２６と SB３６に重なりがあるので、時期差があることがわかる。ま

た、群の中でも主軸方向にばらつきがある。そのようなことから、飛鳥時代の建物の主軸に近い
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ものが古いとみて、第１群から第３群へと徐々に建て替えられていったものと考えておきたい。

柱根を残す建物は、SB１０・２６・３２・３４・３５がある。SB２６・３２は、太さ１０～１４㎝の丸木と割材

を併用しており、その他は太さ１０～１９㎝のクリの割材である。

E．平安時代（付図２、第６３図、図版４・６９）

遺構は、道路（側溝 SD５・６の間）がこの時期にあたるものと考えられる。

遺物は、９世紀前葉とみられる須恵器杯蓋７０～７２と杯７９・８１がある。

道路 SD５・６は、道路の側溝である。溝は幅約７０㎝、深さ約１０㎝、路面幅４．５～５mである。

１９９３年（平成５）に、この調査区の南隣接地でガソリンスタンドの建設に伴う発掘調査が行われ、

その道路の延長が検出された。その報告では、７世紀末の土器が多いことから、その頃に作られ

たものと考えられている［市教委１９９４］。しかし、その当時の出土遺物を確認したところ、道路

の側溝から奈良時代中葉の須恵器杯蓋が出土していることがわかった。（注３） また、この道

路面は、飛鳥時代の堆積層とみられるⅡ層を掘り込んで作られている。さらには、奈良時代の建

物 SB２４の柱穴が５０㎝の深さがあるのに対し、溝の深さは１０㎝以下と浅い。そのようなことから、

この道路は奈良中期以降に作られたものである可能性が高い。

F．中世・近世（付図２、第６３・６４図、図版７１・７２）

中世の遺物には、珠洲８７～１００、土師皿１０１～１０４、青磁１０９～１１１・１６３～１６６、白磁１１２～１１５・

１６７～１６９、瀬戸美濃１０５～１０８・１１６・１７０～１７４、洪武通寶１７７がある。銭貨はこの他に、開元通寶、

天聖元寶、元豊通寶が出土している。時期は、鎌倉時代から戦国時代までのものである。白磁１１４

の外底面には、「 」の墨書がある。

近世の遺物には、越中瀬戸１１９・１２０・１２３・１２４・１２６・１７５・１７６、唐津１２１・１２２・１２５があり、

これらは、１６世紀末から１７世紀にかけてのものである。唐津１２１の外底面には文字の墨書がある

が、判読できない。また、唐津１２５・１２２の外底部には、釉薬で「 」記号が記されている。

遺構は、溝 SD２・４・７があるが、近世以降のものとみられる。SD４は、１９９３年（平成５）

の南隣接地の調査で、中世条里の坪界溝と理解されている。しかし、この溝の覆土は、旧耕土直

下の酸化鉄を含む層と同一であり、近世以降の可能性が高い。

注２）１９８５年に刊行された概報では、掘立柱建物の時期を次のように分けている［市教委１９８５］。

Ⅰ期（６世紀末～７世紀前半代） SB０３・０５・０６・０９・１０・１１・１３・１４・２２・２７・３８・４１

Ⅱ期（７世紀後半代） SB０４・０８・１８・２３・２９・３７・４０

Ⅲ期（８世紀代） SB０１・０２・１７・２４・２６・２８・３０・３２・３５・３６

本書では、建物の柱間などの特徴や重複関係から、飛鳥時代から奈良時代にかけて６段階の変遷を想定

する。概報では６世紀末～７世紀代とされる SB０４・１０・２９・３７・４０を８世紀代に、８世紀代とされる

SB２８を７世紀後葉から８世紀初め頃に位置づけるが、現場を見ていないものの分析であるので、確証

はない。

注３）『平成５年度小矢部市埋蔵文化財発掘調査概報』図１４の１３
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２．１９８５年度調査区（産田地区）

A．概 要（付図３、第２７～４４・６６～８９図、表５・１１、図版１８～３５・７３～９３）

この調査区は、１９８４年度調査区の西側にあり、その間には約３０mの未発掘地がある。地表面か

ら深さ６０㎝のところで、Ⅲ層上面に至る。その上には、耕土（５０㎝）、Ⅱ層（１０㎝、古代包含層）

が堆積する。

出土遺物には、弥生時代後期・終末期、古墳時代初期・中期・後期、飛鳥時代、奈良時代、平

安時代、鎌倉～室町時代、江戸時代のものがあり、検出した遺構は、弥生後期、飛鳥時代、奈良

時代、平安時代の溝３条、古墳前期の井戸１基、飛鳥時代、奈良時代の掘立柱建物２９棟、奈良時

代の竪穴住居４棟、平安時代の柱穴１、中世以降とみられる畠４群がある。その他に、柵とされ

るものや溝、取水施設、暗渠などがあるが、近現代のものが多いと見られる。

B．弥生時代（第２７・６６・６７図、図版２３・２４・７３・７４・７６）

遺構は、溝 SD０１がある。

溝 SD０１は、幅１．５m深さ４５㎝、底面が弧状の溝で、調査区中央を北西から南東へほぼ直線的に

通る。覆土は、灰色土および灰黒色土で、底部は弧状である。覆土から、弥生時代後期の甕１～

８、長頸壺９、鉢１０、小型鉢１１、器台１２が出土した。甕３は、底部に焼成後の穿孔がある。時期

は、弥生後期とみられる。その他、包含層中から後期の甕１５・１６・３４５、終末期の甕１７～２１・３４６、

細頸壺２４、蓋２７、器台２９、装飾器台３０が出土している。

C．古墳時代（第４４・６７～７０図、図版３５・７４～７６）

遺構は、井戸 SE０１がある。

井戸 SE０１は、上面の直径３．５m深さ２．５mである。覆土下部から、古墳前期の土師器の壺１３と

甕１４が出土している。

遺物は、包含層中から初期の土師器の甕２２・２３・４１、壺２５・３３・３４・３５、鉢３１が、前期の土師

器の甕３７～４０、壺２６・３６、小型壺４２～４４、高杯４５～５２が、中期の須恵器杯５３、後期の須恵器杯５５

が出土している。

D．飛鳥時代（第２８・３８・７０～７４図、図版２５・２７・７７・８１・８２）

遺構は、掘立柱建物３棟（SB０１・０２・２３）、溝１条（SD０２）が、この時期のものと思われる。

遺物は、包含層中から前期の須恵器杯蓋５４、杯５６、有蓋長頸壺５７、広口壺５８・６２、提瓶６３、甕

６４、中期の須恵器杯蓋１３１・１３２、高杯２１８～２２３、後期の須恵器杯蓋１２４～１３０・２２３・２２５、壺２２４

が出土しており、支脚３６７もこの時期とみられる。高杯２２２は漆容器として使われている。杯蓋２２５

の内面にはヘラ書き「 」がある。

掘立柱建物 主軸方向が北より３０°～４７．５°西に振れるもの。SB０２は、梁行３間の側柱建物で、

柱穴覆土から前期の須恵器杯１００と土師器高杯１０１が出土している。SB０２・２３は、SB０１と主軸方

向がほぼ同じであり、間尺が狭い点も共通性がある。時期を特定する遺物はないが、飛鳥後期と

みておきた。
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溝 SD０２は、西から東へ流れる溝であるが、Ⅲ層を掘り込んでおり、この時期と考えられる。

E．奈良時代（第２９～４１・４３・７２～８９図、図版２０～２２・２５～３４・７７～９２）

遺構は、竪穴住居４棟（SI０１～０４）、掘立柱建物２３棟（SB０３～２０・２１・２４～２７）、溝１条（SD

０４）、土坑１基（SK０１）が、この時期のものと思われる。

遺物は、須恵器、土師器、炉壁、鉄滓、砥石、モモ、クルミが出土した。須恵器には、杯蓋、

高台杯、杯、甕、壺、小型壺、長頸壺、短頸壺、平瓶、横瓶、円面硯２４０があり、土師器には、

甕、鍋、小型甕、杯、高杯、土錘、小型土器がある。土錘には、棒状の細いもの、紡錘形のもの

など数種類がある。特徴的な遺物として、和同開珎１点、ヘラ書き土器３点、漆付着土器８点、

墨書土器４点があげられる。

竪穴住居 SI０１は、調査区の西寄りにある。一辺約３．５mの台形で、深さは６㎝、床面は水平で

ある。主軸方向は、北に対して西へ振れる。覆土から、須恵器高台杯６５、杯７２、土師器の甕６６・

６８～７１、小型甕６７・７３、モモ核３６４、クルミ３６５が出土している。時期は奈良中期とみる。

SI０２は、SI０１の西側にある。長辺２．６m、短辺１．９mの長方形で、深さは２㎝、床面は水平であ

る。主軸方向は東西にある。覆土から、須恵器の杯蓋７４・７５、高台杯７６、杯７７～８０、土師器の鍋

８１・８２・８５・２９６、小型甕８３・８４、和同開珎３８７、鉄滓３６０、炉壁３６１が出土している。時期は奈良

中期とみる。

SI０３は、調査区の東寄りにある。一辺４～５mの方形に近い不整形で、深さは１０㎝ほどが残る。

主軸方向は、北に対して西へ振れる。覆土から、須恵器の杯蓋８６・８７、杯９０・９２、高台杯８８・８９・

１９７、高杯か９１、壺９３、土師器の高杯９４・９５、甕９６～９８、鍋９９が出土している。時期は奈良後期

とみる。

SI０４は、SI０３の東側にある。一辺３．５～４mの方形で、深さは１０㎝、床面は水平である。主軸

方向は、北に対して西へ振れる。覆土から、土師器の甕１０２～１０５、鍋１０６が出土している。時期

は奈良中期とみる。

SI０１～０４は、発掘時には SKが付されており土坑と認識されていたが、後に、SI に変換されて

おり、竪穴住居に見直しされた。しかし、カマドなどは見つかっていない。SI０１からは、モモ核

やクルミ、SI０２から鉄滓と炉壁が出土していることから、倉庫や鍛冶などの作業場であったのか

もしれない。

掘立柱建物 掘立柱建物は、主軸方向の違いから、次の３群に分けられる。建物は、床面積が２０

㎡を越える中型建物、２０㎡以下の小型建物、高床倉庫とみられる総柱建物がある。

第１群 中型建物 SB１３・２５、小型建物 SB１２・１５・１６、総柱建物 SB１９

第２群 中型建物 SB０６・０９・１４・１７・２１、小型建物０３・１８・２１・２２、総柱建物 SB０４

第３群 中型建物 SB０５・０７・０８・２６（８７年 SB１３と同一）、小型建物 SB２０・２７、総柱建物 SB１０

第１群は、主軸方向が北より７°～１４゚ 東に振れるか、それに直交するもの。中型建物は、間

尺が２m前後である。時期は、柱穴内遺物に、SB１３の土師器小型甕１１０、SB１６の土師器小型甕１１１

があることから、奈良中期と考えられる。
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第２群は、主軸方向が北より１３°～１９．５゚ 東に振れるもの。中型建物は、間尺が２．１～２．５mの

広いものが多い。SB１３は、周囲に幅３０～５０㎝深さ１０㎝の溝 SD１２が巡る。時期は、柱穴内遺物に、

SB１７の須恵器杯蓋１１２があることから、奈良中期と考える。

第３群は、主軸方向が０°～６°西に振れるもの。中型建物は、間尺が２．１～２．５mの広いもの

が多い。SB２６は桁行４間で床面積は４２㎡とやや大きい。時期は、柱穴内遺物に、SB０５の須恵器

杯蓋１０７、SB０７の須恵器杯１０８、土師器鍋１１３があることから、奈良中期で第２群よりやや新しい

時期と考える。

柱根を残す建物は、SB０６・０７・０９・１５・１６・１７・２２・２５・２６で、柱はいずれも割材を用いる。

柱の太さは、径１０㎝前後のもの、径１５㎝前後のもの、２０㎝近いものなどがある。SB０７の柱３４３は、

底近くの外皮側に段を残している。

第２群の SB０４・１４には、厚板３４２のような礎板が残る。厚板３４２は、約５㎝のスギ板で、長辺

４２㎝、短辺２３㎝である。

溝 SD０４は、調査区の北西部を西から東へ流れる。覆土から土師器１１８が出土しており、時期は

奈良中期と考えられる。

土坑 SK０１は、SI０３の東側にある。径１．２mの不整形平面で、深さ７㎝、底面は水平である。覆

土から、須恵器の高台杯１１４、土師器の甕１１５・１１６が出土しており、時期は奈良中期と考えられ

る。

SK０２は、SB１５と同じ場所にあり、一辺５０㎝の方形平面で、深さ５㎝、底面は水平である。覆

土から、土師器甕１１７が出土しており、時期は奈良中期と考えられる。

和同開珎 銅製で、寸法は、直径２．４㎝、厚さ１㎜、重さ２gである。

ヘラ書き土器 いずれも須恵器杯蓋の内面にある。「×」を書く２２６、「二」を書く２２７、「一」を

書く２２８がある。時期は、８世紀前葉・中葉のものである。

漆付着土器 天井部に漆が付着する須恵器杯蓋１６１、漆容器として使った須恵器の杯２２２・３５３、

高台杯２３２・２３３、漆で「＋」を天井部に書いた須恵器杯蓋２２９、同じく外底面に書いた須恵器高

台杯２３０・２３１がある。時期は、奈良後期とみる。

墨書土器 内面に「息」と書いた須恵器杯蓋２３４、内面に「田（留か）志」のような字を書いた

須恵器杯蓋３８６、外底面に「真茂」と書いた須恵器高台杯２３５、外底面に「和」のような字を書い

た須恵器高台杯２３６がある。時期は、いずれも奈良中期とみる。

F．平安時代（第３３・３９・４１・７２・７３・７５・７７・８８図、図版２１・２３・２６・２７・３０～３２）

遺構は、掘立柱建物３棟（SB１１・２４・２８）柱穴１基（Pit０１）がこの時期のものと思われる。

遺物には、須恵器杯蓋、杯、土師器の甕・鍋、製塩土器、土馬がある。製塩土器３００は平底型で、

調査区東端から出土した。

掘立柱建物 中型建物 SB２４と小型建物 SB１１・２８がある。主軸方向が北より８°～１６゚ 西へ振れ

るかそれに直交するもの。中型建物は、間尺が１．４mの狭いものを用いるものがあるが、SB２４は、

桁行の中柱が入らず１間２．６mと広い。時期は、柱穴内遺物に、SB１１に奈良後期とみられる土師
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器小型甕１０９があるが、１９８７年度調査区では、同じ主軸方向の建物が９世紀前葉とみられること

から、平安初期に置きたい。

柱根を残す建物は、SB１１があり、柱はいずれも割材を用いる。

柱穴 Pit０１は、調査区の南西隅にある。径７０～９０㎝の楕円形の穴で、北よりに太さ２０㎝の柱根

が残る。覆土から土師器小型甕１２３が出土しており、時期は平安前期と考えられる。

土馬 遺構があまり見られない調査区南東部から散発的に出土した。胴体３３８、足部３３９～３４１・

３５８の４点がある。同一個体の可能性が高い。時期は特定できないが、他の祭祀遺物との関連か

らこの時期に含める。

G．中世・近世（第８８図、図版９３）

遺構は、明確でないが、調査区中央に畠４群（SF０１～０４）がある。

遺物は、中世のものは、珠洲３２３～３２５、瀬戸美濃３３１～３３３・３８１・３８２、青磁３２６～３３０、白磁３８０

があり、南北朝時代から戦国までのものである。近世のものは、越中瀬戸３３４、唐津３３５・３３６、

土人形３８３、合子蓋３３７がある。

畠 畠とみられる溝群は、幅４０～６０㎝深さ１０～２０㎝の溝が５０～８０㎝間隔に３～５条並行してい

る。SF０１・０３・０４は、溝の方向が北からやや東に振れ、SF０２は、ほほ南北方向をとる。古代の

包含層を掘り込んでおり、中世以降のものと考えられる。

３．１９８６年度調査区（中出地区）

A．概 要（付図３、第４５～４７・９０～１０６図、表６・１２、図版３７～４３・９４～１０８）

この調査区は、県道小矢部押水線の側にあたり、近・現代の取水施設や水路が掘られており、

攪乱が激しい。地表面から深さ４０㎝のところで、Ⅲ層上面に至る。その上には、耕土約２０㎝、約

２０㎝の褐色砂質土（中世以降の堆積層）がのる。平安前期の溝は、Ⅲ層を掘り込んでいる。この調

査区では、Ⅲ層上面から５０㎝ほど下にある淡茶褐色土から、縄文時代中期の土器が出土する。

出土遺物には、縄文時代、古墳時代、飛鳥時代、奈良時代、平安時代、鎌倉～室町時代、江戸

時代のものがあり、検出した遺構は、平安前期と近世の遺構がある。縄文時代のものについては、

後日刊行予定の『縄文土器・石器編』で報告の予定である。

B．古墳時代（第９７～１０１・１０６図、図版９４・９６・１０４～１０６・１０８）

遺構は認められない。

遺物は、SD１１内と包含層中から、中期の土師器の高杯１７０・１７１・１７３・１７４、�１８８、小型壺１８５

が、後期の須恵器の杯蓋１１６～１１９・１２１～１２３・１２９～１３１、平瓶１７９、土師器の杯１４５～１６９・２９９・

３０８～３１２、高杯１７２・１７５～１７８、甕１８１・１８２・３１３・３１５、甑２８１・３１４、小型土器３１７・３１８が出土

している。また、この時代のものと見られるものに、緑色凝灰岩製の管玉２９０・２９１がある。

C．飛鳥時代（第９３・９６・９７・１００・１０２・１０６図、図版９５・９７・１０７・１０８）

遺構は認められない。

遺物は、SD１１内と包含層中から、前期の須恵器の杯蓋１２０・１２４～１２８、杯１３４～１４４、甕２３４、
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後期の杯蓋１３２・１３３、甕１８０・１８３・１８４、小型壺１８６・１８７がある。また、この時代のものと見ら

れるものに、製塩土器９０～１０７、須恵器甕１１５、支脚２８８・２８９がある。

この時期の特徴的な遺物には、ヘラ記号のある須恵器杯が２点ある。１３５には「三」、１３８には

「 」が描かれている。

D．奈良時代（第９０～９５・１０１～１０６図、図版９７～１０５・１０７・１３７）

遺構は認められない。

遺物は、SD１１内と包含層中から、この時代全般にわたる須恵器の杯蓋・高台杯・杯・甕・横

瓶、土師器の杯・皿・甕・鍋・小型甕・甑、土錘が出土している。

この時期の特徴的な遺物には、漆付着土器４点、灯明皿２点、墨書土器７点、墨痕がついた土

器３点、ヘラ記号のある土器３点がある。

漆付着土器 漆が付着する須恵器高台杯１６・３６、割れ目を漆で補修した須恵器高台杯２４、漆容器

として使った須恵器杯６０がある。奈良前期・中期のものと見られる。

灯明皿 油煙痕が付いた須恵器の杯５４、杯２５７があり、灯明皿として使われたものと考えられる。

いずれも奈良前期とみる。

墨書土器 須恵器の杯２６６・３０３・３０４、高台杯３００～３０２・３２１・３２２がある。判読できる文字は、

「長」、「吉足」、「吉」、「衣女」である。時期は奈良中期・後期のものとみる。

墨痕が付着するものに、須恵器の杯蓋１２・１３、高台杯２３２があり、２３２は転用硯と見られる。

いずれも奈良中期のものとみる。（２６６・３２１・３２２の写真は、１９８７年度図版１３７参照）

ヘラ書き土器 須恵器高台杯３０、須恵器杯８１・２４０がある。いずれも「×」か「＋」を描いてある。

いずれも奈良中期とみる。

E．平安時代（第９２～９４図、図版４２・１０１・１０８）

遺構は、溝１条（SD１１）がこの時期のものと考えられる。

溝 SD１１（調査時は東西溝と呼ばれていた。１９８７年度の調査では、この溝の続きが SD１１とされ

ているので同じ遺構名を使うこととする）は、調査区を北西から東南へ流れる水路である。幅約

２m深さ３０㎝で、底がやや平らである。

覆土は砂と砂礫である。平安前期の須恵器の杯６５・７４、短頸壺１０９、双耳瓶１１０・１１１、土師器

甕８９が出土していることから、時期は平安前期と見られる。他に、フイゴ羽口が出土しているが、

この時期か奈良時代のものであろう。

覆土には、古墳、飛鳥、奈良の各時代の土器もかなり多く含まれている。このことについては、

平安前期の人々が、他所から集めたものを投げ込んだ可能性を想定しておきたい。

F．中世・近世 （第４５～４７・１３９・１４０・１５１図、図版３９～４１・１４５・１４７・１６２）

遺構は、掘立柱建物４棟（SB０１～０４）、土坑１基（SK０１）、井戸１基がある。

遺物は、越前、木製品がある。

掘立柱建物 建物は、主軸方向がいずれもほぼ共通しており、北に対して東へ４０～５０゚ 振れる。

SB０１は、２間×２間の床面積４７㎡の総柱建物である。柱穴は長辺１．５m短辺９０㎝の楕円形のも
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のがあるのが特徴である。柱穴内には柱根が５本残る。柱は太さ１８～２８㎝の丸木のもの４本、太

さ１０㎝ほどの割材のもの１本がある。柱２９８は、そのうちの一本で、樹種はクリである。

この建物の伴出遺物については、よくわからないが、１９８７年に、柱穴４の柱根の放射性炭素年

代測定が実施されている。年代測定は、学習院大学理学部年代測定室木越邦彦氏により、その結

果は次のとおりである。

GaK－１８２８３ ４７０±１００（A.D．１４８０）

測定値は、室町時代ということになるが、楕円形の掘り方を持つ柱穴は、砺波市増山遺跡や上

市町弓庄城跡などに類例があり、１６世紀後半から１７世紀にかけての時期に認められる。時期につ

いては、もう少し検討が必要である。

この建物の東北側には、南北３m東西２．７mの方形土坑があり、その三隅にも柱根が残る（SB

０４とする）。SB０１の付属屋があったのかもしれない。また、東南側にも、小さな柱穴を結んで１

間×１間約８㎡の建物が復元されているが、付属する小屋のようなものかもしれない。

SB０２は、SB０１の北側にある床面積約３１㎡の側柱建物である。柱根はないが、柱穴底に石が敷

かれている。

SB０５は、調査区西寄りにある。太さ２０㎝ほどの柱根３本が残る。

土坑 SK０１は、SB０５の東側にある。長辺１m短辺７０㎝の楕円形で、深さは約４０㎝である。覆土

から、銅製の無文銭９枚（３２０）が出土した。銭は六道銭の可能性があり、そうであれば墓坑と

いうことになる。

井戸 SB０２と SB０５の中間に、直径約１．５mの円形で、深さ１．６８mの素掘りで、井戸とされる穴

がある。出土品には、SE０１の注記がある曲物の底板２９２がある。SE０１がこの井戸かどうか確かで

ない。

木製品 漆椀２９６は、内面赤色、外面黒色、文様はない。下駄２９７は、一本作りで、庭下駄などと

呼ばれるもの。ほかに、桶の底板３０２、柄杓の底板３０３、桶の栓３０４がある。いずれも江戸時代の

ものとみられる。

４．１９８７年度調査区（中出地区）

A．概 要（付図３・４、第４８～５６・１０７～１４６図、表７・１３、図版４４～６２・１０９～１５７）

この調査区は、１９８６年度調査区の東側にあたり、１９８５年度調査区との間である。この調査区の

堆積土は、第Ⅲ章 調査の概要の基本土層のとおりである。

出土遺物には、縄文時代、弥生時代終末期、古墳時代、飛鳥時代、奈良時代、平安時代、鎌倉

～室町時代、江戸時代のものがあり、検出した遺構は、弥生時代、飛鳥時代、奈良時代、平安時

代のものがある。（注４） 縄文時代のものについては、後日刊行予定の『縄文土器・石器編』

で報告の予定である。

B．弥生時代・古墳時代（第１０７～１１３・１２６・１２８・１３５・１３７、図版１０９～１１５・１２８・１３０～１３４・１４４）

遺構は、認められない。
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遺物は、弥生終末期～古墳初期、古墳前期、古墳中期、古墳後期の各時期のものが、柱穴や溝

内、包含層から出土している。これらは、基本土層のⅢ層（暗灰色土）に含まれていたものが、

飛鳥時代以降の人々の掘削によって掘り起こされたものと考えられる。

弥生終末期～古墳初期のものは、土師器の甕１～１３・１７・１９・２７・７５７・７５８、壺１４～１６・１８・

２８・７６９、細頸壺２０・２３・２４・７５９、小型器台２１、器台２２、高杯７６０、装飾器台７６１、蓋２６・７４９、

台付鉢７６５・７６６・７７１がある。

古墳前期のものは、土師器の甕２９～３５・４０・７４７、壺３６・３９、小型壺４１～４６・７７３、高杯４７～５１・

７７４・７７５・７４８、小型土器７６２～７６４・８６６がある。

古墳中期のものは、土師器の甕７６８、高杯７７０、杯７７２がある。

古墳後期のものは、須恵器の杯蓋４２２～４２４、杯４２５～４２７、土師器の杯４０２～４０３・６２３・６２６・７５０・

７５１、紡錘車６９３～６９５がある。

C．飛鳥時代（第２７・５３・１２６・１２８・１３７図、図版５０・５８・１３４・１４４）

遺構は、掘立柱建物１棟（SB１４）、溝２条（SD１２・１３）がこの時期のものと思われる。

遺物は、前期と後期のものが、溝や包含層から出土している。飛鳥前期のものは、須恵器の杯

４２７～４３２、飛鳥後期のものは、須恵器の杯蓋４３３～４３５・７８８、杯７８９、平瓶６０２がある。その他に、

製塩土器４１６、須恵器甕６２０、土錘６８８・６９０、陶錘６９２がこの時代のものと見られる。

掘立柱建物 SB１４は、桁行２間梁間３間床面積約１２㎡の小型建物である。時期の決め手となる

土器はないが、主軸方向および間尺が狭いことから、この時期のものと考えておきたい。

溝 SD１２は、１９８５年度調査区の SD０２の続きである。SD１３は SD１２に形状が近く、同じ方向から

流れてきているので、この時期に含めておきたい。

D．奈良時代（第２７・４８・５０・５２・５５・１１４～１２０・１２３～１３７、図版４４・４５・５７～６１・１１６～１２９・

１３４・１３８～１４４・１４６・１４８・１５２・１５４・１５７）

遺構は、竪穴住居２棟（SI０１・０２）、掘立柱建物４棟（SB０１・０５・０６・０９）、溝６条（SD１０・

１５～１７・２５・３２・３３）、土坑１基（SK１７）が、この時期のものと思われる。

遺物は、前期から後期の須恵器と土師器が、溝や包含層から出土している。量が多いので個別

の説明は省略する。表１３をみていただきたい。他に鉄滓８６４・８６５があるが、１９８５年度調査区で奈

良時代の遺構から鉄滓が出土しているので、これもこの時期のものと見ておきたい。

竪穴住居 SI０１は、調査区の北東部にある。長辺４m、短辺３．４mの台形で、深さは約２０㎝、床

面は水平である。主軸方向は、北に対して東へ振れる。南東隅にカマドの構築材とみられる白っ

ぽい粘土の塊がある。

SI０２は、SI０１の西側にある。長辺３．３m、短辺１．８mの長方形で、深さは約７㎝、床面は水平で

ある。主軸方向は南北にある。

これらの時期は、覆土から須恵器、土師器が出土しているが、時期を確定することができない。

１９８５年度調査区に、奈良中期と後期の竪穴があるので、それと近い時期と思われる。

掘立柱建物 主軸方向の違いから、次の２群に分けられる。建物は、床面積が２０㎡を越える中型

― 20 ―



建物、２０㎡以下の小型建物、高床倉庫とみられる総柱建物がある。

第１群 小型建物 SB０９

第２群 中型建物 SB０５・０６、総柱建物 SB０１

第１群の SB０９は、桁行２間梁間２間の方形の小型建物である。時期の決め手となる土器はな

いが、主軸方向が北に対して東へ１０°振れ、１９８５年調査区の第２群と同じであることから、奈良

中期とみる。

第２群は、主軸方向が北に対して４°～３３°西に振れるものである。SB０１柱穴から奈良後期

とみられる土器が出土している。

柱根を残す建物は、SB０１・０６がある。柱の太さは、SB０６は太さ２０～２５㎝、SB０１は太さ約１０㎝

である。

溝 SD１０は、調査区の中央を北から南へ流れる。幅２．４～４mで、南北端が狭い。深さは約１m

である。北側の SD１５・２５が合流するところには、建築材の転用とみられる厚板７３０・７３５や柱７４３

を杭にして打ち込んだ堰が作られている。

覆土から、ほかに土師器杯７８１、編板７０７、鞘７１６が、SD１０に重複する SD０６から、奈良後期と

みられる土師器杯６２４・６２７が出土している。

SD１５・１７・２５・３３は、幅７０㎝深さ１０～２５㎝の細い溝、SD３２は幅１．１m、深さ４０㎝のやや広い溝

であるが、これらは SD１０から分流した溝とみられ、SD１０の堰は、そこへ水を分流するための施

設と考えられる。

SD１６は、SD１０の西側にほぼ並行している。幅１．６m、深さ５５㎝である。SD１０に比べ流れ方向

が西へ振れるので、SD１０よりやや新しいかもしれない。掘立柱建物第２群と主軸が合うので、

奈良後期の可能性がある。

土坑 SK１７は、SB１２の北側にある。長辺１．５m短辺９０㎝の長方形で、深さは２０㎝、北寄りに直径

５０㎝深さ５㎝の穴がある。覆土から須恵器の杯１０９・１１０、杯蓋１１１、土師器鍋１１３が出土した。時

期は、奈良中期と見る。

E．平安時代（付図４、第２７・４９・５１～５６・１１４～１１６・１２１・１２２・１２４・１２５・１２７・１２９・１３３～１３７、

図版４７～５２・５４～５７）

遺構は、掘立柱建物８棟（SB０３・０４・０７・０８・１０～１２・１５）、溝１条（SD１１）、土坑１（SK０１）

がこの時期のものと思われる。

遺物は、SD１１から多く出土しており、下記のとおりである。

掘立柱建物 掘立柱建物は、主軸方向の違いから、次の４群に分けられる。建物は、床面積が２０

㎡を越える中型建物、２０㎡以下の小型建物、高床倉庫とみられる総柱建物がある。

第１群 中型建物 SB１２、小型建物 SB０３

第２群 中型建物 SB１１、小型建物 SB０４

第３群 中型建物 SB０７・０８・１０・１５

第１群は、主軸方向がほぼ磁北に近いもの。中型建物は、間尺が広い。SB１２は、桁行側の柱
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穴が多く、建て替えが行われているのかもしれない。この建物に関連するとみられる SK０７・０９

～１３から土器が比較的多く出土している。SK０７から須恵器の杯蓋６０・６１、瓶６２、土師器の鍋６５、

甕６６・６７、小型甕６８、土錘７０～７２、SK０９から須恵器杯蓋７３、土師器鍋７４、SK１０から須恵器杯蓋

７５・７６、土師器の甕７７・７８、高杯７９、土錘８０、SK１１から須恵器の杯蓋８１・８２・８４、高台杯８５、

土師器の甕８３・８６・８７、鍋８８・８９、SK１２から須恵器の杯蓋９０・９１、杯９２・９３、土師器の甕９４～

９６・９９、鍋９７・１００・１０１、小型甕９８、SK１３から須恵器杯蓋１０２・１０３、高台杯１０４、土師器甕１０５

が出土している。これらの時期は、平安前期９世紀前葉とみる。

第２群は、主軸方向が北より１２°～１３゚ 西へ振れるもの。SB１１は、間尺が２．７mの広いものが

ある。柱穴の北側と西側に別の柱列があり、建て替えが行われているらしい。柱穴内から土師器

高杯６３６が出土しており、平安前期９世紀前葉とみる。

第３群は、主軸方向が北に対して２５．５°～３４゚ 西に振れるもの。大型建物 SB０７・０８は、桁行

３間梁間２間床面積３０～３５㎡であるが、SB１０は桁行４間で床面積４３㎡とやや大きい。柱間は、

２～３mの広いものがある。柱穴の掘方は丸くて小さいが、SB０８のように方形のものもある。

SB１５の北側にある土坑（X５７．６Y８５．１区）内から、時期は特定できないが、牛の歯が出土して

いる。

SB０７は、SD１１の流路がその手前で屈曲しており、SD１１より少し古いか同時期であることを示

し、SD１１の出土遺物から、平安前期９世紀中葉とみる。

柱根を残す建物は、SB０８・１２・１５がある。柱の太さは、SB０８・１２は太さ２０～２５㎝、SB１５は約

１０㎝である。SB１２では、太さ２０㎝と太さ１０～１５㎝の両方が見られる。

溝 SD１１は、１９８６年度調査区を北西から南東へ流れてきたが、この調査区西中央部で、SB０７を

さけるように北へ折れ、さらに西に折れて、南東へ流れる。上手と下手では幅約２～３mである

が、中央部は幅７mと広くなっている。深さは約３０㎝で、底はすり鉢状または弧状である。覆土

は、褐色または青灰色の砂や砂礫土である。

溝中央部の広くなったところには、溝の中に流路に沿って杭が打ち込まれている。杭には、建

築材とみられる柱７３４～７４３、棒７４４、厚板７４６が転用されている。杭列W２２～２４の延長上には、SD

２６・２６が分流する。そのようなことから、これらの杭列は、水路の護岸および分流のための施設

と考えられる。SD２６・２７は、幅９０㎝深さ２５～３０㎝で覆土も SD１１と同じである。

覆土からは、大量の須恵器、土師器、木製品、ひょうたんが出土した。須恵器には、杯蓋、高

台杯、杯、壺、短頸壺、把手付鍋、双耳瓶、瓶、甕、円面硯があり、土師器には、椀、杯、皿、

高台皿、高台椀、高杯、鍋、甕、小型甕、甑、土錘がある。最も新しい土器は、平安前期９世紀

中頃のものである。

ひょうたんは、丸型８６７と洋梨型８６８の果皮部分である。

覆土から、墨書土器、円面硯、ヘラ書き土器、漆付着土器、灯明皿、木簡、斎串、帯金具など、

特徴的な遺物が出土している。

墨書土器 ３３点あり、SD１１から２６点、SK０９から１点、包含層他から６点出土した。
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墨書があるのは、須恵器の杯蓋６点、高台杯１４点、杯１２点、土師器椀１点である。部位は、杯蓋

の内外、高台杯・杯・椀の外底部、高台杯の体外面である。種類は、地名、人名、職名、その他

がある。この他に、墨痕と思われる黒色物が付着するものが５点（８３７～８４０・８４２）ある。

円面硯・杯蓋硯 ３点あり、円面硯１点（３７５）、杯蓋硯２点（３６８・８４１）がある。円面硯は SB

１１付近の包含層から、杯蓋硯は SD１１から出土した。

ヘラ書き土器 １９点あり、SD１１から１４点、包含層から５点出土した。器種は、須恵器の杯蓋３

点、高台杯１２点、杯４点である。部位は、杯蓋内面、高台杯の内底面、高台・杯の外底部と体外

面である。種類は、「×」記号が最も多く９点（３５２～３５９・３６２・３６３・３６５）、「―」記号が２点

（３５０・３５１）、「又」記号が１点（６１０）、「扱」の文字１点（３５５）、不明６点（３６０・３６１・３６４・

３６６・３６７）がある。

漆付着土器 １６点あり、SD１１から１２点、包含層から４点出土した。器種は、須恵器の杯蓋天井

部と内面、杯外底部、高台杯・杯の内面、種類は、「大」記号２点（８１０・８１４）、「N」記号が１

点（１５０）、「十」記号１点（３６９）、漆容器１１点（３７０・３７１・８２８～８３６）、その他２点（３５０・４４２）

がある。

灯明皿 油煙痕が付いた須恵器杯が５点（８４３～８４７）ある。いずれも SD１１から出土した。

木製品 SD１１からは、木簡４点（７１７・７１８・７１９・７２２）、木簡とみられる板３点（７２０・７２１・

７２３）、斎串７２４、箸と見られる細棒７０３・７０４、編板７０６、四つ歯の下駄７０８、器の台部と見られる

７０２、丸棒７１４・７１５などがある。

木簡 文字が判読できるのは、７１７と７２２の２点である。

７１７ （釈文）「一石一石」（１１．６）×１．９×０．７ 両端欠損。上部側辺に欠き込みあり。

７２２ （釈文）「一」 （７．９）×２．２×０．５ 上部欠損。

７１７の石は右のようにも見えるが、石と見たい。もしそうであれば、米などの量を表している

ものと考えられる。下端を尖らせた７２５は、付札木簡の特徴である。そのようなことから、これ

区 分 種類、点数（番号）

地 名 長岡２点（３４０・７９７）

人 名 真茂２点（３４３・７９９）、小継２点（８０４・８２０）、小長（３００）、吉足（３０１）、

衣丸（３０４）、衣女（３４５）、竹長（３４６）、島長（８００）、橋家（８１３）、

人□（８１７）、田（留）志（３８６）

地名＋職名 長岡神祝２点（３３８・７９８）

職 名 大祝（３３９）、祢宜（３４２）、大社祝（３４１）、祝２点（８０６・８１９）、尉（８１６）

その他 二２点（３４７・８１５）、中２点（３４８・８１５）、王（３４９）、君（８０１）、

女（８０３、衣女か）、小（８１８、小継か）、継（８１２ 小継か）、

不明（２３５・３２２・８０５・８０８・８０９・８１１）

表２ 墨書種類一覧（１９８４～１９８６年出土分を含む）
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らは、米などの付札木簡と考えられるが、７１７は、同じ文字を連ねているので、習書木簡であろう。

帯金具 �具６９７、鉈尾６９８、巡方６９９がある。�具と巡方は銅製で、鉈尾は鉄製である。材質が

違うので、�具・巡方と鉈尾は別物である。また、�具の縦幅、鉈尾の基部幅は、２．３㎝である

が、巡方の幅は３．３㎝である。この幅は、帯幅と一致することになるので、�具・鉈尾と巡方は、

別物となる。これら３点は、すべて別物の帯金具ということになろう。

土坑 SK０１は、調査区西寄り中央部にあり、SD１１と重なる。直径約１．５ｍの円形で、深さ約６０㎝

である。覆土から、須恵器杯蓋５８、高台杯５９が出土している。５９は口縁部に油煙痕が付着してい

る。時期は、平安前期９世紀前葉と見る。

F．中世・近世（図版４５・４６・１４２）

調査区東半分の北寄りと南寄りに、南北方向の細い溝の集合がある。中世以降の畠跡と考えら

れる。また水路の護岸のために打ち込まれたとみられる杭（７２６～７２９）があり、江戸時代前期の

漆掻きの木が使われている。

畠 SX０１～２１は、北寄りの一群で、主軸方向が北よりやや西に振れる。溝の幅３０～１００㎝、深さ

１０～２０㎝で、２０～１００㎝の間隔で並んでいる。SX０１から、９世紀中葉の土師器甕１１４～１１５、SX

０５から須恵器杯１１９、SX０７から鍋１２９・１３０が出土している。時期は平安中期と考えられているが、

この時期の遺構と方向が一致せず、中世以降のものではないかと考えられる。

漆掻きの木 ７２６～７２９は、太さ４．５㎝、長さは２０～３０㎝で、下端が尖っている。調査区中央の SD

１０上面に打ち込まれていた杭と見られる。表面に幅２～３㎜の溝が２～３㎜間隔に刻まれてお

り、溝の中に、漆とみられる黒い塊が見える。細い材であるが、枝ではなく幹材である。

時期が特定できなかったので、放射性炭素 C１４年代測定を実施したところ、下記のとおり、西

暦１６６０年頃という年代が得られた。

７２６ Beta－１６６３１２ ２６０±４０（補正 C１４年代２３０±４０、暦年代AD１６６０）

７２７ Beta－１６６３１３ ２３０±４０（補正 C１４年代２２０±４０、暦年代AD１６６０）

遺物はその他に、中世の珠洲８５４～８５６、青磁８４９～８５１、瀬戸８５２・８５３、近世のかんざし７００、

キセル７０１、銭貨８４８がある。珠洲は南北朝から戦国時代まで、青磁・瀬戸は鎌倉時代と室町時代

のものである。かんざしは、耳掻き部分が取れている。キセルは、雁首部分で、江戸の中期段階

の特徴をもつ［江戸遺跡研究会編１９８７］。

銭貨８４８は、無文銭で、孔が四角くなく変形している。中世末から江戸初期に表れる悪銭の一

種に雁首銭というのがある。それかもしれない［滝沢１９８３］。

注４）１９８７年１０月１８日に開催された桜町遺跡（中出地区）現地説明会資料では、SD０９・１４、SD０６・０７・１０・

１２・１５・１６・２１などを弥生・古墳時代に、SB０１～０８・１０～１３、SD１１などを奈良・平安時代としている。
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第Ⅴ章 まとめ

１．遺跡の時代

国道８号バイパス建設に先立ち、１９８４年から１９８７年の４

ヶ年に亘り発掘調査を実施した桜町遺跡産田地区・中出地

区では、縄文時代、弥生時代、古墳時代、飛鳥時代、奈良

時代、平安時代、鎌倉時代、南北朝時代、室町時代、戦国

時代、江戸時代の遺物や遺構が発掘された。長期に亘り人々

の活動の痕跡が残されているが、第４図のように、その間

には盛衰があり、断絶する時期がある。

２．縄文時代

縄文時代前期、中期、後期の土器・石器がある。それら

は、基本土層のⅤ層に含まれるが、遺構は検出されていな

い。詳細は、今後刊行の『土器・石器編』で紹介する予定

である。

３．弥生時代

弥生時代は、中期後葉、後期後葉、終末期の土器があり、

それらは、基本土層のⅢ層に含まれる。遺構は、後期後葉

の土器を含む溝が１条残されている。

この時代は、砺波平野に水田稲作が波及し定着する時期

である。溝は、北西から南東へ直線的に走るもので、水田

などへ水を供給するために人が掘った用水路と見られる。

４．古墳時代

古墳時代は、前期、中期、後期の土器があり、それらは、

弥生時代と同じ基本土層のⅢ層に含まれる。遺構は、前期の井戸が１基残されている。

この時代は、市内の丘陵地に多くの古墳が作られた時代である。埴生地区には、関野１号墳（前

期）、若宮古墳（後期）など大型古墳があり、当時この地域に砺波平野のなかでも最も有力な勢

力が存在していたことを物語っている。桜町地内にも、西方５００mの丘陵上に天狗山古墳が残さ

れていて、この地域にも埴生の首長を支える有力者の存在が伺われる。

調査区には井戸だけが残るが、１９８２（昭和５７）年に県道小矢部押水線改良及び城山都市下水路

新設に伴う発掘調査では、３方を溝で四角く囲んだ建物跡 SB０２が発掘されている。古墳時代の

家である可能性が高い［市教委１９８３B］。

５．飛鳥時代

飛鳥時代は、前期、中期、後期の土器があり、それらは、基本土層のⅡ層に含まれる。遺構は、

第４図 遺跡の時代

― 25 ―



掘立柱建物２６棟、土坑６基、溝３本がある。（第５図）

掘立柱建物は、床面積が３３～４５㎡の中型建物、１０～２０㎡の小型建物、１０～１７㎡の総柱建物があ

る。中型建物は住居、小型建物は住居または倉庫、総柱建物は高床倉庫と考えられる。高床建物

は、中央部にまとまってあり、その周囲に住居などが配置された集落の姿を見ることができる。

中型建物は１９８４年度調査区に多く、１９８５年・１９８７年調査区はみな小型建物である。

この時代は、北西７００mの丘陵斜面には桜町横穴墓群が作られている。この集落の住人がその

被葬者であった可能性が高い。桜町横穴墓群は、１９６３（昭和３８）年に発掘が行われており、太刀

を副葬した人骨が出土している［小矢部市史編１９７１］。埋葬された人々は、武人的な性格を有す

る人々であったことが推測される。

この時代は、斉明４年（６５８）越国守阿倍比羅夫が蝦夷、粛慎を討つなど、大和朝廷の東北進

出に関わるできごとが多い。この集落の誕生が、そのような動きと関わりがあるとすれば、兵士

のような人々が住まわされたとか、東北への兵糧生産などの目的で開発が進められたことが考え

られる。

遺物では、製塩土器と須恵器の大甕が多いことが目を引く。製塩土器は、能登半島の海浜部で

海水を煮詰めて作られ、この土器に詰めて運ばれてきたものである。塩が何の目的で使われたも

のかは定かでないが、この時代の内陸の集落や須恵器の生産遺跡から出土することが多い。定着

の初めに、越国から支給されたものであったのだろうか。

６．奈良時代

奈良時代は、前期、中期、後期の土器があり、それらは、基本土層のⅡ層に含まれる。遺構は、

掘立柱建物４６棟、竪穴住居６棟、土坑２基、溝７本がある。（第５図）掘立柱建物は、１９８４年度

調査区にもあるが、１９８５年度調査区へも広がり、集落の発展がみられる。

掘立柱建物は、床面積が２１～４２㎡の中型建物、７～１８㎡の小型建物、７～１５㎡の総柱建物があ

る。中型建物は住居、小型建物は住居または倉庫、総柱建物は高床倉庫と考えられる。この時期

の高床倉庫は散在するように見える。

竪穴住居は、鉄滓や炉壁が出土し、鍛冶工房とみられものがある。和同開珎はそのようなとこ

ろから出土している。

溝は、建物群の西端を画するようにして北北西から南南東へ流れる SD１０があり、その中には

堰とみられる杭が打ち込まれ、そこから小水路が分流する。水田などへの用水路とみられる。調

査区南方に、耕作地があるのであろう。

出土遺物で注目されるものに、墨書土器、漆付着土器がある。

墨書土器は、真茂、竹長、小長、吉足、衣女、島長、橋家など人名と見られる文字を記すもの、

尉とみられる職名を記すものがある。円面硯も出土しており、文字を書くことができる人がいた

こともわかる。尉は、軍事・警察に関わる職名である。漆付着土器には、漆容器として使ったも

の、漆で補修された土器、漆で記号を記すものがある。漆容器は、ここに漆を扱う工人がいたこ

とを物語る。SD１０からは、白木の鞘が出土しているが、鞘に漆を塗る作業すなわち太刀の生産
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がここで行われていたものと考えられる。尉の墨書土器の存在と合わせて、この遺跡の軍事的な

性格を伺わせる。

７．平安時代

平安時代は、前期の土器があり、それらは、基本土層のⅠ層・Ⅰ a層に含まれる。遺構は、掘

立柱建物１１棟、溝２本、土坑１基、柱穴１基があり、道路もこの時期に含まれる可能性が高い。

掘立柱建物は、調査区西寄りに偏り、飛鳥時代から平安時代にかけて、居住域が次第に西へ移動

していることが見られる。（第５図）

掘立柱建物は、床面積が２４～４３㎡の中型建物、１０㎡ほどの小型建物があり、総柱建物は見られ

ない。中型建物は住居、小型建物は住居または倉庫と考えられる。建物は概して小さく、５０㎡を

越える大型建物は見られないので、飛鳥時代、奈良時代と同様一般的な集落であったと見られる。

溝は、北西から南東へ流れる SD１１がある。水路が幅広くなるところでは、溝の中に護岸とみ

られる杭が打ち込まれている。杭列は分流する小水路の方向を示し、この場所が、水田などへ用

水を供給する水源地であったことがわかる。

出土遺物で注目されるものに、墨書土器、帯金具、斎串、灯明皿、土馬、木簡がある。

墨書土器については、長岡、長岡神祝、祢宜、大社祝の存在が、発掘時から注目されている。

長岡については、『和名類聚抄』に見える砺波郡１２郷の一つ「長岡郷」に通じること。また、長

岡神祝、祢宜、大社祝については、『延喜式』神名帳に見える「長岡神社」の神職のことを示す

可能性が高いことが指摘されている。長岡郷の所在地については、それまで、小矢部川右岸の正

得（現在長岡神社がある）・荒川付近とする説があったが、この墨書土器によって、桜町遺跡の

ある小矢部川左岸地域も長岡郷に含まれること、その中心村落であった可能性や祭祀関係集落で

あった可能性も想定されている［藤井１９８８］。

遺跡の性格を考える上で、帯金具、木簡、斎串、灯明皿はどのような意味があるのであろう。

帯金具は�具、巡方、鉈尾の３点があるが、大きさや材質に違いがあり、同一の帯に付けられて

いたものではないと思われる。（注５） 斎串は、神を招き降ろす時に用いる串であり、灯明皿

は、祭祀儀式に灯明が焚かれたことを示しており、ここで祭祀が行われたことを物語っている。

ここが水源地であることから、祭祀の内容は、水に関わることすなわち豊作を祈る祭祀であった

ものと考えられる。溝の中ではないが、水神への捧げ物とされる土馬の出土も関係があるものと

思われる。帯金具は、ここの集落の住人が身に着けていた可能性、祭祀に関わる人物が身に付け

ていた可能性とともに、そのものが捧げ物であった可能性も考えられる。

この場所で祭祀が行われたことは明らかであるが、神社建築にあたる建物は見られない。当時

の長岡神社が、立派な社殿を有していたかどうかは、よくわからないが、この場所が長岡神社で

あったとは考えにくい。長岡神祝、祢宜、大社祝の墨書土器は、祭祀を行うに際し、持ち込まれ

たものと考えられる。

木簡は、米などの貢進物の付札の習書木簡であろう。貢進木簡は、郷単位で記載・製作が行わ

れたといわれる［山中１９９５］。墨書土器には、小継、衣丸といった人名を記したものがある。そ
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のような人物が、郷の行政事務を担当していたのかもしれない。ここにあるような中型建物に彼

らが住んでいたのか、郷の中心集落から運ばれてきたものなのか、いずれともいえないが、郷長

のいる集落には、５０㎡を越えるような大型建物が存在したであろうから、ここは、長岡郷を構成

する一般集落とみるのが適当であろう。このような建物群が周辺にもいくつか点在し、全体とし

て長岡郷を構成していたものと考えられる。

１９８４年度調査区で検出された幅６mの道路は、富山市水橋荒町遺跡や石川県津幡町加茂遺跡で

類例があることから、この時期のものである可能性が高い［富山市教委２０００］。

８．中世・近世

この時期は、鎌倉時代から江戸時代中期までの遺物が出土している。遺構は、調査区西端に１

６世紀後半～１７世紀代と見られる建物４棟、土坑１基がある。

注５）平城京出土銅�には、少初位から正六位の位階に対応する８段階の規格差があるといわれる［松村

１９９６］。それに当てはめると、�具と鉈尾は少初位クラス、巡方は従７位クラスの人が身に付けた

ものということになる。『越中国官倉納穀交替記』にみえる砺波郡の郡司は、少初位で擬少領、従７位

で擬大領となっている者がある。
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表３ 時期区分

時 代 時期区分 年代 土器型式・遺跡・併行関係

弥生 中期 Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

後期 Ⅴ期

終末期

前２世紀

前１世紀前半

前１世紀後半

１世紀前半

１世紀後半

２世紀前半

２世紀後半

３世紀前半

矢木ジワリ式

小松式 石塚遺跡

磯部遺跡 埴生南遺跡

戸水 B式

猫橋式

法仏式 平田・藤森遺跡

月影Ⅰ式 平桜川東遺跡 庄内０式

月影Ⅱ式 庄内１・２式

古墳 初期

前期

中期

後期

３世紀後半

４世紀

５世紀

６世紀

古府クルビ式 布留０・１式

高畠式 竹倉島遺跡 布留２式

宮地式 五社遺跡 道林寺遺跡

若宮古墳 TK４７→MT１５

古代 飛鳥 前期

中期

後期

７世紀前葉

７世紀中葉

７世紀後葉

流団№７窯、 飛鳥Ⅰ TK２０９

安居ロノ部窯、飛鳥Ⅱ・Ⅲ TK４６

山王奥堤窯、 飛鳥Ⅳ TK４８

奈良 前葉

中葉

後葉

８世紀前葉

８世紀中葉

８世紀後葉

松永Ⅰ窯 平城Ⅰ・Ⅱ 須恵器Ⅲ期

平桜岡山窯 平城Ⅲ・Ⅳ Ⅳ１期

南太閤山Ⅱ窯 平城Ⅴ Ⅳ２期

平安 前期

中期

後期

末期

９世紀前葉

９世紀中葉

９世紀後葉

１０世紀前半

１０世紀後半

１１世紀前半

１１世紀後半

１２世紀前半

１２世紀後半

高沢島Ⅱ遺跡 平城Ⅵ Ⅴ１期

末窯 高瀬遺跡 Ⅴ２期

増山笹山窯 K－90 Ⅵ１・２期

O－５３ Ⅵ３・Ⅶ１期

Ⅶ２古期

Ⅶ２新期

桜町遺跡舟岡 SD０９・１１

八俵西遺跡

北反畝遺跡 珠洲第Ⅰ期

中世 鎌倉

南北朝

室町

１３世紀前半

１３世紀後半

１４世紀

１５世紀前半

１５世紀後半

〃 第Ⅱ期

〃 第Ⅲ期

〃 第Ⅳ期

〃 第Ⅴ期

〃 第Ⅵ期

近世 戦国 １６世紀前半

１６世紀後半

日の宮遺跡２４区穴１２

弓城城跡 SD１００２

江戸 前期 １７世紀 増山城下町

（注）古代については、内田亜紀子 １９９８「北陸古代土器研究小史－編年と実年代観の問題を中心として－」

『富山考古学研究創刊号』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所を参考にした。
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付載 桜町遺跡の自然科学分析（板東・産田・中出地区）

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

桜町遺跡（富山県小矢部市桜町所在）は、小矢部川の支流にあたる子撫川右岸に立地する遺跡

である。子撫川が形成した自然堤防上を中心に、奈良・平安時代を中心とした遺構・遺物が検出

されている。また、本遺跡西側の小谷では、縄文時代の遺構・遺物が多量に出土している。当社

では、桜町遺跡の古環境変遷を明らかにする目的で、発掘調査の初期段階より現地調査・協議・

分析調査を継続実施しており、雀谷地区に関してはすでに報告済みである（パリノ・サーヴェイ

株式会社，１９８７）。今回は、これまで行ってきた分析調査のうち、奈良・平安時代を中心とする

板東地区、産田地区、中出地区の成果をまとめて報告する。

１．板東地区

� 試料

板東地区ではA地点（X－８３，Y－８０）から６点、

B地点（X－８１，Y－８０）から４点の試料を採取し

た。試料採取地点の柱状図、採取層位、試料番号等

について図１に示した。１層～８層に分層されてお

り、１層は現耕作土、２層は黄褐色粘質土、３層は

褐色粘質土、４層は茶褐色粘質土、５層は灰青色粘

質土、６層は暗青灰色粘質土、７層は青灰色粘質土、

８層は白色粘土である（添付資料による）。このう

ち、２層は奈良時代、６層は古墳時代の包含層になっ

ている。

� 分析方法

試料を約２０g秤量し、塩酸による炭酸塩の除去、

フッ化水素酸による試料の泥化、重液分離（臭化亜鉛 比重２．２）による有機物の濃集、アセト

リシス処理（濃硫酸：無水酢酸 １：９）によるセルロースの分解、水酸化カリウムによる腐植

酸の除去、の順に行い、花粉化石を濃集した。

残渣の一部をとってグリセリンゼリーで封じてプレパラートを作成し、その中に検出される花

粉・胞子化石を同定・計数する。これらの結果は一覧表に示す。さらに、各層の傾向を把握する

目的で、層位分布図を作成する。図中では、木本花粉はその総数、草本花粉やシダ類胞子は、総

数から不明花粉を除いた数を基数として百分率で表している。ただし、検出数が少ない試料に関

しては、結果が歪曲される恐れがあるため、検出された種類を＋で表すのにとどめておく。
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� 結果

結果を表１・図２に示す。花粉化石は全体的に保存が悪く、花粉外膜に風化が認められる個体

が多い。花粉化石の風化は特に下部層で顕著にみられ、下部ほど検出個数が少なくなっている。

一方シダ類胞子は、花粉化石の保存が悪くなるにしたがって、全体に占める割合が増加してい

る。

７層は、A・B地点とも花粉化石の保存が悪く、大部分がシダ類胞子からなる。産出傾向をみ

ると、草本花粉ではイネ科やヨモギ属が、木本花粉ではマツ属やハンノキ属、コナラ亜属が多く

検出される傾向があり、６層より上位と類似した傾向がみられる。

６層は、A地点、B地点ともに花粉の保存状態が悪いが、特に B地点での保存が悪い。産出傾

向は、後述する２層～５層と類似した傾向がみられる。

２層～５層は、シダ類胞子と草本花粉の割合が多いのが特徴で、木本花粉は極端に少ない。木

本花粉は、マツ属とハンノキ属が多く、コナラ亜属、スギ属、ニレ属－ケヤキ属などが検出され

る。

� 考察

分析結果をみると、水生植物の花粉化石が少量みられるが、これは、本遺跡周辺が氾濫の影響

等を受けやすく、湿地のような状況であった時期があったことを示唆する。一方、全体的に化石

の保存が悪く、特に下位では花粉化石の検出数が減少する。花粉化石は好気的環境下による風化

に弱く、分解すると考えられている（中村，１９６７など）。このことから、氾濫の合間には比較的

乾いた時期も存在したと推測され、この期間に花粉化石が風化を受け、保存が全体的に悪くなっ

ていると考えられる。なお、広葉樹花粉よりも針葉樹花粉やシダ類胞子の方が、風化に強いとさ

れている（徳永・山内，１９７１）。今回シダ類胞子化石やマツ属などの針葉樹花粉化石が多いのは、

花粉化石の保存状態が悪く、風化に強い化石が相対的に高くなっているためであり、周辺植生の

中でこれらが優勢であったわけではないと推測される。

木本花粉に着目すると、ハンノキ属、コナラ亜属、スギ属、ニレ属－ケヤキ属、エノキ属－ム

クノキ属、トネリコ属など、低地や河畔など湿った場所を好む種類が多く検出される。これらは、

古墳時代～古代にかけて、小撫川等の河畔や低地を中心に、湿地林や河畔林として分布していた

と推定される。このような景観は砺波平野の各遺跡で復元されており、福光町の梅原胡摩堂遺跡

では、中世の植生景観として、ハンノキ湿地林が存在していた可能性が示されている（パリノ・

サーヴェイ株式会社，１９９６）。また、庄川の沖積低地に立地する大門町の布目沢東遺跡・布目沢

北遺跡においても、古墳時代以降、コナラ亜属やハンノキ属、スギ属などが分布していたことが

推定されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９１）。

一方草本花粉をみると、イネ科やヨモギ属などが多く検出され、水生植物（ガマ属、オモダカ

属、ミズワラビ属、サンショウモなど）も少量ながら検出される。このことから、低地には開け

た草地や湿地が存在したことが考えられる。なお、大門町の布目沢東遺跡・布目沢北遺跡では、

古墳時代以降に草本花粉化石の割合が増加することや、イネ属の花粉化石が検出されるようにな
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表１ 板東地区の花粉分析結果

種 類
試料番号

A 地 点 B 地 点
１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４

木本花粉
モミ属 ３ １ ３ １ ３ １ １ － － １
ツガ属 － ３ １ １ ２ ２ － １ － －
マツ属 ２７ ３８ ２４ １２ ３３ ４ １９ ３８ ２２ １１
コウヤマキ属 １ ３ ２ ４ － １ ４ ３ － １
スギ属 １１ ７ １８ ７ ８ ２ １０ １１ ７ ２
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 ６ ６ ５ ３ ２ ２ － １ ２ ２
ヤナギ属 － － － － － － １ － － －
サワグルミ属 １ － － － ２ － １ － １ －
クルミ属 － － ２ ３ １ － ２ － － １
クマシデ属－アサダ属 － ３ ３ ４ １ ４ １ ３ － ２
ハシバミ属 － １ １ ３ － － － － － －
カバノキ属 １ － － － － － － － １ －
ハンノキ属 ３０ １７ ２１ ２９ ２３ １０ １７ １７ １５ ２４
ブナ属 １ １ － ７ １ － ２ － １ ２
コナラ属コナラ亜属 １４ １２ ９ １４ １２ ７ ２８ １３ ８ １１
クリ属 － １ ３ ２ － － ３ ３ － ２
ニレ属－ケヤキ属 ４ ４ ２ ３ ９ １ ４ １ ２ ４
エノキ属－ムクノキ属 ２ － ３ ５ － － － ３ ２ －
マンサク属 － － － － １ － － － － －
ウルシ属 － － － － － １ － － － －
カエデ属 － １ － － － １ １ － １ －
トチノキ属 － － － － － － ４ ６ １ １
クロウメモドキ科 － － － － １ － － － － －
ツタ属 － １ － － － － － － － －
シナノキ属 － １ １ － － － － － － １
ウコギ科 － － １ － － － － － － －
トネリコ属 １ ２ １ － － － － － － －
ガマズミ属 － － － ２ ３ － ６ － － －

草本花粉
ガマ属 － １ － － － － － － － －
オモダカ属 － １ － － － － － － － －
イネ科 ３０１ ３１２ ２９３ ２２０ ２０８ ４３ １４２ １３６ ７０ ５４
カヤツリグサ科 １６ １５ １１ １５ １０ ４ ３ － － －
クワ科 ３ ４ － ３ １ － １ １ － １
サナエタデ節－ウナギツカミ節 ３ ３ １ ２ ３ － １ １ － －
ソバ属 ２ ３ １ ２ － － １ － － －
アカザ科 ２７ １１ ３５ ４３ １３ ５ ３ ３ １ －
ナデシコ科 ２３ １１ ２７ １１ １０ ２ ５ ４ ３ １
カラマツソウ属 － － ４ － ３ － － ２ １ －
キンポウゲ科 － １ － － － － － ２ － １
タケニグサ属 １ － － － － － － － － －
アブラナ科 ４０ ６０ ２２ ８ ５ ２ ２ ３ ３ １
マメ科 － － － － １ － ２ － － －
フウロソウ属 － － － － １ － － － － －
トウダイグサ科 － － － － － － １ － － －
キカシグサ属 １ ２ － － － － － － － －
アリノトウグサ属 － １ － １ － － － － － －
セリ科 １ － １ － － １ ２ － － １
ネナシカズラ属 － － － ３ １ － ４ － － １
シソ科 － １ － － － － － ３ － －
アカネ属－ヤエムグラ属 １ １ － － － － － － － －
アカネ科 － － － － １０ １ ４ － － －
ホタルブクロ属－ツリガネニンジン属 － － － － － － － － ２ －
ヨモギ属 １０２ ７５ １３０ １３５ １０７ ４６ ９４ ７３ ４１ ４７
キク亜科 ６ ５ ７ ３ ５ ２ ５ ５ － １
タンポポ亜科 ８ ４ ６ ５ ３ － ３ ３ １ ２
不明花粉 ７ １９ １０ ７ １２ ９ ２８８ ４ ６ １

シダ類胞子
ミズワラビ属 － － １ － － － － － － －
サンショウモ － － － － － － １ － － －
他のシダ類胞子 ２２４ ６０９ ４４１ ６８２ ５３７ ６１８ ２５１ ８４４ １５１３ １５３２

その他の微化石
クンショウモ － － － １ － － － － － －
ボトリオコックス属 ５６ １１ ８ － ７ － １ ４ － －
二次堆積の花粉化石 １ ３ － ７ １５ ２ ７ ９ ５ ３

合 計
木本花粉 １０２ １０２ １００ １００ １０２ ３６ １０４ １００ ６３ ６５
草本花粉 ５３５ ５１１ ５３８ ４５１ ３８１ １０６ ２７３ ２３６ １２２ １１０
不明花粉 ７ １９ １０ ７ １２ ９ ２８８ ４ ６ １
シダ類胞子 ２２４ ６０９ ４４２ ６８２ ５３７ ６１８ ２５２ ８４４ １５１３ １５３２
総計（不明を除く） ８６１ １２２２ １０８０ １２３３ １０２０ ７６０ ６２９ １１８０ １６９８ １７０７
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表２ 産田地区の花粉分析結果

種 類
試料番号 １ ２ ３ ４－１ ４－２ ４－３ ５ ６ ７ ８

木本花粉
モミ属 － １ ３ － － － － － － －
ツガ属 １ － － － － ２ ３ － － －
マツ属 ５３ ２８ ７ － １ ３ １８ － － －
コウヤマキ属 － ２ ４ － － － － － － －
スギ属 １２０ １７４ ２４３ ４ １４ １２３ ７４ １ １ １
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 ４ ２１ ３ － － ６ － － － －
ヤナギ属 １ ４ ７ － － ３ － － － －
ヤマモモ属 １ １ － － － － － － － －
サワグルミ属 ２ １ １ － － － － － － －
クルミ属 － ２ ６ ２ １ ４ ４ － １ １
クマシデ属－アサダ属 ９ １９ ２３ １ ６ １１ ２４ － １ －
ハシバミ属 － １ １ － － － － － － －
カバノキ属 １ ５ － － － １ － － － －
ハンノキ属 １６ １５ ８ － ２ ６ １１ － － １
ブナ属 ７ ２６ ２３ － ２ ４ １９ － － １
コナラ属コナラ亜属 １７ ３１ ５０ ４ ４ ２０ １４ － １ －
コナラ属アカガシ亜属 ４ １０ １２ － － ７ ８ － － －
クリ属 ６ ８ ８ － ３ １９ ９ － － －
シイノキ属 － ３ ８ － － ２ １ １ － －
ニレ属－ケヤキ属 ３ １１ １２ ２ １ １０ １１ ６ － １
エノキ属－ムクノキ属 － ４ １ － － １ １ － － －
カエデ属 － １ １ － － １ － － － －
トチノキ属 － ２ ３ － １ ４ ３ １ － －
ブドウ属 － － １ － － － １ － － －
マタタビ属 － － １ － － － － － － －
ウコギ科 － － － － １ １ － １ － －
ミズキ属 １ － － － － － － － － －
イボタノキ属 － － １ － － － － － － －
トネリコ属 － １ ２ － － １ － － － －
ニワトコ属 － １ － － － － － － － －
ガマズミ属 － １ － － － － － － － －

草本花粉
ガマ属 － － １ － － － － － － －
ヒルムシロ属 － － １ － － － － － － －
オモダカ属 １ １５ ２２ １ １ １０ １１ － － －
イネ科 ３７７ ７０２ ３１３ １９ ２９ ３５０ ３１７ １４ ３ １
カヤツリグサ科 ３２ １２３ ８１ ２１ １５ １３８ ９６ ４ － ３
ホシクサ属 － － － － － － １ － － －
イボクサ属 － － １ － － － － － － －
ミズアオイ属 － ８ ２ － － ２ １ － － －
クワ科 － － ３ － － － － － － －
サナエタデ節－ウナギツカミ節 １ ３ ７ － － １ ６ － － －
ソバ属 － ４ － － － － ２ － － －
アカザ科－ヒユ科 ４ ２ ２５ ２４ １６ ２７ １６ １ － －
ナデシコ科 ２ ２ ２ － － ５ ５ － － －
キンポウゲ科 － － １ － － － － － － －
アブラナ科 ９ １６ ６ － － ３ ３ － － －
バラ科 ２ － － － － － － － － －
マメ科 － － １ － － － － － － －
ミズユキノシタ属 － １ － － － － － － － －
アリノトウグサ属 － － － － １ － － － － －
セリ科 １ ７ ５ － － １ ２ － － －
シソ科 － － １ － － － － － － －
ヨモギ属 １９ ５７ ７６ ４ ６ ４１ ３７ ３ － ２
キク亜科 １ ２ １３ － ３ ２ ２ － － １
タンポポ亜科 １ ４ １ － － － ２ － － －
不明花粉 ３ ２８ １７ ６ ２ ２０ １５ ５ － １

シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属 １ － － － － － － － － －
他のシダ類胞子 １８ ２２ １９ － ３ １１ ５２ ２５ ５ ７

合 計
木本花粉 ２４６ ３７３ ４２９ １３ ３６ ２２９ ２０１ １０ ４ ５
草本花粉 ４５０ ９４６ ５６２ ６９ ７１ ５８０ ５０１ ２２ ３ ７
不明花粉 ３ ２８ １７ ６ ２ ２０ １５ ５ ０ １
シダ類胞子 １９ ２２ １９ ０ ３ １１ ５２ ２５ ５ ７
総計（不明を除く） ７１５ １３４１ １０１０ ８２ １１０ ８２０ ７５４ ５７ １２ １９
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ることから、稲作など土地開発に伴う草地の拡大に起因しているのではないかと考えられている

（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９１）。本遺跡でも縄文時代の花粉分析を継続実施しており、

別報にて報告する予定であるが（パリノ・サーヴェイ株式会社，未公表資料）、これと今回の結果

を比べてみても、草本花粉の割合が多い。このことから、古墳時代以降に起こった、土地開発に

ともなう草地の拡大は、本遺跡周辺でも起こっていたと考えられる。栽培植物であるイネ属の花

粉化石は、その形態の違いにより野生のイネ科花粉とは区別可能である（中村，１９７４）。しかし、

今回検出されたものは、保存状態が悪く、両者の区別をつけることはできなかった。また、ソバ

属の花粉化石が検出されることから、古墳時代以降に栽培・利用されていたことが考えられる。

２．産田地区

� 試料

試料は、産田地区で採取された試料１０点である。

試料採取地点の柱状図、採取層位、試料番号等につ

いて図３に示した。添付資料によれば、A層、B層

は現在の耕作土、Ⅰ層は暗褐色土、Ⅰ aは暗灰褐色

土（炭化物・土器含む）、Ⅱ層が黄白色砂質土、Ⅲ

層が暗灰色粘土、Ⅳ層は灰色粘土、Ⅴ層は黒灰色粘

土である。時代観は、Ⅰ層とⅠ a層は奈良時代、Ⅱ

層は古墳時代、Ⅲ層は弥生時代後期～古墳時代に相

当すると考えられている。分析試料は各層から１点

づつ採取し試料番号１～８としたが、１a層のみ場

所を変えて３箇所採取したため、４－１～４－３の

３点存在する。このため、柱状図には便宜上Ⅰ a層

に３点分併記してある。

� 分析方法

分析方法は、先に述べた板東地区と同様に実施した。

� 結果

結果を表２、図４に示す。Ⅲ層より下位とⅠ a層の一部では保存状態が悪く、花粉化石がほと

んど検出されない。検出された試料は、A層、B層、Ⅰ層、１a層の一部、Ⅱ層である。検出さ

れた地点の組成はいずれも類似する。木本花粉はスギ属の割合が高く、マツ属、ハンノキ属、コ

ナラ亜属、アカガシ亜属などを伴う。草本花粉はイネ科花粉の割合が非常に高く、カヤツリグサ

科やアブラナ科、ヨモギ属などが検出される。その他、少量ではあるが、ガマ属、ヒルムシロ属、

オモダカ属などの水生植物や栽培植物であるソバ属が検出される。

� 考察

検出された種類構成をみると、下部ではほとんど見られないのに対し、耕作土ではスギ属やイ
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ネ科を中心に多産している。スギ属とイネ科の多産は奈良時代や古墳時代の堆積層にまで及んで

いるが、この組成は板東地区の結果とは大きく異なっている。また、層相観察の結果をみると、

現在の耕作の影響がⅠ層にまで及んでいることが認められる。このような状況から考えると、Ⅰ

層、Ⅰ a層、Ⅱ層で検出された花粉化石は、現在の耕作土からの落ち込みである可能性が高いと

思われる。Ⅰ a層の結果をみると、３試料中２試料では花粉化石が検出されていない。おそらく、

Ⅰ a層は本来花粉化石が検出されない層位であるが、上部からの攪乱の影響が及ぶ箇所のみ花粉

化石が検出されているものと思われる。奈良時代以前の堆積物は、花粉化石がほとんど含まれて

いないことから、攪乱によってわずかでも上位層の花粉化石が混入すれば、その影響を直接受け

てしまい、耕作土と同じ組成になってしまうと考えられる。

このように、奈良時代以前の堆積物からは、花粉化石がほとんど検出されなかった。その理由

としては、板東地区に比べて氾濫の影響を受けにくく、好気的状況になる期間が長かったなどの

理由が考えられる。また立地からみても板東地区より山地側で標高も高いことから、水の影響を

受けにくかったことが示唆される。

現在の後背山地はスギの植林が広く行われており、低地では水田が営まれている。スギ属とイ

ネ科が多産する耕作土の花粉化石群集はこの状況を反映しているものと思われる。

３．中出地区

� 試料は、試料番号１（上）と試料番号２（下）の

２点である。いずれも腐植が集積したシルト層であ

り、縄文時代の遺物包含層に相当する。

� 分析方法

分析方法は、先に述べた板東地区と同様に実施し

た。

� 結果

結果を表３に示す。花粉化石は２試料ともに保存が

悪く、ほとんど検出されない。わずかにコナラ亜属、

イネ科、ヨモギ属などが検出される程度である。

� 考察

分析の結果、花粉化石はほとんど検出されなかった。これは、好気的状況下による分解等が主

な理由として考えられる。縄文時代の花粉分析は、周辺遺跡では大門町の小泉遺跡（安田，１９８２a；

１９８２b)や先述した布目沢遺跡などで行われているが、現在舟岡地区の試料で縄文時代の古植生に

関する解析を進めていることから、これも含めた形で今後検討していきたいと考えている。

４．まとめ

今回板東、産田、中出の各地区の分析結果をまとめて報告した。また以前に雀谷地区の分析結

果について報告を行っている。これらの成果をまとめたのが表４である。縄文時代以前をはじめ

表３ 中出地区の花粉分析結果

種 類 試料番号
１ ２

木本花粉
ハンノキ属 １ －
ブナ属 ２ －
コナラ属コナラ亜属 ８ －
コナラ属アカガシ亜属 １ －
シイノキ属 － １
ニレ属－ケヤキ属 ２ －
トチノキ属 １ －

草本花粉
イネ科 １９ ４
クワ科 １ －
アカザ科 １ １
カラマツソウ属 － １
ヨモギ属 ４８ －
キク亜科 ２ －
タンポポ亜科 １ －

シダ類胞子 １ －
合 計 ８８ ７
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とする空白部分はまだ多いが、これらの部分は、今後の分析調査で補っていきたいと考えてい

る。

丘陵地の森林植生は、雀谷地区の結果に反映されており、弥生時代以降、スギ、ナラ類、カシ

類、クリ、トチノキ、カエデ類などの豊富な樹種構成から成る森林が成立していたものと思われ

る。このような傾向は、縄文時代を中心に分析した大門町の小泉遺跡（安田，１９８２a；１９８２b)や

布目沢東遺跡・布目沢北遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９１）においても共通してみられ

ることから、縄文時代以前もこのような景観であったと思われる。種類数が多く豊富な樹種構成

からなる森林構成は、砺波平野における特徴の一つでもある。富山県は海から山地までの距離が

短く、勾配が急なため、狭い範囲の中に多くの植生をみることができる。このため、低地では様々

な植生帯を反映した植物化石が流入し、種類数が豊富な植物化石群集となると考えられる。

開発が進むと、マツの二次林やスギの植林などが後背山地を中心に増加してきたことが伺われ

る。石川県鹿島町の石動山大宮坊で行われた寄生虫卵分析結果では、周辺植生に由来するとみら

れるスギ属花粉が多量に検出されている（金原ほか，１９９５）。また、羽咋市の吉崎・次場遺跡で

は、最上部でマツ属が卓越する層位がみられる（パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９４）。このこ

とから、中近世の宝達丘陵では、スギの植林やマツ二次林が分布を拡大していったことが推測さ

れる。ただし、桜町遺跡では、中・近世の結果が詳細に得られていないので、その開始時期を推

定することは難しく、今後の課題である。

一方低地をみると、弥生時代以前にはハンノキ属やニレ属－ケヤキ属などからなる河畔林や湿

地林が存在していたこと推測される。これは先に述べた各遺跡でも、同様な傾向として認められ

る。その後、古墳時代頃から草本花粉の割合が増加し、栽培植物のイネ属やソバ属の花粉化石が

表４ 桜町遺跡の古環境変遷

時代 地区別の状況 総括
板東 産田 中出 雀谷 低地 丘陵

近・現代 丘陵地のスギ植林
と、低地の水田化

水
田
開
発
に
よ
る
草
地
の

拡
大

ス
ギ
植
林
・
マ

ツ
二
次
林

近世

中世

古代
ハンノキ属、コナラ亜属、
スギ属、ニレ属－ケヤキ
属、トネリコ属などほ河畔
林や湿地林が分布 水田開
発に伴う草地の拡大と森林
の減少 ソバの栽培 花粉化石が検出され

ない（好気的環境？）

ナ
ラ
類
・
カ
シ
類
・
ク
リ
・
ト
チ
ノ
キ
、
カ
エ
デ

属
な
ど
の
豊
富
な
樹
種
構
成
か
ら
な
る
森
林

古墳

花粉化石が検出されない
（好気的環境？）

湿
地
林
や
河
畔
林
な
ど
が

低
地
に
成
立低地はハンノキ湿地林

や水生植物からなる草
地など、丘陵上は、ナ
ラ類、カシ類、クリ、
スギなどが生育

弥生

花粉化石が検出され
ない（好気的環境？）縄文
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検出されはじめることから、耕地の拡大に伴う森林の減少と草地の拡大が考えられる。弥生時代

頃に相当する雀谷地区の花粉分析結果では、人為的な植生干渉を示唆するような傾向は認められ

ていないが、今後舟岡地区の結果と併せて解析することにより、周辺植生と人との関わりの変遷

が明らかにできるものと期待している。
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編者注 地層の名称及び時代について

本付載の地層の時代観は、調査時点での理解であり、第Ⅲ章から第Ⅴ章の説明とは異なる。地層の対比と時代

観については、次表のように考えている。

地層対比表

板東地区 産田地区 基本土層 時代

１層耕土

２層黄褐色土
３層褐色粘質土
４層茶褐色粘質土
５層灰青色粘質土
６層暗青灰色粘質土
７層青灰色粘質土

８層白色粘質土

A層現耕土
B層旧耕土
Ⅰ 層暗褐色土
Ⅰ a 層暗灰色粘土

Ⅱ層黄白色砂質土
Ⅲ層暗灰色粘土
Ⅳ層灰色粘土
Ⅴ層黒灰色粘土

A層現耕土
B層旧耕土
Ⅰ 層暗褐色土
Ⅰ a 層暗灰色粘土

Ⅱ層黄白色砂質土
Ⅲ層暗灰色粘土
Ⅳ層灰色粘土
Ⅴ層黒灰色粘土

中世・近世
平安中期以降
奈良・平安
飛鳥
弥生・古墳
縄文
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図版１ 板東地区の花粉化石
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３．サナエタデ節－ウナギツカミ節（B地点；２） ４．ソバ属（A地点；２）
５．ヨモギ属（B地点；４） ６．コナラ属コナラ亜属（A地点；４）
７．シダ類胞子（A地点；４） ８．スギ属（B地点；２）
９．ハンノキ属（A地点；２） １０．ナデシコ科（A地点；５）
１１．イネ科（B地点；２）
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図版２ 産田地区の花粉化石
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９．スギ属（試料番号３） １０．ブナ属（試料番号５）
１１．イネ科（試料番号１） １２．カヤツリグサ科（試料番号３）

― 42 ―



表４－１ １９８４年度掘立柱建物一覧表�
遺構名 棟・柵

の方向
方位 柱間数

桁×梁
規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB０１ 南北 N－２２°－E ３×２ ６×４．２
２５．２

２ ２ ２．２ 柱根１本が残る、割材柱

SB０２ 南北 N－１７°－E ３×２ ７．２×４．８
３４．５

２．４５ ２．３ ２．４ 柱根６本が残る、割材柱

SB０３ 東西 N－８３°－E ３×２ ５．３×３．６
１９

１．３ １．６ １．９
２．１

１．７ １．９ 柱根なし

SB０４ 南北 N－３４°－W ２×２ ３．８×３．２
１２．１

１．９ １．６ １．８ 総柱、柱根なし
掘方が大きい

SB０５ 東西 N－７５°－E ５×３ ８．５×５．４
４５．９

１．１ １．４ １．５
１．７ １．９ ２．１

１．６ １．７
１．８ １．９

柱根１５本が残る、割材柱

SB０６ 東西 N－８９°－W ４×３
南桁５間

７×４．７
３２．９

１ １．３１．４１．５
１．７ １．８ ２

１．５ １．６
１．７

柱根６本が残る、割材柱

SB０７ 東西 N－７８．５°－E 不明 不明 １．２ １．５ １．６ １．３ １．６ 柱根４本が残る、割材柱

SB０８ 東西 N－５８°－E ４×５ ７．３×５．４
３９．４

１．７ １．８ １．９ １．６ １．８
１．９ ２

柱根１４本すべてが残る
割材柱

SB０９ 東西 N－８０°－E ４×３ ５×４．１
２０．５

１．０ １．１ １．２
１．３ １．４ １．５

１．１ １．２
１．３ １．４
１．５

柱根７本が残る

SB１０ 南北 N－２０°－W ４×２ ５．８×４．４
２５．５

１．６ １．７ １．８
２．４

２．２ 柱根１０本すべてが残る
割材柱

SB１１ 東西 N－８１°－E ４×３ ７×５
３５

１．５ １．６ １．７
１．８ １．９ ２

１．５ １．６
１．７ １．９ ２

柱根なし

SB１２ 東西か N－７８°－E 不明 不明 １．６ １．７ １．９ １．６ 柱根５本すべてが残る、
割材柱

SB１３ 東西 N－７４°－E ４×３ ６．８×４．９
３３．３

１．５ １．６ １．９ １．５ １．６
１．７

柱根８本が残る、割材柱

SB１４ 東西 N－７４°－E ４×３ ７．９×５．６
４４．２

１．８ １．９ ２ １．７ １．９
２

柱根１４本すべてが残る
割材柱
柱が南に傾いている

SB１５ 東西か N－６０°－E 不明 不明 １．３ １．５ １．８ １．３ １．４
１．７

柱根２本が残る、割材柱

SB１６ 東西か N－５４°－E 不明×４ 不明×５ １．７ １．６ １．８ 柱根５本が残る、割材柱
SB１７ 東西 N－４７°－W ３×２ ４．２×３．３

１３．８
０．８ ０．９ １．５
１．７ １．８

１．６ １．７ 柱根なし

SB１８ 南北 N－３０°－W ３×２ ４．４×４．１
１８

１．３ １．４ １．５
１．６ １．７

１．８ １．９
２ ２．１
２．２

総柱、柱根８本が残る
割材柱

SB１９ 南北 N－３０．５°－W ２×２ ４．４×４
１７．６

１．９ ２．１ ２．２
２．３

１．９ ２ 総柱、柱根６本が残る
割材柱

SB２０ 南北か N－２４°－W 不明×２ 不明×３．４ ２．３ １．６ １．８ 柱根なし
SB２１ 南北か N－２５．５°－W 不明×２ 不明×３．９ １．８ ２．３ １．８ ２．１ 柱根なし

SB２２ 東西 N－７０°－E ２×２ ３．２×２．９
９．２

１．５ １．７ １．８ １．３ １．４
１．５

柱根なし

SB２３ 南北 N－２１．５°－W ３×２ ３．２×３．３
１０．５

０．９ １ １．３
１．６

１．５ １．７
１．８

総柱、柱根２本が残る
割材柱と芯持ち柱

SB２４ 東西 N－５７°－W ３×２ ５．４×４
２１

１．５ １．８ １．９
２

１．８ ２
２．２

柱根５本が残る、割材柱

SB２５ 南北 N－２４°－E ２×２ ４×３．８
１５．２

２ １．９ 総柱、柱根３本が残る
割材柱

SB２６ 東西 N－５０°－W ３×２ ４．７×４
１８．８

１．５ １．６ １．７ １．８ ２ 柱根９本すべてが残る
割材柱と芯持ち柱がある
柱が西に傾いている

SB２７ 東西 N－８２°－E ４×３ ７．６×５．５
４１．８

１．８ ２ １．７ １．９ 柱根１本が残る

SB２８ 南北 N－４０°－E ４×３ ６．４×４．４
２８．１

１．１ １．４ １．５
１．７

１．２ １．４
１．５ １．８

柱根５本が残る、割材柱
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表４－２ １９８４年度掘立柱建物一覧表�

方位は北に対する主軸方向の角度を示した。

表５－１ １９８５年度掘立柱建物一覧表�

遺構名 棟・柵
の方向

方位 柱間数
桁×梁

規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB２９ 南北 N－５１°－E ４×３ ６．３×４．３
２７

１．１ １．５ １．６
１．７ １．８

２ ２．１
２．２

柱根なし

SB３０ 東西 N－５２°－W ２×２ ４×３．４
１３．６

１．８ ２ ２．１ １．６ １．７ 柱根３本が残る

SB３１ 南北 N－２０°－W ２×２ ４×３．６
１４．４

１．９ ２．１ １．７ １．９ 総柱、柱根なし

SB３２ 南北 N－２４°－E ３×２ ５．３×４．２
２２．２

１．５ １．７ １．９
２．１

２ ２．１ 柱根５本が残る
柱は芯持ち柱

SB３３ 南北 N－３３．５°－W ２×２ ３．６×３．６
１２．９

１．７ １．８ １．９ １．７ １．８
１．９

総柱、柱根１本が残る

SB３４ 東西か N－５１°－W 不明 不明 １．６ １．８ ２．３ ２．４ 柱根３本が残る、割材柱

SB３５ 南北 N－３６°－E ３×２ ５．４×３．８
２０．５

１．４ １．５ １．６
１．８ ２．３ ２．４

１．９ ２ 柱根２本が残る、割材柱

SB３６ 南北 N－２３°－E ３×２ ５．７×４．４
２５

１．７ １．８ ２．２
２．３

１．９ ２
２．２

柱根なし

SB３７ 南北 N－５６°－E ３×２ ５．１×４
２０．４

１．４ １．５ ２．２ １．８ ２
２．１

柱根なし

SB３８ 南北 N－５°－W ４×２ ４．８×４．５
２１．６

０．８ １ １．２
１．３ １．４

２ ２．３
２．４

柱根１本が残る

SB３９ 東西か N－５９°－W 不明 不明 １．９ ２ 柱根１本が残る

SB４０ 東西 N－４５°－W ２×１ ３．３×２．６
８．５

１．４ ２．２ ２．４ ２．６ 柱根なし

SB４１ 東西 N－７５°－E ２×１ ５．８×１．８
１０．４

２．６ ２．８ ３ １．８ 柱根１本が残る

遺構名 棟・柵
の方向

方位 柱間数
桁×梁

規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB０１ 東西 N－４７．５°－W ４×１ ５．７×４
２２．８

１．３ １．４ １．５ ４ 柱根６本が残る、割材柱
平安

SB０２ 南北 N－３０°－W ４×２ ５．８×４．１
２３．７

１．３ １．４ １．５ １．３ １．４ 柱根７本が残る、割材柱

SB０３ 南北 N－１３°－E ２×２ ３．４×３．３
１１．２

１．７ １．６ １．７ 柱根２本が残る、割材柱

SB０４ 南北 N－１７．５°－E ２×２ ３．６×３．６
１２．９

１．８ １．７ １．９ 総柱、礎板４枚が残る、
割板

SB０５ 南北 N－４°－E ３×２ ５．６×４．２
２３．５

１．８ ２ ２．１ 柱根なし

SB０６ 南北 N－１１．５°－E 不明×２ 不明×４．１ ２ １．４ １．７ 柱根３本が残る、割材柱

SB０７ 南北 N－０° ３×２ ６．６×５
３３

２．２ １．７ ２．５
３．３

柱根２本が残る、割材柱

SB０８ 南北 N－３°－E ３×２ ７×５
３５

２．２ ２．３ ２．４ ２．５ 柱根なし

SB０９ 南北 N－１２．５°－E ３×２ ６．５×５．１
３３．１

２ ２．１ ２．２
２．３

１．９ ２．４
２．７ ３．２

柱根１本が残る

SB１０ 南北 N－６°－E ２×２ ３×２．４
７．２

１．４ １．６ １．１ １．３ 総柱、柱根なし

SB１１ 南北 N－８°－W ２×２ ３．４×３．２
１０．８

１．７ １．８ １．５ １．７ 柱根７本が残る、割材柱

SB１２ 南北 N－１４°－E 不明×２ 不明×３．４ ２．１ ２．２ １．６ １．８ 柱根なし
SB１３ 南北 N－７°－E 不明×２ 不明×４．８ ２．１ ２．４ 柱根なし、周溝巡る

SB１４ 南北 N－１３．５°－E ３×２ ７．２×４．６
３３．１

２．２ ２．３ ２．４
２．６

２．２ ２．３
２．４

礎板５枚が残る、割板
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表５－２ １９８５年度掘立柱建物一覧表�

表６ １９８６年度掘立柱建物一覧表

表７－１ １９８７年度掘立柱建物一覧表�

遺構名 棟・柵
の方向

方位 柱間数
桁×梁

規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB１５ 東西か N－８１°－W ３×不明 ４．７×不明 １．５ １．６ １．７ 柱根６本すべてが残る、
割材柱

SB１６ 南北 N－１０°－E ３×２ ４．６×３．９
１７．９

１．２ １．３ １．６
１．７

１．７ ２．２ 柱根２本が残る、割材柱

SB１７ 南北 N－１４°－E ３×２ ７×５
３５

２．２ ２．３ ２．４
２．５

２．３ ２．４
２．５ ２．７

柱根１本が残る

SB１８ 南北 N－１９．５°－E ３×２ ４．５×３．７
１６．６

１．４ １．７ １．８ １．９ 柱根なし

SB１９ 東西か N－８１°－W ２×２か ３×２．４か
７．２か

１．５ １ １．２ 総柱か

SB２０ 南北 N－２°－E 不明×２ 不明×４．２ １．３ １．４ １．５ ２．１ 柱根なし
SB２１ 南北 N－１３．５°－E 不明×２ 不明×４．９ ２．４ ２．５ ２．１ 柱根なし

SB２２ 南北 N－１５°－E ２×２ ３×３．８
１１．４

１．９ １．５ 柱根３本が残る、割材柱

SB２３ 東西 N－３３°－W ２×１ ４．３×３．３
１４．１

１．２ １．３ １．４
１．６ １．７

３．３ 柱根なし

SB２４ 東西 N－７８．５°－E ３×２ ５．５×４．４
２４．２

１．４ １．５ ２．６ １．９ ２．２
２．３

柱根６本が残る、割材柱

SB２５ 南北 N－８°－E ３×２ ５．９×４．６
２７．１

１．８ １．９ ２
２．１

２．２ ２．４ 柱根１本が残る、割材柱

SB２６ 南北 N－３°－W ４×３か ８．３×５．１
４２．３

１．９ ２ ２．１ １．４ １．８ 柱根２本が残る、割材柱

SB２７ 東西 N－８６．５°－W ３×２ ４．６×３．１
１４．２

１．２ １．４ １．６
１．８

１．４ １．７ 柱根なし

SB２８ 南北 N－１６°－W 不明×２ 不明×３．６ １．９ １．７ １．９ 柱根なし
SA０１ 東西 N－８８°－E ２ ３．８５ １．８５ ２ 柱根１本が残る
SA０２ 南北 N－１．５°－W ４以上か ８．３以上か １．９ ２ ２．２
SA０３ 南北 N－３１°－E ２以上か ４．３以上か ２ ２．３
SA０４ 東西 N－９０°－E ２ ３．１ １．５ １．６ 柱根２本が残る
SA０５ 東西 N－８０°－W ３ ５．４ １．４ ２

遺構名 棟・柵
の方向

方位 柱間数
桁×梁

規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB０１ 南北 N－４２°－E ２×２ ８．４×５．６
４７

４ ４．２ ２．６ ２．８ 総柱、柱根９本が残る
芯持柱

SB０２ 南北 N－３８°－E ３×２ ６．７×４．７
３１．４

２ ２．３ ２．４
２．５

２．３ ２．４ 柱根なし

SB０３ 東西 N－５４°－W １×１ ３．４×２．６
８．８

３．４ ２．６ 柱根なし

SB０５ 東西 N－５２．５°－E １×１か ３．８×２．２か
８．３か

３．８ ２．２か 柱根３本すべてが残る

遺構名 棟・柵
の方向

方位 柱間数
桁×梁

規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB０１ 東西 N－６６°－E ２×２ ４．７×３．４
１５．９

２．３５ １．６ １．８ 総柱、柱根３本が残る

SB０２ 南北 N－２５．５°－W 不明×２ 不明×４．２ ２．１ ２．２ ２．１ 柱根なし
SB０３ 南北 N－１２°－E 不明×２ 不明×３．４ １．７ １．８ １．６ １．８ 柱根なし
SB０４ 南北 N－１２°－W 不明×２ 不明×４ １．７ １．８ １．９

２
１．８ ２．２ 柱根なし
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表７－２ １９８７年度掘立柱建物一覧表�

表８ １９８６年度調査区遺物取り上げ区割

表９ １９８７年度調査区遺物取り上げ区割

遺構名 棟・柵
の方向

方位 柱間数
桁×梁

規模m桁×梁
床面積㎡

柱 間 m 柱根
桁 行 梁 行

SB０５ 南北 N－２６．５°－W ３×２ ６．７×５
３３．５

２．３ ２．４ ２．６
２．７

２．２ ２．３ 柱根なし

SB０６ 南北 N－２５．５°－W ３×２ ６．３×４．８
３０．２

２ ２．１ ２．３ ２．３ ２．４
２．５

柱根６本が残る、割材柱

SB０７ 南北 N－３４°－W ３×２ ７．１×４．３
３０．５

１．５ １．６ １．８
１．７ １．９ ２

２．１ ２．２ 柱根なし

SB０８ 南北 N－２７°－W ３×２ ６．８×５．２
３５．３

１．８ １．９ ２
３．１ ３．２

２．５ ２．７ 柱根７本が残る、割材柱

SB０９ 東西 N－１０°－E ２×２ ３×３．１
９．３

１．３ １．５ １．７ １．４ １．７ 柱根なし

SB１０ 南北 N－３３．５°－W ４×２ ９×４．８
４３．２

１．８ ２．２ ２．４
２．６

２．４ ２．７ 柱根なし

SB１１ 南北 N－１３°－W ３×２ ７．２×５．６
４０．３

２．１ ２．３ ２．５
２．６

２．８ 柱根なし

SB１２ 南北 N－６．５°－W ３×２ ６．７×５．３
３５．５

２．９ ３ ３．７
３．８

２．６ ２．７ 柱根２本が残る、東側柱
列上に細い柱２本残る

SB１３ １９８５年度 SB２６と同一建物

SB１４ 南北 N－５２°－W ３×２ ３．６×３．４
１２．２

１．１ １．２ １．３ １．６ １．８ 柱根なし

SB１５ 南北か N－３３°－W 不明×２ 不明×４ ３．７ ２ 柱根１本が残る

X５７．６～
５８

X５８．１～
５８．５

X５８．６～
５９

X５９．１～
５９．４

X５９．５～
６０

X６０．１～
６０．５

X６０．６～
６１

Y８６．５～８７ A－１ B－１ C－１ D－１ E－１ F－１ G－１

Y８６～８６．５ A－２ B－２ C－２ D－２ E－２ F－２ G－２

Y８５．５～８６ A－３ B－３ C－３ D－３ E－３ F－３ G－３

Y８５～８５．５ A－４ B－４ C－４ D－４ E－４ F－４ G－４

Y８４．５～８５ A－５ B－５ C－５ D－５ E－５ F－５ G－５

X５４．４～５５ X５５．１～５５．５ X５５．６～５６ X５６．１～５６．４ X５６．５～５７ X５７．１～５７．５

Y８７．１～８７．５ G－２ G－１ G－１

Y８６．６～８７ D－５ D－３ D－１ E－３ E－１ F

Y８６．１～８６．５ D－４ D－２ E－４ E－２ F

Y８５．６～８６ A A B－３ B－１ C－１

Y８５．１～８５．５ A A B－４ B－２ C－２

Y８４．８～８５ B－４ B－２ C－３
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表１０－１ １９８４年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１ 弥生土器 甕 X７３．８Y８２．２Ⅲ層 口径２４㎝

器高約３３．５㎝

口唇部刻み、胴部内外ハ

ケメ

弥生中期後

葉

２ 須恵器 小型壺 SB０３－８ 口径８．５㎝ 口縁部やや内傾 飛鳥前期

３ 〃 杯 SB０８－１、SK０９ 口径１１㎝、器高３．５㎝ 蓋受け立ち上がりが低い

黒い砂粒

〃

４ 〃 高杯 SB１１ 口径１３．４㎝、器高１３㎝ 脚に２段の透かし 〃

５ 土師器 製塩土器 SB１８ 棒状尖底型 飛鳥

６ 須恵器 杯蓋 SB２６ 口径１１㎝、器高４㎝ 口縁部に沈線 〃

７ 土師器 小型甕 SK０２ 口径１１㎝、器高１６㎝ 底部が平底傾向 飛鳥中期か

８ 須恵器 高杯か SK０４ 口径１０㎝ 杯部が浅い 飛鳥前期か

９ 〃 堤瓶 〃 口径１０．５㎝ 頸部に沈線が巡る 〃

１０ 〃 〃 〃 口径８．５㎝ 胴部に環状把手が付く 〃

１１ 土師器 甕 SK０６ 口径２５㎝ 口縁部が外反

胴部の膨らみが小さい

飛鳥後期

１２ 〃 小型甕 〃 口径１３．６㎝ 口縁部が内傾ぎみに立つ 〃

１３ 〃 小型壺 〃 口径７．５㎝、器高６㎝ 口縁部短く反る 〃

１４ 〃 台部 〃 台径１１．５㎝ 台端部面取り 〃

１５ 〃 製塩土器 〃 口径１２㎝ 棒状尖底型 〃

１６ 〃 把手付甕 〃 口径２８㎝、器高２５㎝ 底部が平底傾向 〃

１７ 土製品 土錘 〃 長さ６㎝、径４㎝ 棒状 〃

１８ 土師器 甕 SK０８ 口径１９㎝ 口縁部がくの字に開く

胴部の膨らみが小さい

〃

１９ 〃 〃 〃 口径１６．２㎝ 口縁部が立ちぎみに開く

胴部の膨らみが大きい

飛鳥前期

２０ 〃 〃 SK１０ 口径１８㎝ 胴部の膨らみが大きい

内面ヘラミガキ

〃

２１ 須恵器 杯蓋 不明 口径１４㎝、器高４㎝ 口径が大きい 〃

２２ 〃 〃 X７２．１Y８３．２Ⅱ層

X７２．５Y８３．２Ⅲ層

口径１１．５㎝、器高３．６㎝ 口径が小さい 〃

２３ 〃 〃 X７０．７Y８３．２Ⅰ層

X７２Y８３．６Ⅱ層

口径１２．５㎝、器高３．４㎝ 口径が小さい

黒い砂粒

〃

２４ 〃 杯 X７３．４Y８３．１Ⅱ層

X７２．９Y８２．８Ⅲ層

口径１０㎝、器高３．４㎝ 立ち上がりが低い 〃

２５ 〃 〃 X６８．２Y８４．６Ⅱ層 口径１０㎝、器高２．４㎝ 皿状 〃

２６ 〃 杯蓋 X７０．５Y８３．３Ⅰ層

X７０．２Y８３．３Ⅲ層

口径９．４㎝、器高３．４㎝ 内面にかえり

宝珠つまみ

飛鳥中期

２７ 〃 〃 X７０．１Y８３．２Ⅰ層

X７０．７Y８２．５Ⅲ層

口径１０．６㎝、器高３．４㎝ 〃 〃

２８ 〃 〃 X７１．１Y８３．４Ⅱ層 口径１０．６㎝、器高３㎝ 〃 〃

２９ 〃 〃 試掘H－９ 口径１１㎝ 〃 〃

３０ 〃 〃 X７５Y８１．９Ⅱ層 口径１３㎝ 内面に小さいかえり 飛鳥後期

３１ 〃 杯 不明 口径７．８㎝、器高３．４㎝ 口径が小さい 飛鳥中期

３２ 〃 〃 X７０．２Y８３．４Ⅲ層 口径８．５㎝、器高３．８㎝ 口径が小さい 〃

３３ 〃 〃 X７０．２Y８３．３Ⅲ層 口径１０㎝、器高４．５㎝ 口縁部に段ある

白い砂粒

〃

３４ 〃 高杯 X７０．５Y８３．８Ⅲ層 口径１０㎝、器高約６．７㎝ 杯部椀状 〃
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表１０－２ １９８４年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３５ 須恵器 台付鉢 不明 口径１２．６㎝、

器高約１０．８㎝

鉢部がコップ状 飛鳥中期

３６ 〃 〃 X７０．７Y８３．１Ⅲ層

X７１．４Y８２．８

口径１２㎝

器高約１３．４㎝

鉢部がコップ状

脚に１段透かし

〃

３７ 〃 高杯 X７２．４Y８３．１Ⅱ層 口径１０㎝ 杯部に２条の沈線が巡る 〃

３８ 〃 〃 X６８．９Y８５Ⅲ層 台部径７．５㎝ 脚端部に稜 〃

３９ 〃 〃 X７３．８Y８２．７Ⅲ層 台部径９．４㎝ 脚に２段透かし 飛鳥前期

４０ 〃 � X７３Y８２．８Ⅲ層 胴部径１１㎝ 頸部が細い、胴部に穴 〃

４１ 〃 平瓶 X７０．６Y８３Ⅲ層１

X７０．９Y８３．１他

口径９．６㎝ 頸部に２条の沈線が巡る 〃

４２ 〃 壺 X７０．１Y８３．３ 口径９．５㎝ 口縁部内湾ぎみ 〃

４３ 〃 壺 不明 ヘラ書き土器「斎□」 〃

４４ 〃 甕 X７０．４Y８４．１

X７２．５Y８３．７他

口径２３．６㎝ 口縁部肥厚 〃

４５ 〃 甕 X７１．２Y８３．６Ⅰ・Ⅲ層 口径３０㎝ 口縁部肥厚、口頸部内面

にヘラ書き「×」

〃

４６ 〃 〃 X６９．５Y８４．５Ⅲ層 口縁部肥厚 〃

４７ 土師器 〃 X７３．２Y８３ 口径２４㎝ 口縁部外反、胴部張る 〃

４８ 〃 〃 X７３．２Y８２．５ 口径１９㎝、器高約２３㎝ 〃 長胴化 飛鳥後期

４９ 〃 〃 X６８．７Y８４．２Ⅲ層 口径２６．６㎝ 〃 〃 飛鳥中期

５０ 〃 〃 SK０６ 口径２１．４㎝ 〃 〃 〃

５１ 〃 〃 X６５．５Y８４．６ 口径１３．８㎝ 〃 〃

５２ 〃 製塩土器 X７３．５Y８３．２ 棒状尖底型 〃

５３ 〃 〃 X７３．２Y８３．１ 〃 〃

５４ 〃 〃 X７０．５Y８４．５ 〃 〃

５５ 土製品 支脚 X７３．３Y８３．７Ⅱ層 長さ９．６㎝、太さ３．８㎝ 棒状 〃

５６ 〃 土錘 X７３Y８２．３ 長さ４．４㎝、太さ３．８㎝ 紡錘形 奈良か

５７ 〃 〃 X７４．６Y８３ 長さ４㎝、太さ１．２㎝ 管形 〃

５８ 〃 〃 X７１．８Y８２．７ 長さ６㎝、太さ２．８㎝ 太い管形 〃

５９ 須恵器 大型甕 X７０．６Y８４．６Ⅲ層

X７０．６Y８４．５

口径２１㎝ 口縁部肥厚、頸部に櫛歯

波状文とヘラ書き「×」

飛鳥

６０ 〃 〃 X７１．５Y８３．５ 口径３３㎝、器高６７㎝ 口縁部肥厚、頸部に櫛歯

列点文

〃

６１ 〃 〃 X７０．３Y８３．４ 口径２６．５㎝ 口縁部肥厚 〃

６２ 〃 〃 X７１．２Y８３．６Ⅲ層 口径２３㎝ 口縁部肥厚、頸部内面に

ヘラ書き「×」

〃

６３ 〃 〃 X７３．４Y８３．１Ⅲ層 口径２１㎝ 口頸部立つ、胴部に環状

把手

〃

６４ 〃 杯蓋 X７０．５Y８３．１Ⅲ層

X７０．２Y８３．３Ⅲ層

口径１５．３㎝、器高３．６㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

６５ 〃 〃 X７０．８Y８３．９Ⅲ層

X７１．９Y８３．６Ⅲ層

口径１８．６㎝、器高３．２㎝ 口縁端部三角 〃

６６ 〃 〃 X７５．６Y８２．５Ⅰ・Ⅱ層 口径１７．４㎝ 〃 〃

６７ 〃 〃 X７０．２Y８４．２Ⅱ層

X７０．３Y８４．２

口径１５．４㎝、器高３㎝ 〃 〃

６８ 〃 〃 X７０．９Y８４．３

X７０．８Y８４．５他

口径１７．６㎝、器高３．７㎝ 口縁端部丸い 奈良中期
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表１０－３ １９８４年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

６９ 須恵器 杯蓋 X７４．８Y８３．１Ⅲ層 口径１２㎝、器高３．８㎝ 口縁端部立つ 奈良中期

７０ 〃 〃 不明 口径１１㎝、器高３㎝ 口縁端部小さい 平安初期

７１ 〃 〃 X６９．６Y８３．８Ⅰ・Ⅲ層 口径１５㎝ 口縁端部折れる 〃

７２ 〃 〃 X７１．１Y８４．１Ⅲ層

X７１．６Y８３

口径１２．２㎝ 〃 〃

７３ 〃 壺蓋か X６８．７Y８４Ⅰ層 口径１８㎝ 口縁端部長い 奈良前期

７４ 〃 高台杯 X６９．１Y８３．８Ⅰ層

X６９．５Y８３．１他

口径１７．５㎝、器高４．８㎝ 底部境丸く体部開く

高台高い

〃

７５ 〃 〃 X７０．３Y８３．９Ⅲ層

X７０．５Y８４．９Ⅲ層

口径１５．６㎝、器高４．５㎝ 底部境丸く体部開く

黒い砂粒

〃

７６ 〃 〃 X７２．１Y８３．８Ⅲ層

X７１．５Y８３．８Ⅰ・Ⅲ層

口径１７．４㎝、器高４㎝ 底部境丸く体部開く 〃

７７ 〃 杯 X７４．２Y８３．２Ⅲ層 口径１１㎝、器高３．６㎝ 底部境に稜、白い砂粒 奈良中期

７８ 〃 〃 X８２．６Y８３．２Ⅰ層

X７２．６Y８３．５Ⅲ層

口径１１．２㎝、器高３㎝ 〃 〃

７９ 〃 〃 X６８．４Y８３．４Ⅰ層 口径１３㎝、器高２．９㎝ 底部平坦、口縁開く 平安初期

８０ 〃 〃 X７４．７Y８２．３耕土～Ⅰ層 口径１３㎝、器高３㎝ 底部境に稜 奈良中期

８１ 〃 〃 不明 口径１２㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜、口縁開く 奈良後期

８２ 〃 壺蓋 X７０．２Y８３Ⅲ層 口径９．６㎝ 口縁端部鋭い 奈良前期

８３ 〃 無頸壺 X６８．１Y８４．１Ⅲ層 口径５．５㎝ 口唇面内傾 奈良

８４ 〃 鉢 X７２．８Y８２．８Ⅲ層 口径１３．４㎝、器高１３㎝ 口縁肥厚、体部２条沈線 奈良前期

８５ 〃 双耳瓶 X７３Y８３．７Ⅱ層 底径１１㎝ 胴部に環状把手 奈良後期

８６ 〃 台付長頸瓶 X６７．４Y８５．２耕土

X７０．５Y８３

口径８．４㎝、器高２２．２㎝ 体部肩張る、高台高い 奈良前期

８７ 珠洲 甕 X７１．５Y８３．２Ⅱ層 口縁部嘴頭、珠洲Ⅰ期 鎌倉前半

８８ 〃 〃 X６９．３Y８３．３Ⅰ層 口縁部方頭、珠洲Ⅳ期 南北朝

８９ 〃 〃 X７０．４Y８４．１Ⅰ・Ⅲ層 口縁部引出し、珠洲Ⅱ期 鎌倉前半

９０ 〃 〃 X７５．７Y８１．４Ⅰ・Ⅲ層 〃 〃 〃

９１ 〃 〃 不明 口縁部方頭、珠洲Ⅴ期 室町

９２ 〃 〃 X６９．９Y８３．８Ⅰ層 〃 〃 〃

９３ 〃 すり鉢 X７２Y８３．３Ⅲ層

X７２．２Y８３．５Ⅰ層

口縁部内端尖る、印花文

刻印、珠洲Ⅱ期

鎌倉前半

９４ 〃 〃 X７０．４Y８４．３Ⅲ層 口縁部内端尖る、卸し目

間隔あく、珠洲Ⅱ期

〃

９５ 〃 〃 不明 口唇部水平、珠洲Ⅲ期 鎌倉後半

９６ 〃 〃 X７０．５Y８３．１Ⅲ層 口唇部外傾、珠洲Ⅲ期 〃

９７ 〃 〃 X６８．７Y８４．４Ⅱ層 口唇部に櫛目波状文

珠洲Ⅴ期

室町

９８ 〃 〃 X７１．５Y８４Ⅰ・Ⅲ層 口縁部三角頭、断面に漆

付着、珠洲Ⅳ期

南北朝

９９ 〃 〃 X７４．８Y８２．６Ⅱ層 幅広口唇部に櫛目波状文

珠洲Ⅴ期

室町

１００ 〃 〃 X６９．１Y８４．２Ⅲ層 口唇部幅広内傾、珠洲Ⅴ

期

〃

１０１ 土師器 小皿 X７４．５Y８３耕土 口径９㎝、器高１．６㎝ 手づくね、口縁部立つ 南北朝

１０２ 〃 〃 X７４．５Y８３．５Ⅰ層 口径９．４㎝、器高１．６㎝ 〃 〃 〃
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表１０－４ １９８４年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１０３ 土師器 小皿 X６８．４Y８４．５ 口径８．８㎝、器高１．８㎝ 手づくね、口縁部外反し

底部との境に稜をなす

室町

１０４ 〃 〃 X７１．６Y８３．１Ⅰ層 口径１０．５㎝、器高１．９㎝ 手づくね、口縁部外反 〃

１０５ 瀬戸美濃 天目茶碗 X７５．８Y８２．７ 口径約１０．８㎝ 鉄釉 戦国

１０６ 〃 〃 X７３．９Y８３．２Ⅰ層 底径４．４㎝ 〃 〃

１０７ 〃 〃 X６０．９Y８４．２ 底径４㎝ 〃 〃

１０８ 〃 茶入れ X７２Y８４．５ 底径３．５㎝ 底部、灰釉 〃

１０９ 青磁 椀 X７０．１Y８３．３Ⅰ層 口径１６．８㎝ 体部外面に鎬蓮弁文 鎌倉

１１０ 〃 〃 X７３．２Y８２．７Ⅲ層 底径６．２㎝ 室町

１１１ 〃 〃 不明 底径８㎝ 〃

１１２ 白磁 皿 X６９．５Y８４．５表土・Ⅱ層 口縁部端反り 戦国

１１３ 〃 〃 X７２．５Y８３．４Ⅱ層 底径６．５㎝ 室町

１１４ 〃 〃 不明 底径４．４㎝ 裏面に墨書「 」 〃

１１５ 〃 〃 X７０．６Y８２．８Ⅱ層 底径７．２㎝ 〃

１１６ 瀬戸美濃 椀 X７０．１Y８４．１Ⅲ層 口径９．２㎝ 鉄釉 戦国

１１７ 唐津 〃 X７０．２Y８３．７Ⅰ層 口径１２．２㎝、器高６㎝ 灰釉（暗緑色） 江戸前期

１１８ 〃 〃 X６８．６Y８３．６Ⅰ層 底径４．４㎝ 〃 〃

１１９ 越中瀬戸 皿 X７４．４Y８３．１Ⅱ層 口径９．８㎝、器高２．４㎝ 灰釉 〃

１２０ 〃 〃 X７０Y８３．５ 口径１１㎝ 〃 〃

１２１ 唐津 〃 X７４Y８７Ⅱ層 底径４．６㎝ 〃 底部に墨書「□」 〃

１２２ 〃 〃 X６８．７Y８３．４Ⅰ層 底径４㎝ 〃 底部に釉薬で「 」 〃

１２３ 越中瀬戸 〃 X６９Y８８．３ 口径１０．８㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１２４ 〃 〃 X７０．１Y８３．７ 口径１０㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１２５ 唐津 〃 X７６．５Y８３Ⅰ層 底径４．４㎝ 〃 底部に釉薬で「 」 〃

１２６ 越中瀬戸 すり鉢 SD０１X７０．５Y８４溝 鉄釉 戦国

１２７ 土製品 土錘 X７４Y８３Ⅲ層 長さ４．２㎝、径３．５㎝ 紡錘形 奈良

１２８ 〃 〃 X７３．６Y８１．１ 長さ３．６㎝、径３．３㎝ 〃 〃

１２９ 〃 〃 不明 長さ３㎝、径２．９㎝ 〃 〃

１３０ 〃 〃 X７３Y８２Ⅱ層 長さ４．２㎝、径３．７㎝ 〃 〃

１３１ 〃 〃 Ⅲ層 長さ４㎝、径３．２㎝ 〃 〃

１３２ 〃 〃 X６８．１Y８４．３Ⅰ～Ⅱ層 長さ４．１㎝、径３㎝ 〃 〃

１３３ 〃 〃 X７３．９Y８２．３Ⅱ層 長さ３．２㎝、径３．８㎝ 〃 〃

１３４ 〃 〃 X７３．８Y８３Ⅱ層 長さ７．２㎝、径３．１㎝ 長い筒状 〃

１３５ 〃 〃 X７４．９Y８３．４Ⅱ層 径３．２㎝ 〃 〃

１３６ 〃 〃 X７０．２Y８４．２Ⅱ層 径３．５㎝ 〃 〃

１３７ 銅製品 耳環（銀環） X７２Y８３．１Ⅱ層 環径２．８５㎝、管径５㎜ 断面隅丸方形 飛鳥

１３８ 〃 〃 X７２．５Y８３．１Ⅳ層 環径２．７㎝、管径５．５㎜ 〃 〃

１３９ 木製品 柱 SB０５－６ 太さ１２．６㎝ 割材、クリ 〃

１４０ 〃 〃 SB０８－７ 太さ１４．２㎝ 〃 〃 〃

１４１ 〃 〃 SB０８－８ 太さ１７．４㎝ 〃 〃 〃

１４２ 〃 〃 SB１０－２ 太さ１２㎝ 〃 〃 奈良

１４３ 〃 〃 SB１４－３ 太さ１２．５㎝ 〃 〃 飛鳥

１４４ 〃 〃 SB１３－１ 太さ１５㎝ 〃 〃 〃

１４５ 〃 〃 SB０８－１２ 太さ１８．５㎝ 〃 〃 〃

１４６ 〃 〃 SB０８－１３ 太さ１７．３㎝ 〃 〃 〃

１４７ 〃 〃 SB１４－７ 太さ１４㎝ 〃 〃 〃

１４８ 〃 〃 SB１２－３ 太さ１１．２㎝ 〃 〃 〃
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表１０－５ １９８４年度遺物一覧表�

表１１－１ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１ 弥生土器 甕 SD０１H区 口径１５㎝、器高１７．５㎝ 有段口縁 弥生後期

２ 〃 〃 〃 口径１４㎝、器高１４．８㎝ 〃 〃

３ 〃 〃 〃M区 口径１２㎝、器高１３．８㎝ 〃 焼成後底部穿孔 〃

４ 〃 〃 〃 口径１７．８㎝ 〃 〃

５ 〃 〃 〃 口径１６㎝、器高約１９㎝ 〃 〃

６ 〃 〃 〃 口径１７．５㎝

器高２７．４㎝

〃 〃

７ 〃 〃 〃 口径１７．６㎝ 〃 〃

８ 〃 〃 〃 口径１４．８㎝ 有段口縁に擬凹線 〃

９ 〃 長頸壺 〃X６３．２Y８５．８ 口径１５㎝ 有段口縁 〃

１０ 〃 鉢 〃 口径２８㎝ 有段口縁（幅広）、内外

面に赤彩

弥生終末期

１１ 〃 小型鉢 〃H区 口径１０．６㎝、器高５．８㎝ 底部あげ底、茶色の砂粒 弥生後期

１２ 〃 器台 〃M区 口径２４㎝、器高１８．４㎝ 台部に円形スタンプ文 〃

番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１４９ 木製品 柱 SB２６－８ 太さ１２．４㎝ 芯持材、クリ 奈良

１５０ 須恵器 杯蓋 X６７．９Y８４．７ 口径１０．６㎝、器高３．５㎝ 口径小さい 飛鳥前期

１５１ 〃 杯 X７３．７Y８３．１ 口径１３㎝、器高４㎝ 立ち上がり小さい 〃

１５２ 〃 〃 X７０．８Y８３ 口径１３．８㎝、器高３．７㎝ 〃 〃

１５３ 〃 〃 X７１．７Y８３．５ 口径１２．９㎝、器高３．５㎝ 〃 〃

１５４ 〃 甕 X７０．７Y８４．５ 胴径６０㎝ 胴部肩やや張る 〃

１５５ 〃 杯 不明 口径１２㎝、器高３㎝ 底部に丸み 奈良中期

１５６ 〃 羽口 X７３．６Y８３．１Ⅱ層 溶解発泡している 古代

１５７ 〃 〃 X７３．２Y８３．１Ⅱ層 〃 〃

１５８ 石製品 砥石 X６８．３Y８４．５Ⅲ層 厚さ３．７㎝ 断面四角形、凝灰岩 古代か

１５９ 欠 番

１６０ 珠洲 壺 X７５Y８３耕土 彩杉状叩き目、珠洲Ⅲ期 鎌倉後期

１６１ 〃 〃 X７６Y８２．９Ⅰ・Ⅱ層 〃 〃

１６２ 珠洲か 〃 X６８Y８４．４表土・Ⅰ層 外面黒色、生焼け品か 南北朝か

１６３ 青磁 椀 不明 口縁部外反 室町

１６４ 〃 〃 表採 〃 〃

１６５ 〃 〃 X７２Y８２．６ 体部 〃

１６６ 〃 皿 不明 稜花皿 戦国

１６７ 白磁 〃 X７５Y８２耕土 口縁部端反り 〃

１６８ 〃 壺か 不明 肩部か 〃

１６９ 〃 皿 X６９．５Y８３．１Ⅲ層 碁笥底 〃

１７０ 瀬戸美濃 天目茶椀 X７２Y８３ 鉄釉 〃

１７１ 〃 〃 X６７．２Y８４．３ 〃 〃

１７２ 〃 〃 不明 〃 〃

１７３ 〃 〃 〃 〃 〃

１７４ 〃 〃 X７５Y８１．８ 〃 〃

１７５ 越中瀬戸 皿 不明 菊花文 〃

１７６ 〃 〃 X７６．５Y８３ 灰釉 〃

１７７ 銅銭貨 洪武通寶 不明 径２．３㎝ 中世
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表１１－２ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１３ 土師器 甕 SE０１ 口径１３．４㎝、器高２４㎝ 有段口縁、底部丸底 古墳前期

１４ 〃 壺 〃 口径１２．６㎝

器高２１．８㎝

くの字口縁、端部面取り

胴部丸い、底部上げ底

〃

１５ 弥生土器 甕 X６３．６Y８５．２ 口径１８㎝ 有段口縁に擬凹線 弥生後期

１６ 〃 〃 X６１．２Y８６Ⅱ層 口径１２㎝ 有段口縁（幅広） 〃

１７ 〃 〃 X６１．７Y８５．４Ⅱ層 口径１７㎝ 〃 弥生終末期

１８ 〃 〃 X６１．２Y８５．５Ⅱ層 口径１９㎝ 〃 〃

１９ 〃 〃 試掘 F－１０W 口径１８㎝ 〃 〃

２０ 〃 〃 試掘 E－１１ 口径１６㎝、器高１４．７㎝ くの字口縁 〃

２１ 〃 〃 X６１．５Y８６Ⅱ層 口径１６㎝ 〃 〃

２２ 土師器 〃 X６１．２Y８５．５Ⅱ層 口径１６．２㎝ 〃 古墳初期

２３ 〃 〃 X６３．５Y８４．７Ⅲ層 口径１７㎝ 〃 〃

２４ 〃 細頸壺 X６５．４Y８４．９ 口径８．４㎝ 〃 弥生終末期

２５ 〃 壺 X８２．１Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径２７㎝ 有段口縁が外反 古墳前期

２６ 〃 〃 X６１．５Y８４Ⅱ層 口径１８㎝ くの字口縁の内面肥厚 〃

２７ 弥生土器 蓋 試掘 F－１０W 紐径３．２㎝ 赤彩か 弥生終末期

２８ 土師器 小型器台 試掘 E－１１ 古墳初期

２９ 弥生土器 器台 X６５．４Y８４．９Ⅲ層 口径１３．６㎝ 口縁部に擬凹線と刻み 弥生終末期

３０ 土師器 装飾器台 試掘 E－１１ 口径１９．６㎝ 杯部に８つの透かし穴 古墳初期

３１ 〃 鉢 X６１．２Y８５．３Ⅱ層 口径９㎝、器高６．６㎝ あまい有段口縁 〃

３２ 〃 甕 X６１．７Y８４．７ 口唇部が面をなし、上下

に張り出す

〃

３３ 〃 壺 X６１．１Y８５．８Ⅱ層 口径１６．５㎝ 有段口縁が外反 〃

３４ 〃 〃 試掘C－１ 口径１３．８㎝ 〃 〃

３５ 〃 〃 X６１．２Y８６．４ 口径１６㎝ 〃 〃

３６ 〃 〃 X６１．８Y８５．６Ⅱ層 口径１９．２㎝ 口縁部下が稜をなす 古墳前期

３７ 〃 甕 試掘 F－１８ 口径２１㎝ くの字口縁 〃

３８ 〃 〃 SI０１ 不明確 〃 頸部立ちぎみ 〃

３９ 〃 〃 X６４Y８５．２Ⅱ層 口径１８㎝、器高約２６㎝ くの字口縁、胴部張る 〃

４０ 〃 〃 X６３．１Y８４．５Ⅱ層 くの字口縁 〃

４１ 〃 〃 X６１．２Y８５．５Ⅱ層 口径１４．６㎝ くの字口縁端部立つ 古墳初期

４２ 〃 小型壺 X６２．８Y８５Ⅰ～Ⅱ層 口径７．８㎝、器高８．４㎝ 丸底 古墳前期

４３ 〃 〃 不明 口径８．４㎝、器高９．６㎝ 〃 〃

４４ 〃 〃 X６１．１Y８４．６Ⅲ層 口径９．４㎝、器高９㎝ 〃 〃

４５ 〃 高杯 X６３．５Y８４．７Ⅲ層 口径２４㎝ 大型、口縁部外反、茶色

の砂粒含む

〃

４６ 〃 〃 X６２Y８５．５Ⅱ層 口径２１㎝ 口縁部が有段外反 〃

４７ 〃 〃 X不明Y８５．６ 口径１８㎝ 杯部椀状 〃

４８ 〃 〃 X６２．２Y８６Ⅱ層 口径１８㎝ 口縁部外反 〃

４９ 〃 〃 X６４．９Y８４．３Ⅱ層 口径１６㎝ 杯部椀状 〃

５０ 〃 〃 X６１．３Y８５．５Ⅱ層 口径１７㎝ 〃 〃

５１ 〃 〃 X不明Y８５．４Ⅰ～Ⅱ層 口径１７㎝、器高１１．８㎝ 〃 脚部開く 〃

５２ 〃 〃 X６１．５Y８６．１ 台径１０㎝ 〃 〃

外面赤彩

〃

５３ 須恵器 杯 X６１．１Y８５．４Ⅱ層 口径１１㎝、器高４．８㎝ 立ち上がりが高い 古墳中期

５４ 〃 杯蓋 X６２．８Y８４．８Ⅱ層 口径１２．２㎝、器高３．６㎝ 口径小さい 飛鳥前期

５５ 〃 杯 X６３．４Y８５．７Ⅰ層 口径１２．８㎝ 立ち上がりやや高い 古墳後期
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表１１－３ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

５６ 須恵器 杯 X６７．５Y８５．３Ⅱ層 口径１２．８㎝ 立ち上がり低い 飛鳥前期

５７ 〃 有蓋長頸壺 X６１～６１．７Ⅱ層

Y８４．５～８５．３

口径９㎝、器高１６．６㎝ 〃

頸部に波状文

〃

５８ 〃 広口壺 X６３．４～６３．７耕～Ⅱ層

Y８４．６～８４．８

口径１２㎝、器高１３．８㎝ 口縁部肥厚 〃

５９ 〃 甕 X６４．５Y８５．３Ⅱ層 口径１７㎝ 〃

頸部に櫛歯波状文

〃

６０ 〃 〃 X６１．３Y８５．６Ⅰ～Ⅱ層 口縁部引出し 奈良後期

６１ 〃 〃 X６２．４Y８４．７Ⅱ層 口唇部面取り 〃

６２ 〃 広口壺 X６３Y８４．９Ⅱ層 口径１２．２㎝

器高１５．４㎝

胴部中央に沈線巡る 飛鳥前期

６３ 〃 提瓶 X６２．５Y８５Ⅱ層 胴部にボタン状の貼付け 〃

６４ 〃 甕 X６１．３Y８４．９ 口径１２．６㎝ 〃 〃

６５ 〃 高台杯 SI０１ 口径１２㎝ 土師器か 奈良中期

６６ 土師器 甕 〃 口径２０．２㎝ 口縁端部尖る 〃

６７ 〃 小型甕 〃 口径１４㎝ 口縁端部尖る 〃

６８ 〃 甕 〃 口径２１．４㎝ 口縁端部丸い 〃

６９ 〃 〃 〃 口径１７．６㎝ 口縁端部丸い 〃

７０ 〃 〃 〃 口径２４．２㎝ 口縁端部尖る 〃

７１ 〃 〃 〃 口縁端部尖る 〃

７２ 須恵器 杯 〃 底径７㎝ 底部平ら 〃

７３ 土師器 小型甕 〃 口径１１．８㎝ 口縁端部丸い 〃

７４ 須恵器 杯蓋 SI０２ 口径１５．８㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

７５ 〃 〃 〃 口縁端部三角形 奈良中期

７６ 〃 高台杯 〃 口径１３．２㎝、器高３．１㎝ 底部境丸く体部開く 奈良前期

７７ 〃 杯 〃 口径１４㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

７８ 〃 〃 〃 口径１３．８㎝ 〃 〃

７９ 〃 〃 〃 底径１０㎝ 〃 〃

８０ 〃 〃 〃 口径１３㎝ 口縁端部尖る 〃

８１ 土師器 鍋 〃 口径３０㎝ 口縁端部薄い 〃

８２ 〃 〃 〃 口径３４㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

８３ 〃 小型甕 〃 底径６㎝ 平底 〃

８４ 〃 〃 〃 口縁端部尖る 〃

８５ 〃 鍋 〃 口径３５．５㎝ 口縁端部面取り 奈良中期

８６ 須恵器 杯蓋 SI０３ 口径１４㎝ 口縁端部外へ張り出す 〃

８７ 〃 〃 〃 口縁端部立つ 〃

８８ 〃 高台杯 〃 口径１３．８㎝、器高３．６㎝ 底部境丸い 奈良前期

８９ 〃 〃 〃 台径９㎝ 高台高い 奈良中期

９０ 〃 杯 〃 口径１１㎝ 底部境丸い 奈良前期

９１ 〃 高杯か 〃 口径１３㎝ 体部に段 〃

９２ 〃 杯 〃 口径１２．６㎝、器高３㎝ 底部にヘラ記号「×」 奈良中期

９３ 〃 壺 〃 台径１１㎝ 台部高い 〃

９４ 土師器 高杯 〃 台径８．４㎝ 脚端部面取り、内面黒色 〃

９５ 〃 〃 〃 台径９．５㎝ 脚端部丸い、内面黒色 〃

９６ 〃 甕 〃 口径２３．４㎝ 口縁部内面肥厚 平安初期

９７ 〃 〃 〃 口径１９．７㎝ 口縁部やや尖る 〃

９８ 〃 〃 〃 口径２４．８㎝ 口縁端部尖る 平安初期

９９ 〃 鍋 〃 口径３２㎝ 口縁端部尖る 〃
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表１１－４ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１００ 須恵器 杯 SB０３－１ 口径１２㎝ 立ち上がり低い 飛鳥前期

１０１ 土師器 高杯 〃 台径１４㎝ 脚開く 〃

１０２ 〃 甕 SI０４ 口径２１㎝ 口縁端部丸い 奈良中期

１０３ 〃 〃 〃 口径２２㎝ 口縁端部 〃

１０４ 〃 〃 〃 口径２３．５㎝ 口縁端部面取り 〃

１０５ 〃 〃 〃 口径２３㎝ 口縁端部丸い 〃

１０６ 〃 鍋 〃 口径２９㎝ 口縁端部面取り 〃

１０７ 須恵器 杯蓋 SB０５－３ 口径１４㎝ 口縁端部嘴状 〃

１０８ 須恵器 杯 SB０７－５ 口径１１．８㎝、器高３㎝ 底部境に稜 〃

１０９ 土師器 甕 SB１１ 口縁端部やや立つ 〃

１１０ 土師器 甕 SB１３－１０ 口縁端部薄い 〃

１１１ 〃 〃 SB１６－４ 口縁端部外反 〃

１１２ 須恵器 杯蓋 SB１７－１０ 口径１４．２㎝ 口縁端部三角形 〃

１１３ 土師器 鍋 SB０７－５ 口縁部内湾 〃

１１４ 須恵器 高台杯 SK０１ 台径１０㎝ 底部境丸い 〃

１１５ 土師器 甕 〃 口径１５．２㎝ 口縁端部丸い 〃

１１６ 〃 〃 〃 口径１７．８㎝ 口縁端部面取り 〃

１１７ 〃 〃 SK０２ 口縁端部丸い 〃

１１８ 〃 〃 SD０４ 口縁端部面取り 〃

１１９ 須恵器 杯蓋 SD０５

X６１．３Y８４．９Ⅱ層

口縁端部三角形 〃

１２０ 〃 小型甕 SD０６ 口縁端部丸い 奈良後期

１２１ 〃 甕 SD１０２X６３．８Y８５．４ 口縁部外反 奈良前期

１２２ 〃 〃 〃 X６３．６Y８５．４ 口縁端部面取り 奈良中期

１２３ 〃 小型甕 Pit０１X６１．３Y８４．５ 口縁端部尖る 平安前期

１２４ 須恵器 杯蓋 X６３．９Y８４．６ 口径１９㎝、器高３㎝ 小さなかえり付く 飛鳥後期

１２５ 〃 〃 X６２．５Y８４．９ 口径１９㎝、器高２．８㎝ 〃 〃

１２６ 〃 〃 X６１．５Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層

X６１．５Y８５．２

口径１３．６㎝、器高２．５㎝ 〃 〃

１２７ 〃 〃 X６３．４Y８４．７Ⅱ層

X６４．１Y８４．６

口径１３．６㎝ 〃 〃

１２８ 〃 〃 試掘B－６ 口径１８㎝ 〃 〃

１２９ 〃 〃 X６３．８Y８４．６

X６３．９Y８４．６

口径１８㎝ 〃 〃

１３０ 〃 〃 X６４．１Y８５．８Ⅱ層

X６３．６Y８４．９

口径１９㎝ 〃 〃

１３１ 〃 〃 X６５．３Y８４．９Ⅱ層 口径９㎝ 〃 飛鳥中期

１３２ 〃 〃 不明 口径９．８㎝ 〃 〃

１３３ 〃 〃 X６５．３Y８４．２Ⅰ～Ⅱ層

X６５．１Y８４．８

口径１５．４㎝、器高２．７㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

１３４ 〃 〃 X６２．７Y８４．９Ⅰ～Ⅱ層 口径１５．２㎝、器高２㎝ 〃 〃

１３５ 〃 〃 X６４．９～６５耕土

Y８４．３～８４．５

口径１６．２㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１３６ 〃 〃 X６３．９～６４Ⅰ～Ⅱ層

Y８４．３

口径１６．６㎝、器高３㎝ 〃 〃

１３７ 〃 〃 X６３Y８４．９耕土・Ⅱ層 口径１５．２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

１３８ 〃 〃 X６３．３Y８４．９Ⅰ～Ⅱ層 口径１５．６㎝、器高２．３㎝ 〃 〃
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表１１－５ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１３９ 須恵器 杯蓋 X６１．２Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径１２㎝、器高２．４㎝ 口縁端部立つ 奈良中期

１４０ 〃 〃 X６１．３Y８５．４Ⅰ～Ⅱ層

X６１．５Y８５．４

口径１３．２㎝、器高２．７㎝ 口縁端部外へ開く 〃

１４１ 〃 〃 試掘 F－１８ 口径１２．８㎝ 口縁端部三角 〃

１４２ 〃 〃 X６４．５Y８４．９ 口径１３㎝、器高２．９㎝ 〃 〃

１４３ 〃 〃 X６３．７Y８５．５Ⅰ～Ⅱ層 口径１４．６㎝、器高２．７㎝ 口縁端部内傾 〃

１４４ 〃 〃 X６４．９Y８４．３耕土 口径１４．４㎝、器高３．６㎝ 〃 〃

１４５ 〃 〃 X６２．４Y８４．８Ⅱ層

X６３Y８４．９

口径１２．４㎝、器高２．３㎝ 口縁端部三角 〃

１４６ 〃 〃 試掘 A－７ 口径１２．２㎝ 口縁端部立つ 〃

１４７ 〃 〃 試掘 A－７ 口径１３．７㎝ 〃 〃

１４８ 〃 〃 X６１．２Y８４．６耕土 口径１０．４㎝、器高１．３㎝ 口縁端部短い 〃

１４９ 〃 〃 X６１．６Y８５．３Ⅰ～Ⅱ層 口径１３．２㎝、器高３㎝ 口縁端部三角 〃

１５０ 〃 〃 X６２．５Y８４．５Ⅱ層 口径１２．２㎝、器高３．６㎝ 〃 〃

１５１ 〃 〃 X６２．８Y８４．７Ⅱ層

X６２．７Y８５．１

口径１８．４㎝、器高２．６㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

１５２ 〃 〃 試掘 B－１０ 口径１６．２㎝ 〃 〃

１５３ 〃 〃 X６１．１～６２Ⅰ～Ⅱ層

Y８５．２～８５．４

口径１８．５㎝、器高２．４㎝ 〃 〃

１５４ 〃 〃 X６３．４Y８５．８Ⅰ層 口径１６㎝、器高２．８㎝ 口縁端部三角 〃

１５５ 〃 〃 X６１．７Y８５．３Ⅰ～Ⅱ層 口径１６．６㎝、器高２．２㎝ 〃 〃

１５６ 〃 〃 X６３．３Y８４．８Ⅱ層 口径１６㎝、器高２．８㎝ 〃 〃

１５７ 〃 〃 X６１．２Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径１５㎝、器高３㎝ 〃 〃

１５８ 〃 〃 X６３．２Y８４．６Ⅱ層

X６３．６Y８４．５

口径１６．４㎝、器高２．８㎝ 〃 〃

１５９ 〃 〃 試掘 A－９ 口径１４．６㎝ 〃 奈良中期

１６０ 〃 〃 X６４．５Y８５．７Ⅱ層 口径１５．８㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１６１ 〃 〃 X６２．７Y８５．１Ⅱ層 口径１４．４㎝、器高２．７㎝ 〃 天井部に漆か 〃

１６２ 〃 〃 X６２．２Y８４Ⅱ層 口径１２㎝、器高３㎝ 口縁端部やや丸み 〃

１６３ 〃 〃 X６４．４Y８６．３Ⅱ層 口径１３㎝、器高２．７㎝ 〃 〃

１６４ 〃 〃 X６２．２Y８４．５Ⅱ層 口径１２．８㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１６５ 〃 〃 X６２．２Y８６Ⅰ～Ⅱ層 口径１２．８㎝、器高２．８㎝ 〃 〃

１６６ 〃 〃 X６２．３Y８５．６Ⅰ～Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高２．７㎝ 口縁端部折れる 〃

１６７ 〃 〃 試掘 F－１０ 口径１２㎝ 口縁端部外へ開く 〃

１６８ 〃 〃 〃 口径１２㎝ 口縁端部三角 〃

１６９ 〃 〃 試掘 E－１１ 口径１５．６㎝ 口縁端部折れる 〃

１７０ 〃 〃 X６１．９Y８５．３Ⅰ～Ⅱ層 口径１９㎝ 〃 〃

１７１ 〃 高台杯 X６１．３Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層

X６１．２Y８６．３

口径１０㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜、体部外反 〃

１７２ 〃 〃 X６１．２Y８４．８Ⅱ層

X６１．３Y８４．７

口径１０．６㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い、体部外反 〃

１７３ 〃 〃 試掘 F－１Ⅰ層 口径１１．２㎝、器高４．２㎝ 〃 〃

１７４ 〃 〃 X６３．９Y８４．４Ⅰ層 口径１１㎝、器高４．２㎝ 底部境に稜、体部立つ 〃

１７５ 〃 〃 試掘 E－１１ 口径１１．２㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

１７６ 〃 〃 X６１．４Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径１１㎝、器高４．４㎝ 底部境丸い、 〃 〃

１７７ 〃 〃 X６３．６Y８５Ⅱ層

X６３．４Y８４．９

口径１２．３㎝、器高３．９㎝ 〃 〃 〃
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表１１－６ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１７８ 須恵器 高台杯 X６１．８Y８５．７Ⅰ～Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高４．５㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

１７９ 〃 〃 I区 P－１Ⅰ層 口径１１㎝、器高５㎝ 底部境丸い、 〃 〃

１８０ 〃 〃 X６１．３Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径１５．２㎝、器高３．８㎝ 〃 体部開く 奈良前期

１８１ 〃 〃 X６４．５Y８５．３Ⅱ層 口径１５㎝、器高４．３㎝ 〃 〃 〃

１８２ 〃 〃 X６２Y８６．３排水溝

X６２．１Y８６．１

口径１３．８㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

１８３ 〃 〃 X６４．６Y８４．９Ⅱ層

X６４．８Y８４．７

口径１４㎝、器高４．２㎝ 〃 体部立つ 〃

１８４ 〃 〃 X６３．３Y８５．４Ⅰ～Ⅱ層 口径１４㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 〃

１８５ 〃 〃 X６１．７Y８５．４Ⅱ層 口径１４㎝、器高４．５㎝ 〃 〃 〃

１８６ 〃 〃 I区 P－１ 口径１３．４㎝、器高３．９㎝ 底部境に稜 〃 〃

１８７ 〃 〃 試掘 A－７ 口径１３㎝、器高４．５㎝ 〃 〃 〃

１８８ 〃 〃 試掘 A－９Ⅰ層 口径１５㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

１８９ 〃 〃 X６３Y８４．９Ⅱ層

X６２．９Y８４．８

口径１６．６㎝、器高４．８㎝ 底部境丸い、体部開く 飛鳥後期

１９０ 〃 〃 X６１．６Y８５．４

X６１．５Y８５．５

口径１７．４㎝、器高４．６㎝ 〃 〃 奈良前期

１９１ 〃 〃 X６１．５～６１．８Ⅰ～Ⅱ層

Y８４．７～８５．２

口径１７．４㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 飛鳥後期

１９２ 〃 〃 X６１．３Y８５．４Ⅰ～Ⅱ層

X６１．２Y８５．１

口径１７．２㎝、器高７㎝ 底部境丸い、体部立つ 奈良前期

１９３ 〃 〃 試掘 C－９ 口径１５．６㎝、器高７㎝ 〃 〃 〃

１９４ 〃 〃 試掘 C－１１ 口径１８㎝、器高７．７㎝ 〃 〃 〃

１９５ 〃 〃 試掘 D－１４ 口径１６㎝ 〃 〃 〃

１９６ 〃 〃 試掘 D－１２ 台径９㎝ 底部境丸い 〃

１９７ 〃 〃 SI０３ 台径１０．６㎝ 高台細い 奈良中期

１９８ 〃 杯 X６１．８Y８４．７Ⅰ層 口径１２．８㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い、体部開く 飛鳥後期

１９９ 〃 〃 X６３．５Y８４．７Ⅱ層 口径１３．６㎝、器高３．８㎝ 底部先丸い、 〃 奈良前期

２００ 〃 〃 X６１．２Y８６Ⅱ層 口径１３㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

２０１ 〃 〃 試掘 A－９ 口径１２㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２０２ 〃 〃 X６３．４Y８４．４Ⅱ層 口径１４．８㎝、器高３㎝ 底部境に稜、体部立つ 〃

２０３ 〃 〃 X６１．３Y８５Ⅱ層 口径１３㎝、器高３．２㎝ 底部平ら 〃 奈良後期

２０４ 〃 〃 不明 口径１１㎝、器高３．３㎝ 底部小さく体部開く 奈良中期

２０５ 〃 〃 X６１．６Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層

X６１．７Y８５．３

口径１２㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い、体部開く 〃

２０６ 〃 〃 X６１．３Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径１３㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２０７ 〃 〃 X６１．１Y８５．４Ⅰ～Ⅱ層 口径１３．２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２０８ 〃 〃 試掘D－１２ 口径１２．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２０９ 〃 〃 X６２．８Y８５Ⅰ～Ⅱ層

X６２．９Y８５

口径１３．８㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２１０ 〃 〃 X６３．１～６３．３Ⅱ層

Y８４．６～８４．９

口径１３．４㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２１１ 〃 〃 X６１．８Y８４．８ 口径１３．８㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

２１２ 〃 〃 X６１．５Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

２１３ 〃 〃 X６１．２Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径１２．２㎝、器高２．８㎝ 底部平坦、 〃 〃

２１４ 〃 〃 試掘 A－７ 口径１２㎝、器高４㎝ 〃 体部立つ 〃

２１５ 〃 〃 試掘 A－９ 口径１２㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃
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番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

２１６ 須恵器 杯 X６３Y８５Ⅱ層

X６３Y８４．６

口径１１．４㎝、器高３．５㎝ 底部平担、体部立つ 奈良中期

２１７ 〃 〃 SD０７ 口径１６㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２１８ 〃 高杯 X６３．３Y８４．８Ⅱ層 口径１４．２㎝、器高７．６㎝ 底部境丸い 〃 飛鳥中期

２１９ 〃 〃 X６１．５Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径１４．８㎝、器高６．８㎝ 〃 〃 〃

２２０ 〃 〃 不明 口径１０．２㎝ 〃 〃 〃

２２１ 〃 〃 X６３～６３．３Ⅱ層

Y８４．６～８４．９

口径１４．２㎝、器高７㎝ 〃 〃 〃

２２２ 〃 〃 X６３Y８４．５～８５ 口径８．８㎝ 底部境に稜 〃

内面に漆（漆容器）

〃

２２３ 〃 〃 X６３．２Y８４．６Ⅱ層

X６３Y８４．６

台径６㎝ 底部境に稜 飛鳥後期か

２２４ 〃 壺 X６４．３Y８５．３Ⅱ層 台径９．２㎝ 体部深く脚低い 〃

２２５ 〃 杯蓋 X６１．４Y８５．５Ⅰ～Ⅱ層 口径１７．２㎝、器高２．９㎝ かえり小さい

内面にヘラ記号「 」

飛鳥後期

２２６ 〃 〃 X６２．１Y８５．６Ⅰ～Ⅱ層 口径１６．４㎝、器高２．９㎝ 口縁端部三角

内面にヘラ記号「×」

奈良前期

２２７ 〃 〃 X６１．９Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径１４．６㎝、器高３．４㎝ 口縁端部内屈

内面にヘラ記号「二」

〃

２２８ 〃 〃 X６１．３Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径１５㎝、器高３．３㎝ 口端端部外開き

内面にヘラ記号「―」

〃

２２９ 〃 〃 X６３．７Y８４．７Ⅱ層 天井部外面に漆記号

「＋」

〃

２３０ 〃 高台杯 X６２．８Y８５．１Ⅱ層 台径９．６㎝ 底面に漆記号「＋」 〃

２３１ 〃 〃 X６３．７Y８４．７Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．８㎝ 底部境に稜、体部立つが

口縁端部外反

底面に漆記号「＋」

〃

２３２ 〃 〃 X６２Y８５耕土 底径７．４㎝ 底部境丸い、体部立つ

内面に漆（漆容器）

奈良中期

２３３ 〃 〃 X６２．７Y８４．３ 底径８㎝ 底部境丸い、体部立つ

内面に漆（漆容器）

〃

２３４ 〃 杯蓋 試掘 A－７ 口径１２．２㎝ 口縁端部立つ

内面に墨書「息」

〃

２３５ 〃 高台杯 X６２Y８５．２Ⅰ・Ⅱ層 底径１０．６㎝ 底部境に稜、体部立つ

底面に墨書「真茂」

〃

２３６ 〃 〃 X６２．１Y８６．１Ⅰ層 口径１１．８㎝、器高３．３㎝ 底部境丸い、体部開く

底面に墨痕「和」か

〃

２３７ 〃 杯蓋 X６１．３Y８５．１Ⅰ～Ⅱ層 口径１９．４㎝ 口縁端部三角

内面に墨痕（杯蓋硯）

〃

２３８ 〃 〃 X６１．９Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径１４．５㎝ 口縁端部立つ

内面に墨痕（杯蓋硯）

〃

２３９ 〃 〃 X６３．７Y８４．８Ⅱ層 口径１４㎝ 口縁端部折れる

内面に墨痕（杯蓋硯）

平安前期

２４０ 〃 円面硯 X６１．８Y８５．３Ⅰ～Ⅱ層 口径１４㎝、器高４．６㎝ 方形透かし穴 奈良前期

２４１ 〃 長頸壺 X６１．８～６３．４

Y８４．８～８５他

口径１０．２㎝、器高２５㎝ 肩部張り、沈線１条 〃

２４２ 〃 長頸瓶 X６２．５Y８５．１Ⅱ層 口径１０．７㎝ 頸部に沈線２条 〃
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表１１－８ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

２４３ 須恵器 長頸瓶 X６１．７Y８５．２他 胴部径２０．２ 肩張り沈線１条

頸部に２条沈線

奈良前期

２４４ 〃 〃 X６５．１Y８４．１Ⅱ層 胴部径１７．４㎝ 肩張り沈線３条 〃

２４５ 〃 〃 X６４．９Y８４．５耕土 胴部径１７．６㎝ 胴部丸い、台部に丸い透

かし穴

飛鳥後期

２４６ 〃 〃 X６２．９～６３．３Ⅱ層

Y８４．６～８５

胴部径１６㎝ 〃

台部高い

〃

２４７ 〃 〃 X６５．８Y８５．６ 胴部径２３．７㎝ 肩張り、頸部沈線３条 奈良前期

２４８ 〃 〃 X６４．４Y８５．２耕～Ⅱ層

X６５Y８４．５他

胴部径２１㎝ 肩張り、頸部１条 〃

２４９ 〃 平瓶 X６４．９Y８５Ⅰ～Ⅱ層

X６１．８Y８５．１他

胴部径３０㎝ 頸部沈線３条

ボタン状把手貼付け

飛鳥後期

２５０ 〃 短頸壺 X６３．１～６３．５

Y８４．４～８４．９

口径１４㎝、器高１７．７㎝ 胴部丸く張る 奈良前期

２５１ 〃 〃 X６２．８～６３．２Ⅰ～Ⅱ層

Y８４．５～８５

口径１０㎝ 胴部肩張り胴部沈線１条 〃

２５２ 〃 〃 X６１．３Y８５Ⅰ～Ⅱ層

X６２Y８５．４

口径１０㎝ 胴部肩張る 〃

２５３ 〃 〃 X６２～６２．４Ⅱ層

Y８５．３～８６他

口径１０㎝ 〃 〃

２５４ 〃 〃 X６１．４Y８５．７Ⅰ～Ⅱ層 口径１２㎝ 〃 胴部沈線１条 〃

２５５ 〃 〃 X６１．３～６１．６Ⅰ～Ⅱ層

Y８５．２～８５．７

口径１１㎝ 胴部肩張る稜あまい 奈良中期

２５６ 〃 〃 X６４．１～６５耕～Ⅱ層

Y８４．３～８４．６

口径１２．５㎝ 胴部丸く張り胴部沈線２

条

奈良前期

２５７ 〃 小型壺 X６４．５Y８５．７Ⅱ層 口径６．５㎝、器高５．５㎝ 胴部丸く張る 奈良前期

２５８ 〃 短頸壺 X６４．１Y８９．６Ⅱ層 口径１２．４㎝ 〃 沈線２条 〃

２５９ 〃 横瓶 X６１．９～６２Ⅰ～Ⅱ層

Y８５～８５．２

口径１２㎝、器高３０．６㎝ 頸部沈線２条

外面格子叩き目

〃

２６０ 〃 〃 X６５．６Y８５．５Ⅱ層 口径１１㎝ 口唇部斜め 奈良中期

２６１ 〃 〃 X６４．６Y８４．３Ⅰ層 口径１１㎝ 口縁端部外へ張り出す 奈良前期

２６２ 〃 〃 X６１．５Y８５．５Ⅰ～Ⅱ層 胴部長３０．８㎝ 叩き目横方向 奈良中期

２６３ 〃 甕 試掘 A－９ 口径２２．４㎝ 口唇部水平 奈良中期

２６４ 〃 〃 試掘 A－７ 口径２８．４㎝ 〃 〃

２６５ 〃 〃 X６１．７Y８５．４土坑状 口径１５．８㎝ 口唇部斜め

内面同心円当て具痕

奈良後期

２６６ 〃 〃 X６２Y８５．２Ⅰ～Ⅱ層 口径５３㎝、器高８５㎝ 口縁部肥厚、頸部櫛歯波

状文

奈良前期

２６７ 〃 〃 X６３Y８４他Ⅰ～Ⅱ層 口径４５㎝、器高６３㎝ 口縁端部上下に拡張 〃

２６８ 〃 〃 X６１．７Y８５．２Ⅰ～Ⅲ層 口径２１㎝ 口唇部斜め 〃

２６９ 〃 〃 試掘 A－９ 口径２３㎝ 口唇部水平 〃

２７０ 土師器 杯 X６２．１Y８４．７ 口径１３．２㎝、器高４㎝ 底部丸み、内外赤彩か 奈良中期

２７１ 〃 〃 X６１．５Y８４．５ 口径１５．８㎝、器高４．５㎝ 〃 内外赤彩 〃

２７２ 〃 〃 X６３．８Y８５．４ 口径１３．８㎝ 〃 〃

２７３ 〃 〃 X６２．８Y８４．５Ⅱ層 口径１４．８㎝、器高３．９㎝ 底部丸み、内面黒色 〃

２７４ 〃 〃 X６２Y８６．２Ⅱ層 口径１８．４㎝、器高５㎝ 〃 内外赤彩 〃

２７５ 〃 高杯 X６２．８Y８４．４Ⅲ層 口径１８㎝ 皿状 〃
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２７６ 土師器 高杯 X６２．８Y８４．４Ⅲ層 口径１７．６㎝ 皿状、内外赤彩 奈良中期

２７７ 〃 〃 X６１．４Y８５ 口径１６．２㎝ 椀状、内面黒色 〃

２７８ 〃 〃 X６１．６Y８５ 口径１７．５㎝ 〃 〃 〃

２７９ 〃 杯 X６２．１Y８４．８ 口径１３．２㎝ 〃 〃 〃

２８０ 〃 〃 X６２．３Y８４．６Ⅱ層 口径１３．２㎝ 〃 〃 〃

２８１ 〃 〃 X不明Y８４．８Ⅱ層 底径５㎝ 〃 葉脈圧痕、黒斑 〃

２８２ 〃 甕 X６２．１Y８４．５ 口径１０㎝ 内外面ともナデか 奈良か

２８３ 〃 〃 X６１．７Y８４．７ 口径１７㎝ 口縁端部面取り 奈良中期

２８４ 〃 〃 X６２．７Y８４．３ 口径１９．４㎝ 口縁端部丸い 奈良前期

２８５ 〃 〃 試掘 A－７ 口径２１．６㎝ 口縁端部薄くなる 奈良中期

２８６ 〃 〃 X６２．７Y８４．３ 口径２４㎝ 口縁端部面取り 〃

２８７ 〃 〃 試掘 B－１０ 口径２１．８㎝ 口縁端部尖る 〃

２８８ 〃 〃 試掘 A－９ 口径１９．４㎝ 口縁端部面取り 〃

２８９ 〃 〃 X６１．２Y８４．６耕土

X６２Y８４．４

口径２０㎝ 口縁端部外側へやや張り

出す

〃

２９０ 〃 〃 試掘 A－９ 口径２０㎝ 口縁端部尖る 〃

２９１ 〃 〃 試掘 A－９ 口径１８㎝ 〃 〃

２９２ 〃 〃 試掘 F－１０ 口径１７．８㎝ 口縁端部薄くなる 〃

２９３ 〃 〃 X６１．７Y８４．５Ⅱ層 口径１３㎝ 口縁端部尖る 〃

２９４ 〃 鍋 X６２．２Y８４．５Ⅱ層 口径２６．６㎝ 口縁端部丸い 奈良前期

２９５ 〃 〃 試掘 B－１０ 口径３２．８㎝ 口縁端部面取り 奈良中期

２９６ 〃 〃 SI０２ 口径３４㎝ 〃 〃

２９７ 〃 〃 X６５Y８４．５Ⅰ層 口径３１．６㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

２９８ 〃 〃 X６４．５Y８４．６Ⅱ層 口径３５．６㎝ 口縁端部方形 奈良中期

２９９ 〃 〃 X６３．６Y８５．８Ⅰ層 口径３４㎝ 口縁端部薄くなる 奈良後期

３００ 〃 製塩土器 X６５．９Y８４．９耕土 底径１６．６㎝ 平底、白い砂粒 平安

３０１ 土製品 土錘 不明 長さ１．８㎝、径１㎝ 細い管状 奈良か

３０２ 〃 〃 X６５．４Y８４Ⅱ層 長さ２㎝、径１㎝ 〃 〃

３０３ 〃 〃 X６３．２Y８４．８Ⅱ層 長さ３㎝、径１㎝ 〃 〃

３０４ 〃 〃 X６１．５Y８６．６Ⅰ層 長さ３．４㎝、径１．３㎝ 太い管状 〃

３０５ 〃 〃 X６１．５Y８６Ⅱ層 長さ３．６㎝、径１．２㎝ 〃 〃

３０６ 〃 〃 X６８．５Y８４．５Ⅰ層 長さ４㎝、径１．４㎝ 〃 〃

３０７ 〃 〃 X６１．１Y８５．２Ⅰ層 長さ３．８㎝、径１．５㎝ 〃 〃

３０８ 〃 〃 X６１．９Y８３．３Ⅱ層 長さ３．２㎝、径２㎝ 筒形 〃

３０９ 〃 〃 X６１．６Y８６．１Ⅰ層 長さ５㎝、径１．６㎝ 太い管状 〃

３１０ 〃 〃 X６１．６Y８６．１Ⅱ層 長さ５㎝、径３㎝ 紡錘形 〃

３１１ 〃 〃 X６１．９Y８５．４Ⅱ層 長さ４．８㎝、径２．２㎝ 〃 〃

３１２ 〃 〃 X６１．５Y８６．２Ⅱ層 長さ４．２㎝、径２．４㎝ 筒形 〃

３１３ 〃 〃 X６１．９Y８６．３Ⅰ層 長さ４．２㎝、径３．２㎝ 紡錘形 〃

３１４ 〃 〃 X６３．１Y８５．８Ⅰ層 長さ４㎝、径３．２㎝ 〃 〃

３１５ 〃 〃 X６１．７Y８６．１Ⅱ層 長さ４㎝、径２．８㎝ 〃 〃

３１６ 〃 〃 X６５Y８４．４耕土 長さ４㎝、径３．８㎝ 〃 〃

３１７ 〃 〃 X６４．４Y８４Ⅰ層 径３．２㎝ 〃 〃

３１８ 〃 〃 X６１．１Y８６．４Ⅱ層 長さ６．２㎝、径３．２㎝ 〃 〃

３１９ 〃 〃 X６１．５Y８４．５Ⅱ層 長さ５．６㎝、径３．８㎝ 〃 〃

３２０ 〃 〃 X６４．４Y８４．４Ⅱ層 長さ５．２㎝、径３．３㎝ 筒形 〃

３２１ 〃 〃 X６３．６Y８５．５Ⅰ～Ⅱ層 長さ５．８㎝、径４．８㎝ 紡錘形 〃
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表１１－１０ １９８５年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３２２ 土製品 土錘 X６３Y８４．８Ⅱ層 長さ５．８㎝、径５．２㎝ 紡錘形 奈良か

３２３ 珠洲 甕 X６６．５Y８５．６表土 口縁部方頭、珠洲Ⅳ期 南北朝

３２４ 〃 〃 D区 口縁部円頭、珠洲Ⅴ期 室町

３２５ 〃 〃 X６５．９Y８４．３耕土 口縁部方頭、珠洲Ⅳ期 南北朝

３２６ 青磁 蓋 X６５．４Y８４耕土 口径６．４㎝、器高３㎝ 青白磁、刻み花文 室町

３２７ 〃 瓶 X６１．１Y８５Ⅰ層 頸部 〃

３２８ 〃 椀 X６４．２Y８５．８耕土 口径１６㎝ 口縁部外反、内面に圏線 〃

３２９ 〃 〃 X６３．３Y８４．６耕土 底径５．２㎝ 内面に圏線と文様 〃

３３０ 〃 〃 X６５．１Y８４．３ 底径５．６㎝ 内面に文様か 〃

３３１ 瀬戸美濃 折縁鉢 X６４．６Y８４．５耕土 口径１３．８㎝ 灰釉、花文 〃

３３２ 〃 天目茶碗 X６５．１Y８４．５Ⅰ層 底径４．２㎝ 鉄釉 戦国

３３３ 〃 皿 X６２．９Y８１．６Ⅰ～Ⅱ層 底径６．４㎝ 灰釉、碁笥底 〃

３３４ 越中瀬戸 〃 X６４．９Y８６耕土 底径４．６㎝ 鉄釉 江戸

３３５ 唐津 〃 X６４．６Y８５ 底径４．２㎝ 灰釉、見込蛇ノ目釉はぎ 〃

３３６ 〃 〃 X６５．４Y８４．２耕土 底径３．８㎝ 灰釉、胎土目 戦国

３３７ 土師器 合子蓋 X６４Y８５．３Ⅰ～Ⅱ層 口径１５㎝前後 口縁部内面に段 江戸

３３８ 土製品 土馬 X６４．８Y８４．２ 太さ約４㎝ 胴部 奈良

３３９ 〃 〃 X６４．８Y８４．４ 太さ２．３㎝ 脚部 〃

３４０ 〃 〃 X６３．５Y８４．４ 太さ２．２㎝ 〃 〃

３４１ 〃 〃 X不明Y８５．２ 太さ２㎝ 〃 〃

３４２ 木製品 板（礎板） SB０４－４ 長さ４２㎝、幅２３㎝、厚さ

５㎝

柾目、スギ 奈良

３４３ 〃 柱 SB０７－６ 太さ１９．６㎝ 割材、根元に段、クリ 奈良中期

３４４ 欠 番

３４５ 弥生土器 甕 X６３．６Y８３．２ 底径３㎝ 胴下半部、底部大きい 弥生後期

３４６ 〃 〃 X６１．５Y８６Ⅰ・Ⅱ層 口径１６㎝ 口縁端部横に面取り 弥生終末期

３４７ 土師器 〃 X６３．７Y８４．４耕土 底部焼成後穿孔未完通 江戸か

３４８ 須恵器 杯蓋 X６２Y８５．４Ⅰ・Ⅱ層 器高１．４㎝ 口縁部欠失 奈良

３４９ 〃 〃 X６４．５Y８５．５ 口径１５．２㎝、器高２．４㎝ 口縁端部三角 奈良前期

３５０ 欠 番

３５１ 須恵器 高台杯 X６４Y８５．７Ⅱ層 口径１４．５㎝、器高４㎝ 〃 〃

３５２ 〃 小型壺 X６４．５Y８５．６ 口径６．７㎝ 胴部肩張る 〃

３５３ 〃 杯 X６１．１Y８５．４Ⅰ・Ⅱ層 内面に漆（漆容器） 〃

３５４ 土師器 杯 X６１．８Y８４．７Ⅱ層 口径１２㎝ 底部に丸み 奈良中期

３５５ 〃 〃 不明 口径１１㎝ 〃 〃

３５６ 〃 鍋 X６３．８Y８５．７Ⅰ層 口縁端部横に面取り 〃

３５７ 〃 〃 X６１．７Y８５．５Ⅱ・Ⅲ層他 口径３２㎝ 口縁外反 奈良前期

３５８ 土製品 土馬 不明 太さ２．５㎝ 足部 奈良

３５９ 土師器 製塩土器 X６３Y８４ 棒状尖底 飛鳥・奈良

３６０ 鉄滓 SI０２ 長さ８㎝、厚さ２㎝ 椀形滓 奈良中期

３６１ 炉壁 〃 辺２．５～４．５㎝、厚さ２㎝ 溶解発泡、４点ある 〃

３６２ 土製品 羽口 X６１．８Y８４．８ 径７㎝ 外面溶解発泡 〃

３６３ 石製品 砥石 X６１．８Y８５．９Ⅰ・Ⅱ層 長さ１５．５㎝厚さ２㎝ 表裏に鋭利な刃物傷 奈良か

３６４ モモ核 SI０１ 高さ２～２．５㎝ 合計１０点ある 奈良中期

３６５ クルミ 〃 高さ２～３㎝ 傷や加工なし 〃

３６６ 土製品 土錘 X６２Y８５．２Ⅰ・Ⅱ層 長さ６㎝、径２．２㎝ 太い管状 奈良か

３６７ 〃 支脚 X６１．９Y８５．３Ⅰ・Ⅱ層 径５㎝ 上段欠損 飛鳥
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表１１－１１ １９８５年度遺物一覧表�

表１２－１ １９８６年度遺物一覧表�

番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３６８ 土製品 土錘 X６１．５Y８５．７Ⅰ・Ⅱ層 長さ３．５㎝、径２．５㎝ 紡錘形 奈良か

３６９ 〃 〃 X６１．６Y８５．７Ⅰ・Ⅱ層 長さ４．２㎝、径２．３㎝ 〃 〃

３７０ 〃 〃 X６１．６Y８５．８Ⅰ・Ⅱ層 長さ４．２㎝、径２．５㎝ 〃 〃

３７１ 〃 〃 X６１．４Y８６Ⅱ層 長さ４．４㎝、径３㎝ 〃 〃

３７２ 〃 〃 X６１．１Y８５．７Ⅰ層 長さ４㎝、径２．４㎝ 筒形 〃

３７３ 〃 〃 X６１．５Y８６Ⅰ・Ⅱ層 長さ５．４㎝、径２．５㎝ 紡錘形 〃

３７４ 〃 〃 X６１．１Y８５．９ 長さ５．８㎝、径３㎝ 〃 〃

３７５ 〃 〃 X６１．５Y８６Ⅰ・Ⅱ層 長さ６㎝、径２．６㎝ 〃 〃

３７６ 〃 〃 不明 長さ６．８㎝、径３㎝ 〃 〃

３７７ 石製品 砥石 X６２Y８６．１Ⅱ層 一辺５．５㎝、厚さ４㎝ 円形凹み、砂岩 〃

３７８ 〃 X６３．５Y８５．３Ⅱ層 一辺２．５㎝、長さ６．５㎝ 断面四角、４面とも平滑

砂岩

〃

３７９ 土師器 小型土器 X６３．４Y８４．５Ⅱ層 一辺３．１㎝、内辺２．１㎝ 方形、鋳型か 〃

３８０ 白磁 椀 E区 内面底部に圏線 室町

３８１ 瀬戸美濃 天目茶碗 不明 鉄釉 戦国

３８２ 〃 椀 X６１．３Y８４．９Ⅱ層 台径４．７㎝ 灰釉、胎土目 〃

３８３ 土人形 大黒様 不明 高さ３．４㎝、厚さ１．５㎝ 形押し 江戸か

３８４ 須恵器 広口壺 X６１．２Y８４．６ 口径１８㎝ 頸部２条の凸体の間に櫛

描波状文

飛鳥

３８５ 〃 杯蓋 X６１．７Y８５．５Ⅰ・Ⅱ層 口径１３㎝ 口縁端部立つ、墨痕か 奈良前期

３８６ 須恵器 〃 X６１．７Y８５．５Ⅰ・Ⅱ層他 口径１３㎝、口径２．８㎝ 内面に墨書「田（留か）志」か 平安前期

３８７ 銅銭貨 和同開珎 SI０２ 径２．４㎝、厚さ１㎜ 重さ２g、新和同 奈良

番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１ 須恵器 杯蓋 SD１１X５７．４Y８５．９ 口径１７．６㎝、器高２．９㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

２ 〃 〃 〃X５７．４Y８６他 口径１５．６㎝、器高２．７㎝ 〃 〃

３ 〃 〃 〃X５７．４Y８６他 口径１７．８㎝ 〃 〃

４ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１５．４㎝ 〃 〃

５ 〃 〃 〃X５６．８Y８６．５砂礫 口径１６㎝、器高１㎝ 口縁端部三角、内面黒い 〃

６ 〃 〃 〃X５６．７Y８６他砂 口径１７．６㎝、器高３．６㎝ 口縁端部やや丸み

つまみ小さい

奈良中期

７ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．２砂 口径１７．６㎝ 口縁端部折れる 奈良後期

８ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．５砂礫 口径１２㎝、器高３㎝ 口縁端部やや丸みあり

つまみ小さい

奈良後期

９ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１５．８㎝、器高３㎝ 口縁端部嘴状 〃 奈良前期

１０ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１５．５㎝、器高２．４㎝ 口縁端部三角 〃

１１ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１４．８㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１２ 〃 〃 〃X５７．１Y８６ 口径１４．２㎝、器高２．８㎝ 〃 内面墨痕か 〃

１３ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１３㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

１４ 〃 〃 〃X５６．４Y８６．３ 口径１２．６㎝、器高３．２㎝ 口縁端部やや丸みあり 奈良中期

１５ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．３砂礫 口径１２㎝、器高２．５㎝ 口縁端部やや丸みあり

つまみ小さい

〃

１６ 〃 高台杯 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１４．６㎝、器高４．２㎝ 底部境丸い、体部開く

外底部に漆付着

奈良前期

１７ 〃 〃 〃X５５．９Y８６．８Ⅰ層 口径１３㎝、器高３．６㎝ 底部境丸い 〃 〃
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表１２－２ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１８ 須恵器 高台杯 SD１１X５６．８Y８６．５砂礫 口径１３．２㎝、器高４．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

１９ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５ 口径１２．６㎝、器高４．３㎝ 〃 白い砂粒多い 〃

２０ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．５Ⅰ層 口径１２㎝、器高４㎝ 〃 体部立つ 〃

２１ 〃 〃 〃X５５．３Y８６．９砂礫 口径１４．８㎝、器高４．５㎝ 〃 〃 〃

２２ 〃 〃 〃 口径１３．６㎝、器高３．８㎝ 〃 体部開く 〃

２３ 〃 〃 〃X５６．４Y８６．５砂礫 口径１３．９㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２４ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．５砂礫 口径１３．６㎝、器高４㎝ 〃 底部内外割れ目に

沿って漆で補修

〃

２５ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１３．２㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い、 〃

２６ 〃 〃 〃X５４．９Y８７．３砂礫 口径１３．６㎝、器高４㎝ 〃 体部にあまい稜 〃

２７ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４Ⅲ上 口径１１㎝、器高４．１㎝ 〃 白い砂粒多い 〃

２８ 〃 〃 〃X５７．４Y８６．６ 口径１１．４㎝、器高４．７㎝ 〃 体部開く 〃

２９ 〃 〃 〃砂 口径１０．６㎝、器高３．７㎝ 〃 外底部黒い 奈良中期

３０ 〃 〃 〃X５７．３Y８５．７砂上 口径１１．２㎝、器高４㎝ 〃 白い砂粒多い

底部にヘラ記号「×」

奈良前期

３１ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１０．７㎝、器高４．４㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良中期

３２ 〃 〃 〃X５７．３Y８６ 口径１１．６㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

３３ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５ 口径９．７㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 奈良中期

３４ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１１．６㎝、器高３．８㎝ 〃 外底部黒い 〃

３５ 〃 〃 〃X５５．５Y８７ 口径１１．２㎝、器高４．２㎝ 〃 白い砂粒多い 〃

３６ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１１．６㎝、器高４．３㎝ 〃 内面漆付着 〃

３７ 〃 〃 〃X５５．３Y８６．１ 口径１５．２㎝、器高３．５㎝ 〃 体部開く 〃

３８ 〃 〃 〃X５６．８Y８６ 口径１５．８㎝、器高６．６㎝ 〃 〃 〃

３９ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１３．５㎝、器高４．９㎝ 体部に稜 〃

４０ 〃 〃 〃X８５．８Y５７．４ 口径１２．５㎝、器高３．８㎝ 底部丸み、体部開く 奈良前期

４１ 〃 〃 〃X５７．２Y８６ 口径１２．８㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

４２ 〃 〃 〃砂 口径１１．６㎝、器高３㎝ 〃 体部立つ 〃

４３ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．８砂礫 口径１２㎝、器高３．６㎝ 〃 白い砂粒多い 奈良中期

４４ 〃 〃 〃X５６．９Y８６．１ 口径１１．５㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

４５ 〃 杯 〃X５６．５Y８６．２ 口径１２．８㎝、器高３．７㎝ 〃 底部厚い 奈良前期

４６ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１３．４㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

４７ 〃 〃 〃X５６．７Y８６．３ 口径１１．４㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

４８ 〃 〃 〃X５７．５Y８６．９ 口径１２．２㎝、器高３．４㎝ 〃 底部厚い 奈良前期

４９ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１３．８㎝、器高３．３㎝ 〃 体部立つ 奈良中期

５０ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．５砂礫 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

５１ 〃 〃 〃X５７．３Y８５．７ 口径１２㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

５２ 〃 〃 〃砂 口径１１㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５３ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４ 口径１３㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

５４ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４ 口径１１．６㎝、器高３㎝ 〃 黒い砂粒多い

口縁部内面に油煙痕

〃

５５ 〃 〃 〃X５７．３Y８５．９ 口径１２㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

５６ 〃 〃 〃X５７．４Y８６ 口径１３．５㎝、器高３．２㎝ 〃 体部開く 奈良前期

５７ 〃 杯 〃砂 口径１２．２㎝、器高３．５㎝ 底部境丸い、 〃 奈良中期

５８ 〃 〃 〃砂 口径１３㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５９ 〃 〃 〃X５７．４Y８６ 口径１３㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

６０ 〃 〃 〃X５６．６Y８６．３ 口径１３㎝、器高３．５㎝ 〃 〃

内外面に漆（漆容器）

〃
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表１２－３ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

６１ 須恵器 杯 SD１１X５６．２Y８６．４砂礫 口径１３．８㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良中期

６２ 〃 〃 〃X５６．６Y８６．６他 口径１３㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜、 〃 奈良後期

６３ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．５砂礫 口径１２．２㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

６４ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１３㎝、器高３．２㎝ 〃 内面黒い 〃

６５ 〃 〃 〃砂 口径１２．４㎝、器高３．４㎝ 〃 底部小さい 平安前期

６６ 〃 〃 〃X５６．１Y８６．５砂礫 口径１２．８㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良中期

６７ 〃 〃 〃X５６．４Y８６．４ 口径１１．８㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

６８ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４ 口径１２．２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

６９ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１２．４㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜、 〃 奈良後期

７０ 〃 〃 〃X５６．４Y８６．４砂礫 口径１１．２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

７１ 〃 〃 〃X５７．２Y８５．９ 口径１１．６㎝、器高３㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良中期

７２ 〃 〃 〃X５６．７Y８６．３ 口径１０㎝、器高３㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

７３ 〃 〃 〃砂 口径１０．２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

７４ 〃 〃 〃砂 口径１１．８㎝、器高３．８㎝ 〃 底部小さい 平安前期

７５ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４砂 口径１１㎝、器高２．８㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良中期

７６ 〃 〃 〃砂 口径１２．５㎝、器高３．１㎝ 底部境に稜、 〃 奈良後期

７７ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１１．５㎝、器高３．４㎝ 底部境丸い、 〃 奈良中期

７８ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１１．５㎝、器高３㎝ 底部境に稜、 〃 奈良後期

７９ 〃 〃 〃X５７．６Y８５．９ 口径１２．３㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

８０ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４ 口径１２．４㎝、器高２．８㎝ 底部境丸い、 〃 〃

８１ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．９ 口径１１．６㎝、器高３．１㎝ 底部境に稜、 〃

体部外面にヘラ書き「×」

〃

８２ 土師器 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１２．２㎝、器高４．５㎝ 底部境丸い、須恵器か 奈良中期

８３ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

８４ 〃 〃 〃X５４．５Y８７．５ 口径１１．７㎝、器高２．７㎝ 〃 内面黒色 〃

８５ 〃 椀 〃X５６．５Y８６．３砂礫 口径１７．８㎝、器高６．４㎝ 底部ヘラ切り、内外赤彩 奈良後期

８６ 〃 〃 〃砂 底径６．６㎝ 〃 茶色砂粒 〃

８７ 〃 甕 〃X５６．９Y８６．１ 口径１６㎝ 口縁端部短く反る 奈良前期か

８８ 〃 〃 〃X５７．１Y８６．１ 口径２４㎝ 口縁端部横に面取り 奈良後期

８９ 〃 〃 〃X６７．５Y８５．９ 口径２２㎝ 口縁端部立つ 平安前期

９０ 〃 製塩土器 〃 口径１４．６㎝ 棒状尖底型、橙色 飛鳥

９１ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．４ 口径１４㎝ 〃 〃

９２ 〃 〃 〃X５６．４Y８６．４ 口径１４㎝ 〃 〃

９３ 〃 〃 〃X５６．７Y８６．１ 口径９．６㎝ 〃 〃

９４ 〃 〃 〃 口径１０．６㎝ 〃 〃

９５ 〃 〃 〃X５５．４Y８６．７ 〃 〃

９６ 〃 〃 〃X不明Y８６．５砂礫 〃 〃

９７ 〃 〃 〃X５６．２Y８６ 胴径８㎝ 〃 〃

９８ 〃 〃 〃X５６．８Y８６．１ 〃 〃

９９ 〃 〃 〃X５６Y８６．５ 胴径８㎝ 〃 〃

１００ 〃 〃 〃X５６．２Y８５．７ 〃 〃

１０１ 〃 〃 〃X５６．４Y８６．５ 〃

１０２ 〃 〃 試掘 F－２２ 胴径９．６㎝ 棒状尖底型、橙色 〃

１０３ 〃 〃 SD１１X５５．５Y８６．５砂礫 胴径７㎝ 〃 〃

１０４ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．８ 胴径７㎝ 〃 〃

１０５ 〃 〃 〃X５６．２Y８６．８ 胴径８㎝ 〃 〃

１０６ 〃 〃 〃X５６．５Y８６．６Ⅰ層 胴径８㎝ 〃 〃
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表１２－４ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１０７ 土師器 製塩土器 SD１１X５５．４Y８６．６砂礫 胴径８．４㎝ 棒状尖底型、橙色 飛鳥

１０８ 須恵器 短頸壺 X５７．５Y８５．５Ⅲ層上 口径１３㎝ 口縁端部薄く胴部肩丸い 平安前期

１０９ 〃 〃 SD１１X５６．５Y８６．２他 口径１３㎝ 〃 〃

１１０ 〃 双耳瓶 〃X５７．１Y８６Ⅱ層他 胴径１８㎝ 胴部肩やや張る 〃

１１１ 〃 〃 〃X５７Y８６．１他 胴径２２㎝ 〃 〃

１１２ 〃 横瓶 〃X５７Y８６．１砂 口径１２．６㎝、器高２５㎝ 口唇部水平 奈良

１１３ 〃 甕 〃X５６．２Y８６．５砂 口径２１．４㎝ 〃 〃

１１４ 〃 横瓶 X５６．１Y８６．４Ⅰ層 口径１９．２㎝ 〃 〃

１１５ 〃 甕 SD１１X５５．５Y８６．５ 口径２１．３㎝、

器高４３．８㎝

口縁部肥厚

胴部格子叩き目

飛鳥

１１６ 〃 杯蓋 〃 X５６．５Y８６．５他 口径１４．８㎝ 口縁部に段 古墳後期

１１７ 〃 〃 X５５．９Y８６．７Ⅰ層 口径１２．６㎝、器高４㎝ 口縁部に稜 〃

１１８ 〃 〃 SD１１X５６．１Y８６．５他

砂礫

口径１３．４㎝ 口縁部に段、黒い砂粒 〃

１１９ 〃 〃 X５７．４Y８６．７他表土 口径１４．２㎝、器高４．２㎝ 口縁端部が細い 〃

１２０ 〃 〃 X５５．７Y８６．９砂礫 口径１０．６㎝、器高３．２㎝ 天井部平ら、小型 飛鳥前期

１２１ 〃 〃 不明 口径１５㎝ 口縁端部が細い 古墳後期

１２２ 〃 〃 X５７．４Y８６．７表土他 口径１３．６㎝、器高４．２㎝ 口縁部に段 〃

１２３ 〃 〃 X５７．４Y８６．７表土 口径１４．４㎝、器高４㎝ 〃 〃

１２４ 〃 〃 SD１１X５６．５Y８６．８他

砂礫

口径１４．４㎝、器高３．４㎝ 天井部丸い 飛鳥前期

１２５ 〃 〃 SD１１X５１．９Y８７．３砂礫 口径１３㎝、器高４．４㎝ 〃 〃

１２６ 〃 〃 〃 砂 口径１３．４㎝、器高３．９㎝ 〃 〃

１２７ 〃 〃 SD１１砂 口径１３．４㎝、器高３．８㎝ 〃 〃

１２８ 〃 〃 X５５．９Y８６．５Ⅰ層 口径１３．５㎝、器高３．４㎝ 天井部平ら 飛鳥前期

１２９ 〃 〃 X５５．９Y８６．６砂礫 口径１３㎝、器高４㎝ 天井部削り 古墳後期

１３０ 〃 〃 X５７．４Y８６．７他 口径１３．５㎝、器高４．２㎝ 口縁端部が細い 〃

１３１ 〃 〃 X５５．９Y８６．６砂礫 口径１６．８㎝、器高４．２㎝ 〃 〃

１３２ 〃 杯蓋 SD１１X５５．８Y８６．６他

砂礫

口径１７．６㎝、器高３．６㎝ 宝珠つまみ、かえり付く 飛鳥後期

１３３ 〃 〃 SD１１X５６．２Y８６．５砂礫 口径１０．５㎝ 天井高くかえり付く 飛鳥前期

１３４ 〃 杯 SD１１X５７．４Y８６他

砂礫

口径１２．８㎝、器高５㎝ 立ち上がりわずかに立つ 〃

１３５ 〃 〃 SD１１X５６．２Y８６．４砂礫 口径１２．５㎝、器高３．７㎝ 〃

底部外面にヘラ書き「三」

〃

１３６ 〃 〃 X５５．９Y８６砂 口径１０．６㎝、器高２．６㎝ 立ち上がり低い 〃

１３７ 〃 〃 不明 口径９．８㎝ 〃 〃

１３８ 〃 〃 X５５．８Y８６．５ 口径１２．５㎝、器高４．１㎝ 立ち上がりやや高い

底部外面にヘラ書き「 」

〃

１３９ 〃 〃 X５７．５Y８６．８ 口径１２．２㎝、器高４．４㎝ 立ち上がりやや高い 〃

１４０ 〃 〃 X５５．７Y８６．７ 口径１３．８㎝、器高４．４㎝ 〃 〃

１４１ 〃 〃 X５７．５Y８６．８ 口径１２．５㎝、器高４．５㎝ 立ち上がりやや高い

底面に自然釉

〃

１４２ 〃 〃 X５５．７Y８６．７他砂礫 口径１２．７㎝、器高４㎝ 立ち上がりやや高い 〃

１４３ 〃 〃 SD１１X５６．５Y８６．４ 口径１２．２㎝、器高４．２㎝ 立ち上がり低い 〃

１４４ 〃 高杯 SD１１X５６．２Y８６．５ 口径１１㎝ 体部に２本の稜 〃

１４５ 土師器 杯 X５６．５Y８６．５ 口径１１．８㎝、器高４．６㎝ 口縁端部外反、内側に稜 古墳後期
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表１２－５ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１４６ 土師器 杯 X５５．９Y８６．５ 口径１３．４㎝、器高４．８㎝ 口縁端部内湾、外側に沈

線

古墳後期

１４７ 〃 〃 X５５．８Y８６．５ 口径１６㎝、器高５．４㎝ 口縁部直線的に開く 〃

１４８ 〃 〃 不明 口径１４．７㎝、器高５．４㎝ 口縁部内湾 〃

１４９ 〃 〃 X５６．５Y８６．５ 口径１５．４㎝、器高６．２㎝ 〃 皿状 〃

１５０ 〃 〃 SD１１X５６．２Y８６．５砂礫 口径１５．８㎝ 〃 〃

１５１ 〃 〃 試掘 F－２０ 口径１３㎝、器高４㎝ 口縁端部外反、内側に稜

内面黒色

〃

１５２ 〃 〃 X５６Y８６．７砂礫 口径１７㎝、器高４．８㎝ 〃 〃

１５３ 〃 〃 X５５．２Y８６．９砂礫 口径１８㎝、器高５．２㎝ 〃 〃

１５４ 〃 〃 X５６．４Y８６．５砂 口径１５㎝、器高４．８㎝ 〃 〃

１５５ 〃 〃 X５６．２Y８６．５ 口径１４．４㎝、器高５㎝ 〃 〃

１５６ 〃 〃 X５６．６Y８６．５Ⅰ層 口径１４㎝ 口縁部外反、内面黒色 〃

１５７ 〃 〃 X５６．５Y８６．５ 口径１４．２㎝ 口縁部外反、内側に稜

内面黒色

〃

１５８ 〃 〃 不明 口径１４．８㎝、器高４．２㎝ 口縁部外反、外側に稜

内面黒色

〃

１５９ 〃 〃 X５５．９Y８６．６砂礫 口径１６㎝ 〃 〃

１６０ 〃 〃 X５６．４Y８６．５礫 口径１５㎝ 〃 〃

１６１ 〃 〃 SD１１X５６．６Y８６．４ 口径１３．６㎝ 〃 〃

１６２ 〃 〃 X５６．５Y８６．５ 口径１５．７㎝ 〃 〃

１６３ 〃 〃 X５６．６Y８６．４ 口径１７．８㎝ 口縁部外反、外側に稜

内面黒色

〃

１６４ 〃 椀 X５５．９Y８６．５ 口径１６㎝、器高５．３㎝ 口縁部外反、内面黒色 〃

１６５ 〃 〃 X５７．６Y８６．９Ⅰ層 口径１４．８㎝ 口縁端部立つ 〃

１６６ 〃 〃 X５８．２Y８６．８ 口径１５．６㎝ 口縁端部外反 〃

１６７ 〃 〃 X５７．４Y８６．８Ⅰ層 口径１１．８㎝ 口縁部外反、外側に稜 〃

１６８ 〃 〃 SD１１X５６．２Y８６．４砂礫 口径１５．８㎝ 〃 〃

１６９ 〃 〃 SD１１X５５．５Y８６．５砂礫 口径１８㎝ 口縁部外反 〃

１７０ 〃 高杯 試掘 C－１９ 口径１８．８㎝

器高１３．３㎝

口縁部外反、脚端部水平

に近い

古墳中期

１７１ 〃 〃 〃 口径２５．４㎝、器高１８㎝ 〃 〃

１７２ 〃 〃 X５７．３Y８６ 口径１２．２㎝ 口縁部内湾 古墳後期

１７３ 〃 〃 X５６Y８６ 口径１８．６㎝ 口縁部開く 古墳中期

１７４ 〃 〃 X５７．３Y８５Ⅰ層 口径２３．２㎝ 口縁部直線的に開く 古墳中期

１７５ 〃 〃 X５５．７Y８６．５他砂礫 口径１５㎝ 口縁部外反、外側に稜 古墳後期

１７６ 〃 〃 X５７．１Y８６．６Ⅰ層 脚径１０．８㎝ 脚部屈曲なく開く 〃

１７７ 〃 〃 X５５．５Y８６．７Ⅰ層 脚径１０．４㎝ 〃 〃

１７８ 〃 〃 X５５．３Y８７砂礫・Ⅱ層 脚径１０．８㎝ 〃 外面赤彩 〃

１７９ 須恵器 平瓶 不明 口径５㎝、器高１２㎝ 環状把手が付く 〃

１８０ 土師器 甕 X５７．３Y８６．６Ⅰ層 口径１１．２㎝

器高１３．２㎝

底部平底傾向 飛鳥後期

１８１ 〃 〃 SD１１X５５．５Y８６．５砂礫 口径１３㎝、器高１３㎝ 胴部やや丸い 古墳後期

１８２ 〃 〃 X５６Y８６．５砂礫 口径１３㎝、胴径２２．８㎝ 胴部やや丸い 古墳後期

１８３ 〃 〃 X５７．４Y８６．６Ⅰ層 口径２０㎝、胴径２４．８㎝ 胴部長胴化 飛鳥後期

１８４ 〃 〃 不明 口径１５㎝、胴径１７．４㎝ 〃 〃

１８５ 〃 小型壺 X５６．１Y８６．６砂礫 口径８．６㎝、器高１５．６㎝ 胴部強く張る 古墳前期
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表１２－６ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１８６ 土師器 小型壺 不明 口径８．８㎝、器高１１．６㎝ 口縁部短く反る 飛鳥

１８７ 〃 〃 X５５Y８６．５ 胴径１２．２㎝ 底部平底傾向 〃

１８８ 〃 � X５７．３Y８６．８表土 胴径１１㎝ 胴部中央に丸い穴 古墳中期

１８９ 須恵器 杯蓋 X５５．９Y８６．６砂礫 口径１６．６㎝、器高３．６㎝ 口縁端部小さく内屈 奈良前期

１９０ 〃 〃 X５５．９Y８６．６表土 口径１５．６㎝、器高３．１㎝ 口縁端部外へ張る 〃

１９１ 〃 〃 X５５．８Y８７．４ 口径１５．８㎝、器高２．６㎝ 口縁端部三角 〃

１９２ 〃 〃 X５６．１Y８６．３表土 口径１４．８㎝ 口縁端部立つ 奈良中期

１９３ 〃 〃 X５５．７Y８６．６砂礫 口径１５．６㎝ 口縁端部小さく内屈 〃

１９４ 〃 〃 X５６Y８６．７Ⅰ層 口径１５．６㎝ 口縁端部折れる 〃

１９５ 〃 〃 試掘 F－２０ 口径１５．８㎝ 口縁端部外へ張る 〃

１９６ 〃 〃 X５７．５Y８６．１Ⅰ層 口径１７㎝ 口縁端部折れる 〃

１９７ 〃 〃 X５６．５Y８６．３ 口径１８．８㎝、器高３．６㎝ 口縁端部立つ 奈良前期

１９８ 〃 〃 E区 砂 口径１８．２㎝、器高３．４㎝ 口縁端部外へ張る 奈良中期

１９９ 〃 〃 X５５．８Y８６．７Ⅰ層 口径１８㎝、器高３．２㎝ 口縁端部三角 奈良前期

２００ 〃 〃 X５７．４Y８６ 口径１５．２㎝、器高２．６㎝ 〃 奈良中期

２０１ 〃 〃 X５５．９Y８６．６砂礫 口径１３．８㎝、器高３．２㎝ 口縁端部立つ 〃

２０２ 〃 〃 X５５．９Y８６．６砂礫 口径１５㎝、器高２．８㎝ 口縁端部三角 〃

２０３ 〃 〃 X５７．４Y８５．９ 口径１６．６㎝ 口縁端部折れる 奈良後期

２０４ 〃 〃 X５５．７Y８６．７ 口径１２．４㎝、器高２．９㎝ 口縁端部立つ、小型 〃

２０５ 〃 〃 X５７．４Y８６．８表土 口径１１．８㎝、器高２．２㎝ 口縁端部やや丸み 〃

２０６ 〃 高台杯 X５７．２Y８５．９ 口径１４．５㎝、器高４．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２０７ 〃 〃 X５７．３Y８６表土 口径１４．５㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

２０８ 〃 〃 X５５．９Y８６．７Ⅰ層 口径１４㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２０９ 〃 〃 X５５．８Y８６．８Ⅰ層 口径１３．４㎝、器高４．６㎝ 〃 〃 〃

２１０ 〃 〃 X５５．９Y８６．７Ⅰ層 口径１３㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 〃

２１１ 〃 〃 X５５．８Y８６．７Ⅰ層 口径１１．２㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

２１２ 〃 〃 X５７．４Y８５．８Ⅰ層 口径１１．５㎝、器高４．３㎝ 〃 〃 〃

２１３ 〃 〃 X５７．２Y８５．７ 口径１２㎝、器高３．３㎝ 〃 体部立つ 奈良中期

２１４ 〃 〃 X５５．９Y８６．７ 口径１０㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

２１５ 〃 〃 X５５．９Y８６．７砂礫 口径１４㎝、器高４㎝ 〃 体部開く 奈良前期

２１６ 〃 〃 X５５．６Y８６．７ 口径１２．５㎝、器高３．９㎝ 〃 〃 〃

２１７ 〃 〃 X５５．６Y８６．６ 口径１５㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２１８ 〃 〃 X５７．４Y８５．８ 口径１３．４㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２１９ 〃 〃 試掘 F－２０ 口径１３㎝、器高３．８㎝ 体部に稜 〃 奈良中期

２２０ 〃 〃 X５６．２Y８６．９ 口径１１．４㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い、 〃 〃

２２１ 〃 〃 X５５．８Y８６．７

X５６Y８６．５

口径１１．６㎝、器高３．３㎝ 〃 体部立つ 〃

２２２ 〃 〃 X５７．８Y８５．８Ⅰ層砂上 口径１０．８㎝、器高３．９㎝ 底部境に稜、 〃 奈良中期

２２３ 〃 〃 X５７．２Y８５．８ 口径８．６㎝、器高４．４㎝ 〃 〃

２２４ 〃 〃 X６７．４Y８５．８ 口径１２．８㎝、器高４㎝ 底部境丸い 体部開く 奈良前期

２２５ 〃 〃 X５６．６Y８６．２Ⅰ層 口径１０．８㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２２６ 〃 〃 X５５．８Y８６．７Ⅰ層 口径１２㎝、器高４．３㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

２２７ 〃 〃 X５６．４Y８６．９表土 口径１１．２㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２２８ 〃 〃 X５７．３Y８５．７ 口径１１㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２２９ 〃 〃 X５７．４Y８５．８表土 口径１１．３㎝、器高４．１㎝ 底部境丸い、体部立つ 奈良中期

２３０ 〃 〃 X５７．５Y８６．６ 口径１１．２㎝、器高３．９㎝ 底部境に稜、体部立つ 〃

２３１ 〃 〃 不明 口径１０．４㎝、器高４．３㎝ 底部境丸い、体部立つ 〃
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表１２－７ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

２３２ 須恵器 高台杯 X５７．４Y８５．４ 口径１３．３㎝、器高５㎝ 体部に稜、底部外面に墨

痕（転用硯）

奈良中期

２３３ 〃 〃 E区 砂 口径１６．２㎝、器高６．４㎝ 底部境丸い、体部立つ 奈良前期

２３４ 〃 甕 試掘 F－２０ 口径２４．５㎝ 口辺部に櫛描波状文 飛鳥

２３５ 〃 杯 X５７．４Y８５．９ 口径１４㎝、器高３．６㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２３６ 〃 〃 X５５．８Y８６．７ 口径１２．２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２３７ 〃 〃 X５５．９Y８６．６Ⅰ層 口径１２㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

２３８ 〃 〃 X５５．９Y８６．７Ⅰ層 口径１３．７㎝、器高３．５㎝ 底部境に稜、 〃 奈良中期

２３９ 〃 〃 E区 砂 口径１３．５㎝、器高３．６㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２４０ 〃 〃 X５５．９Y８６砂 口径１１．７㎝、器高３．６㎝ 底部境に稜、体部立つ

側面にヘラ書き「＋」

奈良中期

２４１ 〃 〃 X５５．９Y８６．５砂礫 口径１３．５㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜、体部開く 〃

２４２ 〃 〃 不明 砂 口径１２．２㎝、器高４㎝ 〃 体部立つ 〃

２４３ 〃 〃 X５７．３Y８６ 口径１２㎝、器高３．６㎝ 底部境に稜、 〃 平安前期

２４４ 〃 〃 X５７．４Y８６ 口径１２．６㎝、器高４㎝ 〃 〃 奈良中期

２４５ 〃 〃 X５５．８Y８６．６砂礫 口径１２．８㎝、器高３．２㎝ 〃 体部開く、生焼 奈良後期

２４６ 〃 〃 X５５．７Y８７Ⅰ層 口径１４．６㎝、器高３．４㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２４７ 〃 〃 X５７．４Y８５．５砂上Ⅰ層 口径１１．７㎝、器高４㎝ 底部境に稜、 〃 奈良中期

２４８ 〃 〃 X５７．３Y８５．８砂上 口径１２．７㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２４９ 〃 〃 E区 砂 口径１１．４㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い、 〃 〃

２５０ 〃 〃 X５７．３Y８５．８砂上 口径１２㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜、 〃 奈良後期

２５１ 〃 〃 X５６．５Y８６．４Ⅰ層 口径１１．８㎝、器高３㎝ 底部境丸い、 〃 奈良中期

２５２ 〃 〃 X５７．６Y８６Ⅰ層 口径１１．４㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２５３ 〃 〃 X５７．３Y８５．９砂上 口径１１．４㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜、 〃 〃

２５４ 〃 〃 X５６．６Y８６．４ 口径１１．８㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 奈良後期

２５５ 〃 〃 X５７．２Y８６ 口径１２．２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２５６ 〃 〃 X５７．３Y８５．９ 口径１５．６㎝、器高２．４㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

２５７ 〃 〃 X５５．９Y８６．７砂礫 口径１０．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

口縁内面に油煙痕

〃

２５８ 〃 〃 Ⅱ区 口径１３㎝、器高３．３㎝ 底部境丸い、体部開く 〃

２５９ 〃 〃 X５６．６Y８６．４ 口径１１．５㎝、器高３．１㎝ 〃 体部立つ 奈良中期

２６０ 〃 〃 X５７．３Y５５．３ 口径１２．５㎝、器高２．６㎝ 底部境に稜、体部開く 平安前期

２６１ 〃 〃 試掘 F－２０ 口径１３㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

２６２ 〃 〃 X５７Y８６ 口径１１㎝、器高３㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

２６３ 〃 〃 X５５．８Y８６．７Ⅰ層 口径１１㎝、器高２．９㎝ 〃 体部開く 〃

２６４ 〃 〃 試掘 F－２２ 口径１０．４㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２６５ 〃 〃 不明 口径１１．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 奈良後期

２６６ 〃 〃 試掘 F－２２ 口径１２．２㎝、器高３㎝ 底部境丸い、 〃

底面に墨書「良人」か

奈良中期

２６７ 土師器 〃 不明 口径１６㎝、器高４．３㎝ 底部境丸い、暗文 〃

２６８ 〃 〃 E区 口径１２．４㎝ 口縁部内湾、内外赤彩 〃

２６９ 〃 〃 X５５．８Y８６．７Ⅰ層 口径１１．２㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い、体部内湾 〃

２７０ 〃 〃 X５７．１Y８６．８Ⅰ層 口径１４．５㎝、器高５．５㎝ 〃 内面黒色 〃

２７１ 〃 〃 試掘 F－２０ 口径１８㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

２７２ 〃 〃 X５１．１Y８７．１ 口径１６㎝、器高４．６㎝ 〃 体部外反 〃

２７３ 〃 〃 不明 口径１９㎝ 〃 内外赤彩 〃

２７４ 〃 皿 X５６．１Y８６．３Ⅰ層 口径１７．８㎝、器高３．３㎝ 底部に丸み 〃
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表１２－８ １９８６年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

２７５ 土師器 皿 不明 口径１６㎝、器高３㎝ 口縁部内湾 奈良中期

２７６ 〃 甕 D区 口径２０．８㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

２７７ 〃 〃 X５６．５Y８６．３ 口径２２㎝ 〃 〃

２７８ 〃 〃 X５６．２Y８７．８Ⅰ層 口径１９．４㎝ 口縁部丸く外反 飛鳥後期

２７９ 〃 〃 不明 口径１９㎝ 口縁端部面取り 奈良中期

２８０ 〃 小型甕 E区 砂 口径１２．２㎝ 〃 〃

２８１ 〃 甑か X５５Y８６．７砂礫 口径２４㎝ 口縁端部外反 古墳後期

２８２ 〃 鍋 X５５．８Y８６．７Ⅰ層 口径３３．５㎝、器高２２㎝ 口縁部丸く外反 奈良前期

２８３ 〃 〃 不明 口径３９．５㎝ 口縁部短く外反 〃

２８４ 〃 〃 X５６．４Y８６．５Ⅰ層 口径３２㎝ 口縁端部面取り 奈良中期

２８５ 〃 〃 X５６．７Y８６．１ 口径３６㎝ 〃 〃

２８６ 土製品 土錘 X５７．２Y８０．６表土 長さ４．２㎝、径３㎝ 筒形 奈良

２８７ 〃 〃 X５５．２Y８７．３表土 長さ４．８㎝、径５．５㎝ 紡錘形 〃

２８８ 〃 支脚 SD１１X５４．７Y８７．５ 長さ１１㎝、基部径４．８㎝ 下部やや開がり上げ底 飛鳥

２８９ 〃 〃 X５４．７Y８７．５ 長さ１１．７㎝、径３．５㎝ 下部やや開がり平底 〃

２９０ 石製品 管玉 SD０５X５６．５Y８６．５ 長さ２．７㎝、径８㎜ 緑色凝灰岩 古墳

２９１ 〃 〃 X５７．４Y８６．８表土 長さ２．６㎝、径９㎜ 〃 〃

２９２ 木製品 曲物底板 SE０１ 径１９．４㎝、厚さ５㎜ 柾目、桜皮とじ、ヒノキ 江戸か

２９３ 〃 〃 不明 径６．５㎝、厚さ１㎝ 柾目、アスナロ 〃

２９４ 〃 〃 不明 径７．５㎝、厚さ４㎜ 柾目、スギ 〃

２９５ 〃 栓 X５７．５Y８５表土 長さ５．２㎝、上端径３㎝ スギ 〃

２９６ 〃 漆椀 不明 台径６．４㎝ 赤漆塗、トチノキ 江戸

２９７ 〃 下駄 不明 長さ１７．８㎝、幅７．８㎝ 柾目、モクレン属 〃

２９８ 〃 柱 SB０１－６ 太さ２４㎝ 芯持材、クリ 江戸か

２９９ 土師器 杯 X５５．５Y８６．７ 口径１４．５㎝、器高５．７㎝ 口縁部内湾、内面黒色 古墳後期

３００ 須恵器 高台杯 X５７．４Y８５．９溝埋土 台径８．５㎝ 底部境丸い

外底面に墨書「小長」か

奈良中期

３０１ 〃 〃 X５７．３Y８６溝 台径８．６㎝ 底部境丸い

外底面に墨書「吉足」

〃

３０２ 〃 〃 SD１１X５６．１Y８６．５砂礫 台径８㎝ 底部境丸い

外底面に墨書「古」

〃

３０３ 〃 杯 X５５．６Y８６．８溝状落ち込

み

外底面に墨書「衣丸」 〃

３０４ 〃 〃 X５６．１Y８６．１Ⅲ層 口径１２㎝、器高３．５㎝ 底部境丸い、白い砂粒

外底面に墨書「千」

〃

３０５ 〃 短頸壺 X不明Y８６．８ 口径１０．７㎝

器高１２．４㎝

胴部肩張る 奈良

３０６ 〃 壺 SD１１X５５．８Y８６．７ 口径１６．２㎝

器高２４．３㎝

胴部肩丸い 〃

３０７ 〃 甕 〃X５６．２Y８６．４ 口径２６．４㎝ 胴部肩張る 〃

３０８ 土師器 椀 SD１１X５６．４Y８６．１ 口縁部外反、内面黒色 古墳後期

３０９ 〃 〃 〃X５５Y８６．７砂礫 口縁部外反、外側に稜

内面黒色

〃

３１０ 土師器 杯 〃X５７．４Y８５．８ 口縁端部外反、内面黒色

口縁部に煤付着

〃

３１１ 〃 〃 X５６．４Y８６．７表土 口縁内湾 〃

３１２ 〃 〃 X５５Y８６．７Ⅰ層 口縁内湾 〃
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表１２－９ １９８６年度遺物一覧表�

表１３－１ １９８７年度遺物一覧表�

番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３１３ 土師器 甕 不明 口縁部立つ 古墳後期

３１４ 〃 甑 SD１１X５６．５Y８６．４ 口径２３㎝ 筒形、長胴 〃

３１５ 〃 甕 SD１１X５６．４Y８６．４ 口径１２㎝ くの字口縁 古墳後期

３１６ 〃 甑 不明 底径１０㎝ 縦ハケメ 飛鳥

３１７ 〃 小型土器 X不明Y８６．８Ⅰ層 口径２．７㎝、器高２㎝ 体部立つ 古墳後期

３１８ 〃 〃 X５７．２Y８６．３Ⅰ層 口径４㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

３１９ 土製品 羽口 SD１１X５６．１Y８６．６ 径６㎝ 外面溶解 平安前期か

３２０ 銅銭 不明 X５５．２Y８６．４土坑内 径２㎝ 無文、全部で９枚 江戸か

３２１ 須恵器 高台杯 SD１１X５６．２Y８６．５ 台径７㎝ 底部境丸い

底面に墨書「�」か

奈良後期

番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１ 土師器 甕 SB０９ 口径２０㎝ 有段口縁幅広外反 古墳初期

２ 〃 〃 〃 P７ 口径２０㎝ くの字口縁の反りが強い 〃

３ 〃 〃 〃 口径１９．５㎝ くの字口縁端部面取り 〃

４ 〃 〃 〃 底径３．５㎝ 底部 〃

５ 〃 〃 〃 口径１４㎝ 有段口縁幅広外反販 〃

６ 〃 〃 SD１０ 口径１５㎝、胴部径２０㎝ 〃 〃

７ 〃 〃 SD１５ 口径２０㎝ 〃 〃

８ 〃 〃 〃 口径１７㎝ 有段口縁、端部短く立つ 〃

９ 〃 〃 不明 口径１６㎝ くの字口縁、端部立つ 〃

１０ 〃 〃 C区 口径９㎝ 有段口縁に擬凹線 〃

１１ 〃 〃 D区Ⅱ層 口径１８㎝ 〃 〃

１２ 〃 〃 X５９．９Y８５ 口径１２㎝、器高２７．５㎝ 有段口縁、胴部丸い 〃

１３ 〃 〃 不明 口径３１㎝ 有段口縁幅広外反 〃

１４ 〃 壺 D区 口径１２．５㎝ 〃 〃

１５ 〃 〃 SX１６ 口径１６㎝ 〃 〃

１６ 〃 〃 B区 口径１３㎝ 有段口縁、内外赤彩 〃

１７ 〃 甕 試掘 F－１８ 口径１９㎝ くの字口縁 〃

１８ 〃 壺 X５９．２Y８５．４Ⅲ層 口径１３㎝ 有段口縁幅広 〃

１９ 〃 甕 X６０．２Y８５．７ 口径１４㎝ 有段口縁段くずれ 〃

２０ 〃 細頸壺 SD１０ 口径１０．５㎝ 有段口縁、内外赤彩 〃

２１ 〃 小型器台 X６０．２Y８６．３Ⅲ層 口径７．５㎝、器高７．５㎝ 口縁部内湾ぎみ 〃

２２ 〃 器台 SD１０ 底径１２．５㎝ 口縁部直線的に開く 〃

２３ 〃 細頸壺 不明 胴部径１６㎝ 粘土帯に擬凹線、赤彩 〃

２４ 〃 〃 〃 胴部径１６㎝ 粘土帯に刻み、赤彩 〃

２５ 〃 小型甕 SD１５ 口径９．５㎝、器高１０㎝ 口縁外反 〃

２６ 〃 蓋 X５８．３Y８５．６SB０４P４ 紐径３㎝ 紐が中実 〃

２７ 〃 甕 SD０６ 口径１６㎝、器高２７㎝ 有段口縁、胴部丸い 〃

２８ 〃 壺 SD１０ 胴部径２３㎝ 頸部長く、胴部中央強く 〃

２９ 〃 甕 X５８．６Y８５．６Ⅲ層 口径１７㎝、器高２５．５㎝ 口縁強く外反、底部丸底 古墳前期

３０ 〃 〃 b地区Ⅱ層 口径１４㎝、器高２４．５㎝ 〃 胴部丸い 〃

３１ 〃 〃 X５７．５Y８６．４ 口径１９．５㎝、 〃 〃 〃
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表１３－２ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３２ 土師器 甕 X５８．１Y８４．９Ⅲ層 口径１６㎝、器高２５㎝ 口縁強く外反、胴部丸い 古墳前期

３３ 〃 〃 X５７．４Y８５．５Ⅱ・Ⅲ層 口径２２㎝、器高３４㎝ 〃 〃 〃

３４ 〃 〃 X５９．３Y８５．３ 口径１６㎝、器高２７㎝ 口縁直線的に立つ 〃

３５ 〃 〃 X不明Y８６．５Ⅱ層 口径１５㎝、器高２８㎝ 〃 〃

３６ 〃 〃 SD１５X６０．５Y８６．２ 口径１６㎝、器高３６㎝ 口縁強く外反、胴部丸い 〃

３７ 〃 〃 X５８．６Y８４．９b地区 口径１３㎝ 口縁直線的に立つ 〃

３８ 〃 〃 G区 口径２３．５㎝ 口縁強く外反、胴部丸い 〃

３９ 〃 壺 X５９．３Y８４．９Ⅲ層 口径１７㎝ 口縁外面に稜を作る 〃

４０ 〃 甕 X６０．２Y８６．３ 口径２６㎝ 〃 〃

４１ 〃 小型壺 不明 Ⅲ層 口径９㎝、器高１３．５㎝ 胴部丸い、やや平底 〃

４２ 〃 〃 X５８．７Y８６．２ 口径７㎝、器高１０㎝ 〃 〃

４３ 〃 〃 X５８．１Y８５．８Ⅲ層 口径８㎝、器高９．８㎝ 〃 〃

４４ 〃 〃 X５７．６Y８６．２Ⅲ層 口径９．５㎝、器高１０㎝ 胴部丸い、やや平底 〃

４５ 〃 〃 X５８．４Y８５．６Ⅲ層 口径７㎝、器高７．５㎝ 〃 〃 〃

４６ 〃 〃 SD０７ 口径６．５㎝ 胴部やや肩張る 〃

４７ 〃 高杯 X６０．３Y８５．６ 口径１３．５㎝、器高１４㎝ 口縁部開き底部境に稜 〃

４８ 〃 〃 X５７．３Y８４．９ 口径１７．５㎝、器高１４㎝ 〃 〃

４９ 〃 〃 不明 口径１８㎝、器高１３．５㎝ 口縁部外反、底部丸み 〃

５０ 〃 〃 X６０．８Y８５．８ 口径２０㎝、器高１３㎝ 口縁部開き底部境に稜 〃

５１ 〃 〃 不明 底径１０．５㎝ 〃 〃

５２ 須恵器 杯蓋 SB０１P７ 口縁端部三角 奈良中期

５３ 〃 〃 〃 P９ 〃 〃

５４ 〃 〃 〃 P７ つまみ部 〃

５５ 〃 高台杯 〃 P４ 底径８㎝ 高台部 〃

５６ 〃 壺 〃 P４ 肩部に２条の沈線 〃

５７ 〃 杯 SB０８ 底径８㎝ 底部境に稜、体部開く 平安前期

５８ 〃 杯蓋 SK０１Ⅱ層 口径１２．５㎝、器高２．５㎝ 口縁端部折れる 〃

５９ 〃 高台杯 〃 SB１２ 口径１６．５㎝、器高６㎝ 口縁部直線的に開く 〃

６０ 〃 杯蓋 SK０７ 口径１４㎝ 口縁端部細く立つ 奈良中期

６１ 〃 〃 〃 口径１４㎝ 口縁端部短く立つ 〃

６２ 〃 瓶 〃 底径６㎝ 底部 〃

６３ 土師器 甕 F区 口径１７．５㎝ 口縁端部丸い 〃

６４ 〃 〃 〃 口径２１．５㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

６５ 〃 鍋 SK０７ 口径３０㎝ 口縁端部丸く立つ 〃

６６ 〃 甕 〃 口縁端部尖る 〃

６７ 〃 〃 〃 口縁端部肥厚 〃

６８ 〃 小型甕 〃 口径１０㎝ 口縁端部立つ 〃

６９ 〃 〃 SK０８ 口径７㎝ 口縁端部外反 奈良後期

７０ 土製品 土錘 SK０７ 長さ３．５㎝、径２㎝ 筒形 奈良か

７１ 〃 〃 〃 長さ３．５㎝、径３㎝ 紡錘形 〃

７２ 〃 〃 〃 長さ３．５㎝、径３㎝ 〃 〃

７３ 須恵器 杯蓋 SK０９ 口径１２．５㎝ 口縁端部折れる 平安前期

７４ 土師器 鍋 〃 口径３３㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

７５ 須恵器 杯蓋 SK１０ 口縁端部三角 〃

７６ 〃 〃 〃 〃 〃

７７ 土師器 甕 〃 口径１３．５㎝ 口縁端部尖る 〃

７８ 〃 〃 〃 口縁端部内湾 〃

― 70 ―



表１３－３ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

７９ 土師器 高杯 SK１０ 脚部 奈良後期

８０ 土製品 土錘 〃 長さ３㎝、径２㎝ 紡錘形 〃

８１ 須恵器 杯蓋 SK１１ 口径１１．５㎝ 口縁端部折れて丸い 平安前期

８２ 〃 〃 〃 口縁端部三角 〃

８３ 土師器 甕 〃 口縁端部尖る 〃

８４ 須恵器 杯蓋 〃 口径１２㎝ つまみ小さい 〃

８５ 〃 高台杯 〃 底部境に稜 〃

８６ 土師器 甕 〃 口縁端部尖る 〃

８７ 〃 〃 〃 口縁端部肥厚 〃

８８ 〃 鍋 〃 口縁端部尖る 〃

８９ 〃 〃 〃 口縁端部立つ 〃

９０ 須恵器 杯蓋 SK１２ 口径１２㎝、器高２．５㎝ 口縁端部丸い 〃

９１ 〃 〃 〃 口径１２㎝ 口縁端部折れる 〃

９２ 〃 杯 〃 口径１１㎝、器高２㎝ 底部境丸い、体部立つ 〃

９３ 〃 〃 〃 口径１０㎝ 体部開く 〃

９４ 土師器 甕 〃 口径１６㎝ 口縁端部丸く肥厚 〃

９５ 〃 〃 〃 口径２５㎝ 〃 〃

９６ 〃 〃 〃 口縁端部丸く立つ 〃

９７ 〃 鍋 〃 口径３５㎝ 口縁端部内面に肥厚 〃

９８ 〃 小型甕 〃 口径１１．５㎝ 口縁端部丸く立つ 〃

９９ 〃 甕 〃 口径１４㎝ 〃 〃

１００ 〃 鍋 〃 〃 〃

１０１ 〃 〃 〃 〃 〃

１０２ 須恵器 杯蓋 SK１３ 口縁端部折れて丸い 〃

１０３ 〃 〃 〃 口縁端部外へ開く 〃

１０４ 〃 高台杯 〃 底径１０．５㎝ 高台部 〃

１０５ 土師器 甕 〃 口縁端部丸く立つ 〃

１０６ 〃 〃 SK１４ 口縁端部三角 〃

１０７ 須恵器 〃 SK１５ 口縁部水平 奈良後期

１０８ 〃 杯蓋 SK１６ 口縁端部折れて丸い 平安前期

１０９ 〃 杯 SK１７ 口径１２㎝、器高２．５㎝ 底部境に稜、体部開く 奈良中期

１１０ 〃 〃 〃 口径１１．５㎝、器高３㎝ 底部境丸い、体部立つ 〃

１１１ 〃 杯蓋 〃 口縁端部三角 〃

１１２ 土師器 甕 F区 口縁部内湾 〃

１１３ 〃 鍋 SK１７ 口縁端部丸い 〃

１１４ 〃 甕 SX０１ 口縁端部丸く立つ 平安前期

１１５ 〃 〃 〃 SX０２ 〃 〃

１１６ 〃 〃 〃 〃 〃 〃

１１７ 〃 〃 〃 口縁端部尖る 奈良後期

１１８ 須恵器 杯蓋 SX０４ 口縁端部三角 奈良中期

１１９ 〃 杯 SX０５ 口径１１㎝、器高４㎝ 口縁部内湾ぎみに立つ 平安前期

１２０ 〃 高台杯 SX０５ 底径８．５㎝ 口縁部内湾ぎみに立つ 〃

１２１ 〃 杯 SX０６ 口径１３㎝、器高２．５㎝ 体部直線的に開く 奈良中期

１２２ 〃 杯蓋 〃 口縁端部三角 〃

１２３ 〃 高台杯 〃 台部 〃

１２４ 土師器 鍋 〃 口縁部肥厚 平安前期

１２５ 土製品 土錘 〃 長さ４．５㎝、径３㎝ 紡錘形 〃
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表１３－４ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１２６ 土製品 土錘 SX０６ 長さ４㎝、径３㎝ 紡錘形 平安前期

１２７ 須恵器 杯蓋 SX０７ 口縁端部丸く立つ 奈良後期

１２８ 〃 〃 〃 口縁端部三角 〃

１２９ 土師器 鍋 〃 口縁部肥厚 〃

１３０ 〃 〃 〃 口縁端部丸く立つ 〃

１３１ 〃 椀 〃 口径１３㎝ 体部開く 〃

１３２ 〃 鍋 〃 口縁部肥厚 〃

１３３ 須恵器 杯蓋 SD１１X５８．７Y８５．２ 口径１５．５㎝、器高２．５㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

１３４ 〃 〃 〃上 口径１６㎝、器高３㎝ 〃 〃

１３５ 〃 〃 〃中 口径１５．５㎝、器高３．５㎝ 〃 〃

１３６ 〃 〃 〃中 口径１６．５㎝、器高３㎝ 〃 〃

１３７ 〃 〃 〃下X５７．６Y８６ 口径１５．５㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

１３８ 〃 〃 〃中X５７．６Y８５．８ 口径１５㎝ 〃 〃

１３９ 〃 〃 〃X５７．４Y８５．９ 口径１６㎝ 〃 〃

１４０ 〃 〃 〃X５８．７Y８５．３ 口径１８．５㎝、器高２．５㎝ 口縁端部三角 奈良中期

１４１ 〃 〃 〃 口径１５．４㎝、器高２．７㎝ 口縁端部細く立つ 〃

１４２ 〃 〃 〃X５８．８Y８５．２他 口径１６．８㎝、器高１．７㎝ 口縁端部三角 〃

１４３ 〃 〃 〃X５８．７Y８５．３他 口径１７㎝ 〃 〃

１４４ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．４他 口径１４．８㎝、器高３．２㎝ 口縁端部立つ 〃

１４５ 〃 〃 〃 口径１５．２㎝、器高２．７㎝ 〃 〃

１４６ 〃 〃 〃 X５９Y８４．７他 口径１２．８㎝、器高２．８㎝ 口縁端部三角 〃

１４７ 〃 〃 〃中X５８．４Y８５．６ 口径１５．５㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

１４８ 〃 〃 〃上X５９Y８５．１ 口径１６㎝、器高３．２㎝ 口縁端部折れて丸い 奈良後期

１４９ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．７ 口径１２．８㎝、器高３㎝ 口縁端部折れて外反 〃

１５０ 〃 〃 〃中X５６．７Y８５．９ 口径１２．８㎝、器高３．３㎝ 口縁端部折れて立つ

天井部に漆記号「N」

〃

１５１ 〃 〃 〃上 口径１２．２㎝ 〃 〃

１５２ 〃 〃 〃 口径１３㎝、器高３．６㎝ 口縁端部細く立つ 〃

１５３ 〃 〃 〃上 口径１３．２㎝、器高２．５㎝ 口縁端部三角 〃

１５４ 〃 〃 〃上Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高２．８㎝ 口縁端部折れる 〃

１５５ 〃 〃 〃上X５９Y８５．１ 口径１２．８㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

１５６ 〃 〃 〃上 口径１２．２㎝、器高２．５㎝ 〃 〃

１５７ 〃 〃 〃上X５８．８Y８５ 口径１２．２㎝、器高２．９㎝ 〃 〃

１５８ 〃 〃 〃中X５８．２Y５７ 口径１２．２㎝、器高３㎝ 口縁端部小さい 〃

１５９ 〃 〃 〃上X５８．３Y８５．７ 口径１３㎝ 口縁端部折れる 〃

１６０ 〃 〃 〃下X５７．６Y８４．９ 口径１４㎝ 口縁端部三角 奈良中期

１６１ 〃 〃 〃 口径１２㎝ 口縁端部丸い 平安前期

１６２ 〃 〃 SD１１上Ⅱ層 口径１２㎝ 〃 〃

１６３ 〃 〃 〃X５７Y８５．１他Ⅱ層 口径１２．５㎝、器高２．８㎝ 口縁端部折れる 〃

１６４ 〃 〃 〃X５８．９Y８４．８Ⅱ層 口径１１．７㎝、器高２．３㎝ 〃 〃

１６５ 〃 〃 〃上Ⅱ層 口径１１．７㎝、器高２．４㎝ 〃 〃

１６６ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．１ 口径１２．５㎝、器高２．１㎝ 口縁端部小さい 〃

１６７ 〃 高台杯 〃X５７．７Y８６ 口径１４㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

１６８ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３他 口径１５．６㎝、器高４．６㎝ 〃 体部立つ 〃

１６９ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３他 口径１５．６㎝、器高４．５㎝ 〃 体部開く 〃

１７０ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１５㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

１７１ 〃 〃 〃中X５８．７Y８５．３他 口径１３．６㎝、器高４㎝ 〃 体部立つ 〃
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表１３－５ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

１７２ 須恵器 高台杯 SD１１中X５８．８Y８５．３ 口径１４㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い 体部開く 奈良前期

１７３ 〃 〃 〃上X５８．７Y８５ 口径１４㎝、器高４．２㎝ 〃 体部立つ 奈良中期

１７４ 〃 〃 〃下X５８．５Y８５．３ 口径１４．６㎝、器高４．５㎝ 底部境に稜、体部開く 〃

１７５ 〃 〃 〃上 口径１１㎝、器高４．３㎝ 〃 〃 〃

１７６ 〃 〃 〃 口径１１．５㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

１７７ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１１㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

１７８ 〃 〃 〃中下X５７．６Y８５．９ 口径１４．２㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

１７９ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１３㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

１８０ 〃 〃 〃上 口径１４㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 〃

１８１ 〃 〃 〃中X５８．９Y８４．９ 口径１５．２㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

１８２ 〃 〃 〃上X５８．９Y８５．３ 口径１３㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

１８３ 〃 〃 〃X５８．４Y８５．６ 口径１４㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

１８４ 〃 〃 〃上X５９Y８５ 口径１１．８㎝、器高４．２㎝ 底部境に稜 〃 奈良中期

１８５ 〃 〃 〃上 口径１１．５㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

１８６ 〃 〃 〃中下X５８．８Y８５他 口径１１．７㎝、器高３．９㎝ 〃 〃 〃

１８７ 〃 〃 〃中X５９Y８４．８ 口径１１．４㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

１８８ 〃 〃 〃上Ⅱ層 口径１１．２㎝、器高４．１㎝ 〃 〃 〃

１８９ 〃 〃 〃上X５８．７Y８５．１ 口径１２㎝、器高４㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

１９０ 〃 〃 〃 口径１４㎝、器高４．３㎝ 〃 〃 〃

１９１ 〃 〃 〃Ⅱ層 口径１４㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

１９２ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．７ 口径１３㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 〃

１９３ 〃 〃 〃X５８Y８５．３ 口径１２．５㎝、器高４．９㎝ 〃 〃 〃

１９４ 〃 〃 〃上 口径１２㎝、器高４㎝ 底部境に稜 〃 奈良中期

１９５ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１１㎝、器高４．３㎝ 〃 体部立つ 〃

１９６ 〃 〃 〃中X５８．４Y８５．６ 口径１１．２㎝、器高４㎝ 〃 体部開く 〃

１９７ 〃 〃 〃上 口径１１㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

１９８ 〃 〃 〃上X５９Y８５ 口径１１．４㎝、器高４．５㎝ 底部境丸い 〃 〃

１９９ 〃 〃 〃下X５７．６Y８６．８ 口径１２㎝、器高３．９㎝ 〃 〃 〃

２００ 〃 〃 〃X５８．３Y８５．５ 口径１２㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

２０１ 〃 〃 〃上X６２Y８２．５ 口径８．８㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

２０２ 〃 〃 〃上X５９．１Y８５ 口径１１．２㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２０３ 〃 〃 〃X５８．３Y８５．５ 口径１１㎝、器高４㎝ 〃 体部立つ 〃

２０４ 〃 〃 〃上X５７．３Y８５．７ 口径１０．２㎝、器高４．６㎝ 底部境に段がない 平安前期

２０５ 〃 〃 〃上Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高４．３㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良中期

２０６ 〃 〃 〃上 口径１０．６㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２０７ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１４．４㎝、器高５㎝ 〃 〃 〃

２０８ 〃 〃 〃下X５８．７Y８５ 口径１５．６㎝、器高６㎝ 〃 〃 〃

２０９ 〃 〃 〃上X５８．７Y８５ 口径１５．５㎝、器高６．４㎝ 底部境に稜、 〃 奈良中期

２１０ 〃 〃 〃 口径１４㎝、器高５．１㎝ 〃 体部立つ 〃

２１１ 〃 〃 〃X５８．１Y８５．８他 口径１６㎝、器高６．３㎝ 底部境に段がない 平安前期

２１２ 〃 〃 〃X６０Y８６．５他Ⅱ層 口径１５．４㎝、器高５．６㎝ 〃 〃

２１３ 〃 〃 〃X５８．２Y８５．７ 口径１４．８㎝、器高６㎝ 〃 〃

２１４ 〃 杯 〃上X５６．８Y８５．４ 口径１３．２㎝、器高３．５㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２１５ 〃 〃 〃中X５９Y８４．８他 口径１２．８㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

２１６ 〃 〃 〃上X５８．８Y８５．４ 口径１２㎝、器高３㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

２１７ 〃 〃 〃Ⅱ層 口径１３．２㎝、器高３．４㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

２１８ 〃 〃 〃上Ⅱ層 口径１１．２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃
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表１３－６ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

２１９ 須恵器 杯 SD１１中X５３．６Y８５．３ 口径１１．８㎝、器高３．６㎝ 底部境丸い、体部立つ 奈良前期

２２０ 〃 〃 〃上X５９．１Y８５ 口径１１㎝、器高３．４㎝ 〃 体部開く 〃

２２１ 〃 〃 〃中X５８．９Y８７．６ 口径１３．８㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２２２ 〃 〃 〃中X６８．９Y不明 口径１１㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２２３ 〃 〃 〃上X５８．９Y８５．３ 口径１３㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２２４ 〃 〃 〃中 口径１２．８㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２２５ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．４ 口径１２㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２２６ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１０．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２２７ 〃 〃 〃中X５９．７Y８５．９ 口径１１．４㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２２８ 〃 〃 〃上X５８．９Y８５．９他 口径１２．２㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２２９ 〃 〃 〃中X５９Y８４．８ 口径１１．８㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２３０ 〃 〃 〃中X５８．７Y８５．２ 口径１２．６㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２３１ 〃 〃 〃中 口径１２㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

２３２ 〃 〃 〃中X５９Y８４．８ 口径１３㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 〃

２３３ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．２ 口径１３．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２３４ 〃 〃 〃下X５８．７Y８５．２他 口径１２㎝、器高２．６㎝ 〃 〃 〃

２３５ 〃 〃 〃中X５８．９Y８５．４他 口径１１．８㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 〃

２３６ 〃 〃 〃上Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２３７ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１２．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２３８ 〃 〃 〃下X５７．７Y８６ 口径１２．６㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

２３９ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１１．４㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

２４０ 〃 〃 〃中X５９．１Y８４．２他 口径１１．８㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２４１ 〃 〃 〃X５７．６Y８５．９ 口径１３．２㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２４２ 〃 〃 〃中X５７．６Y８５．８ 口径１１．２㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 〃

２４３ 〃 〃 〃下X５７．８Y８６ 口径１１．６㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

２４４ 〃 〃 〃上X５８．８Y８５．１ 口径１１．７㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

２４５ 〃 〃 〃上X５９Y８５ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２４６ 〃 〃 〃中X５９Y８５ 口径１２㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

２４７ 〃 〃 〃上 口径１１．６㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２４８ 〃 〃 〃X５７．５Y８５．８ 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２４９ 〃 〃 〃下X５７．６Y８５．８他 口径１２．８㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２５０ 〃 〃 〃上X５９Y８５ 口径１２．４㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２５１ 〃 〃 〃上X５９Y８４．９他 口径１１．３㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２５２ 〃 〃 〃上X５７．７Y８６ 口径１２㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

２５３ 〃 〃 〃上X５７．７Y８６ 口径１１．８㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２５４ 〃 〃 〃中X５８．７Y８５．２ 口径１２．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２５５ 〃 〃 〃上X５９Y８５．２ 口径１１．８㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２５６ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２５７ 〃 〃 〃上 口径１０．８㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２５８ 〃 〃 〃中 口径１２㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２５９ 〃 〃 〃上X５９Y８５Ⅱ層 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２６０ 〃 〃 〃上 口径１２㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

２６１ 〃 〃 〃上X５９Y８４．９ 口径１１．６㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２６２ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１１．４㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２６３ 欠 番

２６４ 須恵器 杯 〃中 口径１３．２㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２６５ 〃 〃 〃中X５４Y８４．９ 口径１２．８㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃
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表１３－７ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

２６６ 須恵器 杯 SD１１上X５８．７Y８５ 口径１３㎝、器高３．３㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

２６７ 〃 〃 〃 口径１２㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜 〃 奈良中期

２６８ 〃 〃 〃 上X５８．８Y８５．１他

Ⅱ層

口径１２．４㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 〃

２６９ 〃 〃 〃上X５９Y８５．３ 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２７０ 〃 〃 〃中X５８．１Y８５．８ 口径１２．４㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

２７１ 〃 〃 〃中 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２７２ 〃 〃 〃上X５９Y８４．８ 口径１１．６㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

２７３ 〃 〃 〃中X５８．４Y８５．５他 口径１１．６㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

２７４ 〃 〃 〃下X５８．５Y８５ 口径１２．４㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２７５ 〃 〃 〃上 口径１２．２㎝、器高３．６㎝

口径１１．８㎝、器高３．２㎝

〃 〃 〃

２７６ 〃 〃 〃Ⅱ層 〃 〃 〃

２７７ 〃 〃 〃上X５９Y８４．９ 口径１２．４㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

２７８ 〃 〃 〃中X５７．６Y８５．８ 口径１２．２㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

２７９ 〃 〃 〃中X５７．６Y８５．９ 口径１１．６㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 〃

２８０ 〃 〃 〃上X５８．８Y８４．７ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２８１ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１２㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２８２ 〃 〃 〃下X５７．６Y８６．８ 口径１２㎝、器高２．９㎝

口径１２㎝、器高４㎝

〃 〃 〃

２８３ 〃 〃 〃X５８．７Y８５．３ 〃 〃 〃

２８４ 〃 〃 〃上X５９．１Y８５．２他 口径１２．４㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

２８５ 〃 〃 〃上X５９．１Y８５．２ 口径１３㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２８６ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１１．３㎝、器高２．７㎝ 〃 〃 〃

２８７ 〃 〃 〃上X５８．８Y８４．９ 口径１２．４㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２８８ 〃 〃 〃上X５９Y８５ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２８９ 〃 〃 〃上X５９Y８４．９他 口径１３㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

２９０ 〃 〃 〃中X５７．６Y８５．８ 口径１２．４㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

２９１ 〃 〃 〃上X５８．８Y８５．４ 口径１２．４㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

２９２ 〃 〃 〃上X５９．１Y８４．９ 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃

２９３ 〃 〃 〃上X５８．３Y８４．９ 口径１２．８㎝、器高３．３㎝ 底部境丸い 〃 〃

２９４ 〃 〃 〃中X５８．７Y８５．２ 口径１３㎝、器高４㎝ 〃 体部立つ 〃

２９５ 〃 〃 〃中X５９．１Y８４．９他 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜、体部開く 奈良後期

２９６ 〃 〃 〃上 口径１１．６㎝、器高３㎝

口径１２．７㎝、器高３．２㎝

〃 〃 〃

２９７ 〃 〃 〃中X５４Y８４．８他 底部境丸い 〃 奈良中期

２９８ 〃 〃 〃Ⅱ層 口径１２．６㎝、器高３㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

２９９ 〃 〃 〃中下X５８．８Y８４．９ 口径１２．８㎝、器高３㎝

口径１１．４㎝、器高３．３㎝

底部境丸い 〃 奈良中期

３００ 〃 〃 〃下X５８．５Y８５．４ 底部小さい 平安前期

３０１ 〃 〃 〃Ⅱ層 口径１２㎝、器高３㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

３０２ 〃 〃 〃上X５９Y８５．１ 口径１２．５㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 奈良中期

３０３ 土師器 〃 〃上X５８．２Y８５．７ 口径１２．７㎝、器高３．７㎝ 底部小さい 〃 平安前期

３０４ 須恵器 〃 〃上X５８．３Y８５．６ 口径１２．６㎝、器高３．４㎝ 〃 〃

３０５ 〃 〃 〃X５８．４Y８５．６ 口径１２㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

３０６ 〃 〃 〃上 口径１２．６㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

３０７ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５ 口径１３．３㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

― 75 ―



表１３－８ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３０８ 須恵器 杯 SD１１X５８．４Y８５．６ 口径１２㎝、器高２．９㎝ 底部小さい、体部開く 平安前期

３０９ 〃 〃 〃上X５８．２Y８５．７ 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３１０ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．７ 口径１２㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

３１１ 〃 〃 〃 口径１２㎝、器高２．６㎝ 〃 〃 〃

３１２ 〃 〃 〃X５８．３Y８５．７ 口径１３．４㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

３１３ 〃 〃 〃中 口径１３．２㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

３１４ 〃 〃 〃X５７．６Y８５．９ 口径１２㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

３１５ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．５ 口径１２㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

３１６ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．７他 口径１１．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

３１７ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５，５ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

３１８ 〃 〃 〃上 口径１１．４㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３１９ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．７ 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３２０ 〃 〃 〃上X５８．２Y８５．７ 口径１２．６㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

３２１ 〃 〃 〃中 口径１１．８㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

３２２ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．５ 口径１２．６㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３２３ 〃 〃 〃上 口径１３㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

３２４ 〃 〃 〃中X５８．２Y８５．７ 口径１３．２㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

３２５ 〃 〃 〃中X５８．４Y８５．６ 口径１２．８㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

３２６ 〃 〃 〃上X５８．２Y８５．７

Ⅱ層

口径１１．８㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３２７ 〃 〃 〃中X５８．７Y８５ 口径１２．４㎝、器高３．９㎝ 〃 〃 〃

３２８ 〃 〃 〃中 口径１１．８㎝、器高３．８㎝ 〃 〃生焼 〃

３２９ 〃 〃 〃中上X５７．３Y８５．７

他

口径１２．４㎝、器高３．５㎝ 〃 〃 〃

３３０ 〃 〃 〃上X５８．３Y８５．６ 口径１２．４㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

３３１ 〃 〃 〃上X５８．２Y８５．７ 口径１２．２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３３２ 〃 〃 〃上 口径１１．８㎝、器高２．９㎝ 〃 〃 〃

３３３ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．５ 口径１２．５㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

３３４ 〃 〃 〃上 口径１２．４㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

３３５ 〃 〃 〃上 口径１３㎝、器高３．４㎝ 〃 〃生焼 〃

３３６ 〃 〃 〃 口径１２．８㎝、器高３．９㎝ 〃 〃 〃

３３７ 〃 〃 〃X５８．５Y８５．６ 口径１５．６㎝、器高２．２㎝ 〃 〃 〃

３３８ 〃 杯蓋 〃中 口径１５㎝ 口縁端部折れる

内面に墨書「長岡神祝」

〃

３３９ 〃 〃 〃上 X５９．１Y８５ 口径１２．８㎝ 口縁端部三角

内面に墨書「大祝」

奈良後期

３４０ 〃 高台杯 〃中 X５８．７Y８４．９ 口径１１．５㎝、器高４．６㎝ 底部境に稜、白い砂粒

底部裏面に墨書「長岡」

平安前期

３４１ 〃 〃 〃上 X５８．８Y８５ 底径７㎝ 底部境に稜

底部裏面に墨書「大社祝」

〃

３４２ 〃 〃 〃C－３区 底径６．６㎝ 底部境に稜

底部裏面に墨書「祢宜」

〃

３４３ 〃 〃 〃中 X５９．６Y８５．８ 口径１１．５㎝、器高４㎝ 底部境が丸い

底部裏面に墨書「真茂」

奈良後期

３４４ 〃 杯 〃中 X５８．３Y８５．５ 口径１１．８㎝、器高３㎝ 底部小さい、体部開く

白と黒の砂粒目立つ

底部裏面に墨書「小継」

平安前期
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表１３－９ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３４５ 須恵器 杯 SD１１中 X５７．６Y８５．８ 口径１２．５㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜、体部開く

底部裏面に墨書「衣女」

奈良後期

３４６ 〃 杯蓋 〃中 X５８．２Y８５．７ 口径１３㎝、器高２．２㎝ 口縁端部折れる

天井部に墨書「竹長」

〃

３４７ 〃 杯 SD１１中 X５９Y８４．８ 口径１２．２㎝、器高３㎝ 底部境に稜、体部開く

底部裏面に墨書「二」

奈良後期

３４８ 〃 〃 〃 中 X５８．３Y８５．５ 口径１２．４㎝、器高３㎝ 底部小さい、体部開く

口縁部外面に墨書「中」

平安前期

３４９ 土師器 椀 〃 中 X５８．７Y８４．９ 底径５．２㎝ 底部回転糸切り

底部裏面に墨書「主」

則天文字か

〃

３５０ 須恵器 杯蓋 〃 SX１８ 口径１６．５㎝ 口縁端部三角

内面にヘラ書き「一」

内面に漆付着

奈良中期

３５１ 〃 〃 Ⅰ・Ⅱ層 口径１３．５㎝、器高２．４㎝ 口縁端部折れ、白い砂粒

内面にヘラ書き「一」

平安前期

３５２ 〃 〃 〃上 扁平つまみ

内面にヘラ書き「×」

奈良中期

３５３ 〃 高台杯 SD１１中X５９．７Y８５．９ 口径１２㎝、器高４．４㎝ 底部境が丸い、体部開く

口縁部外面にヘラ書き

「×」

奈良後期

３５４ 〃 〃 〃下 底径７㎝ 底部境に稜、体部立つ

外底面にヘラ書き「×」

〃

３５５ 〃 〃 〃上X５８．７Y８５．２ 口径１４．５㎝、器高４㎝ 底部境が丸い、体部開く

外底面にヘラ書き「扱」

奈良前期

３５６ 〃 〃 〃X５７．６Y８６Ⅱ層 底径１０㎝ 外底面にヘラ書き「×」 〃

３５７ 〃 〃 〃上X５９Y８４．８ 底径１０㎝ 底部境に稜、白い砂粒

内底面にヘラ書き「×」

〃

３５８ 〃 〃 〃上 口径１１㎝、器高４．２㎝ 底部境が丸い

外底面にヘラ書き「一」

〃

３５９ 〃 杯 C区 口径１２㎝、器高３．２㎝ 底部厚い

外底面にヘラ書き「×」

〃

３６０ 〃 高台杯 X５９．５Y８６他 口径１７．５㎝、器高４．６㎝ 底部境が丸い 奈良前期

３６１ 〃 〃 SD１１X５７Y８６他 口径１３．５㎝、器高４㎝ 底部境に稜、体部開く

外底面にヘラ書き「 」

奈良中期

３６２ 〃 杯 D区Ⅱ層 口径１２．５㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜、体部開く

口縁部外面にヘラ書き

「×」

〃

３６３ 〃 高台杯 SD１１下X５８．７Y８５．２ 口径１１．５㎝、器高４㎝ 底部境に稜、体部開く

外底面にヘラ書き「×」

〃

３６４ 〃 〃 〃X５７．７Y８６ 口径１４．４㎝、器高４．４㎝ 底部境に稜

敷物の圧痕

奈良前期

３６５ 〃 杯 〃中 底径８㎝ 底部小さい、体部開く

外底面にヘラ書き「×」

平安前期

３６６ 〃 高台杯 〃X５８．９Y８４．８ 口径１１．８㎝、器高４㎝ 底部境に稜、体部立つ

敷物の圧痕

奈良中期
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表１３－１０ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３６７ 須恵器 高台杯 G区Ⅱ層 口径１５㎝、器高４㎝ 底部境丸い、体部開く

外底面にヘラ書き「一」

奈良中期

３６８ 〃 杯蓋 SD１１上 口径１４．８㎝ 口縁端部折れる 平安前期

３６９ 〃 杯 SD１１上X５７．８Y８６．４ 口径１２．５㎝、器高４㎝ 底部境に稜、体部立つ

外底面に漆記号「＋」

奈良中期

３７０ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．５ 口径１２㎝、器高３．４㎝ 底部小さい、体部開く

内面に漆（漆容器）

平安前期

３７１ 須恵器 高台杯 SD１１下X５８．７Y８５．４ 口径１１．４㎝、器高２．８㎝ 底部境に稜、口縁部を欠

く、内面に漆（漆容器）

奈良後期

３７２ 〃 〃 〃上X５８．８Y８５．２ 口径１０．８㎝、器高４㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良後期

３７３ 〃 杯 〃X５８．４Y８５．６ 口径１１．８㎝、器高３㎝ 底部小さい、体部開く、

口縁部内外に油煙痕（灯

明皿）

平安前期

３７４ 〃 〃 〃上X５９Y８５．１ 口径１２．２㎝、器高３㎝ 〃 〃

３７５ 〃 円面硯 X６０Y８６～８６．５ 口径１０．５㎝ 透かし穴あり 〃

３７６ 土師器 杯 SD１１下 口径１２㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い、体部開く

内面黒色

奈良中期

３７７ 〃 〃 〃中 口径１６．５㎝、器高４．６㎝ 底部境丸い、体部外反

外面赤彩

〃

３７８ 〃 〃 〃 口径１８㎝、器高６㎝ 〃 〃 〃

３７９ 〃中 口径１７．８㎝、器高３．８㎝ 〃 暗文

内外面赤彩

〃

３８０ 〃 〃 〃中 口径１７．２㎝、器高４．８㎝ 口縁部外反、内外赤彩 〃

３８１ 〃 椀 〃X５８Y８５．３ 口径１５．８㎝、器高７㎝ 口縁部内湾、ヘラ切り平

底、内面黒色

奈良後期

３８２ 〃 杯 〃中 口径１３㎝ 体部開く、内面黒色 奈良中期

３８３ 〃 〃 〃X５７．３Y８５．７ 口径１５．８㎝、器高５．６㎝ 〃 ヘラ切り平底

内面黒色

奈良後期

３８４ 〃 〃 〃上 口径１５．２㎝ 体部開く、内面黒色 〃

３８５ 〃 〃 〃中X５８．１Y８５．８ 口径１２．６㎝、器高２．８㎝ 底部小さい、体部開く

底部回転糸切り、外面赤

彩

平安前期

３８６ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．５ 口径１０㎝、器高５．７㎝ 体部立つ、ヘラ切り平底

内面黒色

奈良後期

３８７ 〃 〃 〃上 口径１１．６㎝、器高３．８㎝ 体部開く、ヘラ切り平底

内外面赤彩

〃

３８８ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．７ 口径１１．２㎝、器高３．９㎝ 口縁部内湾、箆切り平底

内面黒色

〃

３８９ 〃 〃 〃中 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 体部開く、ヘラ切り平底

内外面赤彩

〃

３９０ 〃 高台皿 〃中X５８．２Y８５．７ 底径６㎝ 底部回転糸切り

内面赤彩

〃

３９１ 〃 〃 〃X５８．２Y８５．７ 底径７㎝ 〃 〃

３９２ 〃 高台椀 〃上 底径８．２㎝ 高台部、内面黒色 〃

３９３ 〃 杯 〃X５８．６Y８５．２ 口径１３．８㎝、器高２．６㎝ 口縁内湾、内外面赤彩 奈良中期

３９４ 須恵器 〃 〃中 口径１２．８㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

３９５ 〃 〃 〃中 口径１４㎝、器高３㎝ 口縁開く、内面黒色 〃
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表１３－１１ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

３９６ 須恵器 杯 SD１１X５７．７Y８６．２ 口径１３．８㎝ 口縁内湾、内外面黒色 奈良中期

３９７ 〃 〃 〃X５８．９Y８５．３ 口径１４㎝、器高３㎝ 口縁開く、内面黒色 〃

３９８ 〃 〃 〃中X５８．４Y８５．５ 口径１９．２㎝ 口縁内湾、 〃 〃

３９９ 〃 〃 〃中 口径１３㎝、器高３㎝ 口縁開く、 〃 〃

４００ 〃 〃 〃X５８．８Y８５．４ 口径１４．８㎝ 〃 〃 〃

４０１ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径１３．４㎝ 〃 〃 〃

４０２ 〃 〃 〃下X５７．６Y８４．９ 口径１５㎝ 口縁部外反、外側に稜 古墳後期

４０３ 〃 〃 〃中 口径１５㎝ 〃 〃 〃

４０４ 〃 〃 〃X５８．２Y８５．６ 口径１６㎝ 〃 〃 〃

４０５ 〃 高杯 〃中X５８．８Y６５．４ 口径１４．８㎝ 口縁部内湾、内面黒色 奈良後期

４０６ 〃 〃 〃X５８．７Y８３．２ 口径１５㎝ 〃 〃 〃

４０７ 土師器 杯 〃中X５８．８Y８５．３ 口径約１４㎝ 口縁部内湾、内面黒色 奈良後期

４０８ 〃 〃 〃上X５７．６Y８４．７ 底径９．８㎝ 〃 〃 〃

４０９ 〃 甕 〃下X５７．７Y８６ 口径２８㎝ 口縁端部丸い 奈良中期

４１０ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．３ 口径２１㎝ 口縁端部面取り 〃

４１１ 〃 〃 〃上 口径１８．５㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

４１２ 〃 〃 〃X５８．２Y８５．７ 口径２１㎝ 〃 〃

４１３ 〃 〃 〃中X５８．７Y８５．７ 口径２２．４㎝ 〃 〃

４１４ 〃 鍋 〃下X５７．７Y８５．９ 口径３４㎝ 〃 〃

４１５ 〃 〃 〃中X５８．７Y８４．８ 不明 〃 〃

４１６ 〃 製塩土器 〃中X５９Y８５．１ 口径１０．５㎝ 棒状尖底型 飛鳥

４１７ 須恵器 横瓶 〃下X５７．２Y８６ 口径１１㎝、器高２３．８㎝ 口唇部水平 奈良中期

４１８ 〃 壺 〃X５８．８Y８５．５ 口径１１．８㎝ 〃 〃

４１９ 〃 把手付鍋 〃中X５８．４Y８５．５ 口径３５．６㎝ 胴部に環状把手 〃

４２０ 〃 双耳瓶 〃X５８．７Y８５．７ 口径１１．５㎝ 口縁部 平安前期

４２１ 〃 瓶 〃中X５８．４Y８５．６ 底径１８㎝ 胴部カキ目 奈良中期

４２２ 〃 杯蓋 試掘 F１８ 口径１３．６㎝ 口縁部に段がある 古墳後期

４２３ 〃 〃 Ⅲ層 口径１４．２㎝、器高４㎝ 口縁端部が細い 〃

４２４ 〃 〃 〃 口径１５㎝、器高４㎝ 〃 〃

４２５ 〃 杯 〃 口径１１．２㎝ 立ち上がりが長い 〃

４２６ 〃 〃 X５７．７Y８６．４Ⅱ層 〃 〃

４２７ 〃 〃 SD０６ 口径１１．８㎝ 立ち上がりがやや長い 飛鳥前期

４２８ 〃 〃 E区Ⅱ層 口径１１．４㎝ 〃 〃

４２９ 〃 〃 C区 口径１１．６㎝ 立ち上がりが短い 〃

４３０ 〃 〃 X５７．７Y８６ 口径０．５㎝ 〃 〃

４３１ 〃 〃 SD１１下X５８．７Y８５．４ 口径１２㎝ 〃 〃

４３２ 〃 〃 〃中X５８．８Y８５．４ 口径１０㎝ 〃 〃

４３３ 〃 杯蓋 〃下X５７．７Y８６ 口径１７㎝ 小さなかえり 飛鳥後期

４３４ 〃 〃 〃上 口径１７㎝ 〃 〃

４３５ 〃 〃 〃上 口径１８㎝ 〃 〃

４３６ 〃 〃 X６０Y８６．１Ⅱ層他 口径１６．２㎝、器高３．２㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

４３７ 〃 〃 E－３区Ⅱ層 口径１２㎝ 口縁端部折れる 奈良後期

４３８ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径１１．８㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

４３９ 〃 〃 F－１区Ⅰ層 口径１５㎝ 〃 〃

４４０ 〃 〃 SX６、E－２区 口径１２．８㎝ 〃 〃

４４１ 〃 〃 G－１区Ⅱ層 口径１６㎝ 口縁端部短い 〃
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４４２ 須恵器 杯蓋 不明 口径１６㎝、器高３．４㎝ 口縁端部立つ

天井部に漆付着

奈良前期

４４３ 〃 〃 G－５区Ⅱ～Ⅲ層 口径１６㎝ 口縁端部立つ 〃

４４４ 〃 〃 E－３区Ⅱ層 口径１８㎝、器高３㎝ 〃 〃

４４５ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 口径１７．２㎝ 〃 〃

４４６ 〃 〃 D－２区Ⅰ層 口径１５．６㎝、器高１．４㎝ 口縁端部細く立つ 奈良中期

４４７ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径６．２㎝、器高３．２㎝ 口縁端部嘴状 奈良前期

４４８ 〃 〃 F－３・４区Ⅱ層 口径１７．８㎝、器高２．８㎝ 口縁端部外へ開く 奈良中期

４４９ 〃 〃 SX１、F－５区Ⅱ層 口径１５．４㎝、器高２．８㎝ 口縁端部三角 〃

４５０ 〃 〃 SX６、D－１区、E－２

区Ⅰ・Ⅱ層

つまみ上面広い 〃

４５１ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径１６．８㎝ 口縁端部三角 〃

４５２ 〃 〃 E－３区Ⅰ・Ⅱ層 口径１５．２㎝、器高３㎝ 口縁端部立つ 奈良中期

４５３ 〃 〃 X６０．１Y８５．６Ⅱ層 口径１４．４㎝、器高２．７㎝ 口縁端部三角 〃

４５４ 〃 〃 X６０．１Y８６．５Ⅱ層 口径１５㎝ 〃 〃

４５５ 〃 〃 F－３・４区Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高２．６㎝ 口縁端部短い 奈良後期

４５６ 〃 〃 B－１区Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高２．７㎝ 〃 〃

４５７ 〃 〃 G－５区Ⅲ層 口径１６．６㎝ 〃 〃

４５８ 〃 〃 F－１区 口径１１．５㎝、器高２㎝ 口縁端部短い 平安前期

４５９ 〃 〃 F－２区Ⅱ層 口径１７．２㎝、器高３．９㎝ 口縁端部折れる 奈良後期

４６０ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 口径１６．４㎝、器高３㎝ 〃 〃

４６１ 〃 〃 D－２区Ⅱ層 口径１６㎝ 口縁端部短い 〃

４６２ 〃 〃 D－２区Ⅰ・Ⅱ層 口径１７．４㎝ 口縁端部折れる 〃

４６３ 〃 〃 B－２区 口径１５．２㎝ 〃 〃

４６４ 〃 〃 C－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高２．９㎝ 〃 〃

４６５ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 口径１３．２㎝、器高２．２㎝ 〃 〃

４６６ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 口径１２．６㎝、器高２．７㎝ 口縁端部三角 〃

４６７ 〃 〃 H－１・２区 口径１３．３㎝ 〃 〃

４６８ 〃 〃 F－３区Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高２．５㎝ 口縁端部丸い 平安前期

４６９ 〃 〃 E－３区Ⅰ・Ⅱ層 口径１４㎝、器高２．２㎝ 口縁端部内屈 奈良後期

４７０ 〃 〃 F－３・４区Ⅱ層 口径１６㎝、器高３㎝ 口縁端部丸い 平安前期

４７１ 〃 〃 F－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高２．７㎝ 口縁端部折れる 〃

４７２ 〃 〃 SX２２ 口径１３．８㎝ 口縁端部立つ 奈良後期

４７３ 〃 〃 B－３区Ⅰ層 口径１３．２㎝、器高３㎝ 口縁端部折れる 平安前期

４７４ 〃 〃 X６０．１Y８５．６ 口径１２㎝、器高２．５㎝ 口縁端部小さい 〃

４７５ 〃 〃 X６０．８Y８５．８ 口径１２㎝、器高２．６㎝ 口縁端部折れる 〃

４７６ 〃 〃 X６０．７Y８５．８ 口径１３㎝、器高２．２㎝ 〃 〃

４７７ 〃 〃 X５９．５Y８５他Ⅱ層 口径１３㎝、器高２．４㎝ 〃 〃

４７８ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 口径１２．８㎝ 〃 〃

４７９ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高２．６㎝ 口縁端部丸い 〃

４８０ 〃 〃 X５９．１Y８５．２ 口径１３．２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃

４８１ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１３．６㎝、器高１．４㎝ 〃 〃

４８２ 〃 〃 B－３区畦 口径１２．２㎝、器高２．８㎝ 〃 〃

４８３ 〃 〃 C－２区Ⅱ層 口径１１．２㎝、器高２．３㎝ 〃 〃

４８４ 〃 〃 F－４区Ⅱ層 口径１２㎝ 〃 〃

４８５ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１３．２㎝ 口縁端部折れる 〃

４８６ 〃 〃 E－３区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１㎝、器高２．６㎝ 〃 〃
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表１３－１３ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

４８７ 須恵器 杯蓋 C－４区Ⅱ層 口径１２㎝、器高２．５㎝ 口縁端部折れる 平安前期

４８８ 〃 〃 D－２Ⅱ層 口径１２．６㎝、器高２．５㎝ 〃 〃

４８９ 〃 〃 SX１、F－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径１３．７㎝ 〃 〃

４９０ 〃 〃 C－２区Ⅱ層 口径１１．５㎝、器高２．１㎝ 〃 〃

４９１ 〃 〃 SD１１、C－１区 口径１２．８㎝ 〃 つまみ無し 〃

４９２ 〃 〃 SX１７、E－３区 口径１６．６㎝ 口縁端部細く立つ 奈良前期

４９３ 〃 高台杯 G－４区Ⅱ・Ⅲ層 口径１７㎝、器高４．４㎝ 底部境丸い、体部開く 〃

４９４ 〃 〃 X６１Y８５．９ 口径１４．８㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

４９５ 〃 〃 SX、E－８区 口径１４．６㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 〃

４９６ 〃 〃 G－４区Ⅱ・Ⅲ層 口径１５㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

４９７ 〃 〃 SD１１中X５８．８Y８５．３ 口径１４．６㎝、器高３．８㎝ 体部に稜部 奈良中期

４９８ 〃 〃 E－２区 口径１４㎝、器高４．４㎝ 底部境丸い 体部立つ 〃

４９９ 〃 〃 SD１１X５８Y８５．３ 口径１３．１㎝、器高３．４㎝ 〃 体部開く 〃

５００ 〃 〃 E－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径１４㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

５０１ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径１４㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

５０２ 〃 〃 X６０．９Y８５．９ 口径１１．８㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

５０３ 〃 〃 F－３・４区Ⅱ層 口径１４㎝、器高３．５㎝ 底部境に稜 〃 〃

５０４ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１４㎝、器高４．２㎝ 底部境丸い 〃 〃

５０５ 〃 〃 E－３区 口径１４㎝、器高４．４㎝ 〃 〃 〃

５０６ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５０７ 〃 〃 A－２区Ⅰ・Ⅱ層 口径１３．５㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

５０８ 〃 〃 X５８．５Y８６．５Ⅱ層 口径１２．２㎝、器高３．８㎝ 底部境に稜 〃 奈良中期

５０９ 〃 〃 E－４区Ⅱ層 口径１３㎝、器高３．４㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

５１０ 〃 〃 A－１区Ⅰ層 口径１１．５㎝、器高４㎝ 底部境に稜 体部立つ 奈良中期

５１１ 〃 〃 F－４区Ⅱ層 口径１１㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

５１２ 〃 〃 X５８．８Y８６．５Ⅱ層 口径１１．２㎝、器高３．９㎝ 底部境丸い 〃 〃

５１３ 〃 〃 F－４区Ⅱ層 口径１１㎝、器高４㎝ 〃 〃 奈良前期

５１４ 〃 〃 C区Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高５．１㎝ 底部境に稜 体部開く 奈良中期

５１５ 〃 〃 SD１１、C－４区Ⅱ層 口径１１．４㎝、器高３．５㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

５１６ 〃 〃 E－３区Ⅱ層 口径１０．４㎝、器高４．２㎝ 〃 〃 〃

５１７ 〃 〃 X６０．２Y８５．６ 口径１０．４㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

５１８ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径１０．６㎝、器高４．３㎝ 〃 〃 〃

５１９ 〃 〃 F－３・４区Ⅱ層 口径１２㎝、器高４㎝ 〃 〃 〃

５２０ 〃 〃 B－５区 口径１１㎝、器高３．５㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５２１ 〃 〃 D－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１㎝、器高４．３㎝ 底部境丸い 〃 奈良中期

５２２ 〃 〃 C－４区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１．７㎝、器高４．５㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５２３ 〃 〃 SD１１中X５９Y８４．６ 口径１７．４㎝、器高４．５㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

５２４ 〃 〃 〃X５８．７Y８５．３ 口径１６㎝、器高４．６㎝ 〃 〃 〃

５２５ 〃 〃 〃X５７．６Y８６他 口径１６㎝、器高６㎝ 〃 〃 〃

５２６ 〃 〃 〃X５８．３Y８５．６ 口径１６㎝、器高６．８㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５２７ 〃 〃 G－２区Ⅲ層 口径１５．４㎝、器高６㎝ 底部境丸い 〃 奈良中期

５２８ 〃 〃 X６１Y８５．９ 口径１６㎝、器高６．３㎝ 〃 〃 〃

５２９ 〃 〃 X５８．７Y８６．５ 口径１４．６㎝、器高５．２㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５３０ 〃 〃 〃下X５７．６Y８６．８ 口径１６．４㎝、器高４．５㎝ 底部境丸く口縁部開く 奈良前期

５３１ 〃 〃 SD１１中X５８．８Y８５．２ 口径１７㎝、器高４．３㎝ 底部境に稜、体部立つ 奈良中期

５３２ 〃 〃 〃X５９Y不明 口径１６．２㎝、器高６．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

５３３ 〃 〃 D－４区Ⅱ層 口径１６㎝、器高５．９㎝ 〃 〃 〃
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表１３－１４ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

５３４ 須恵器 高台杯 X６１Y８５．７他 口径１６．５㎝、器高６．２㎝ 底部境丸い、体部開く 奈良前期

５３５ 〃 〃 C－２区Ⅱ層 口径１５㎝、器高５．８㎝ 底部境に稜 〃 平安前期

５３６ 〃 〃 X５８．３Y８５．８ 口径１９．３㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 奈良後期

５３７ 〃 杯 X５８．８Y８６．４Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高３．８㎝ 底部境丸い 〃 奈良前期

５３８ 〃 〃 E－３・４区Ⅱ層 口径１３㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

５３９ 〃 〃 D－４区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

５４０ 〃 〃 X５８．７Y８５．３ 口径１３．２㎝、器高３．４㎝ 〃 〃 〃

５４１ 〃 〃 X６０．９Y８５．９ 口径１２．２㎝、器高３㎝ 底部境に稜 〃 奈良中期

５４２ 〃 〃 F－３・４区Ⅱ層 口径１３．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５４３ 〃 〃 X６０．９Y８５．８ 口径１３㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５４４ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高３．１㎝ 〃 体部立つ 〃

５４５ 〃 〃 G－５区Ⅱ・Ⅲ層 口径１３㎝、器高３㎝ 〃 体部開く 〃

５４６ 〃 〃 F－４区 口径１２．２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５４７ 〃 〃 G－１区Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高３．６㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５４８ 〃 〃 G－１区 口径１２㎝、器高３．５㎝ 底部境丸い 〃 奈良中期

５４９ 〃 〃 G－４区Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．５㎝ 底部境に稜 〃 〃

５５０ 〃 〃 X５９．８Y８５．３Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．４㎝ 底部境丸い 〃 〃

５５１ 〃 〃 F－３区Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 奈良前期

５５２ 〃 〃 C－４区 口径１２．２㎝、器高３．４㎝ 底部境に稜 〃 奈良中期

５５３ 〃 〃 F－４区Ⅱ層 口径１２．８㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い 〃 〃

５５４ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 口径１１．４㎝、器高３．６㎝ 底部境に稜 〃 〃

５５５ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５５６ 〃 〃 X６０．８Y８５．８ 口径１１．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５５７ 〃 〃 D－２区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１．５㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５５８ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５５９ 〃 〃 X６０．９Y８５．９ 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５６０ 〃 〃 SB１１P３、E－２区 口径１０．８㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５６１ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１１．２㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

５６２ 〃 〃 E－１区Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 底部境丸い 〃 〃

５６３ 〃 〃 SD１１、C－１１Ⅱ層 口径１１．６㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

５６４ 〃 〃 E－１区Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．６㎝ 〃 〃 〃

５６５ 〃 〃 D－４区Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

５６６ 〃 〃 A－２区Ⅰ・Ⅱ層他 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５６７ 〃 〃 G－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５６８ 〃 〃 X５９．５Y８６．５Ⅱ層 口径１１．９㎝、器高３．８㎝ 〃 〃 〃

５６９ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５７０ 〃 〃 E－２区Ⅱ層 口径１１．４㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５７１ 〃 〃 X５８．９Y８４．８ 口径１２．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５７２ 〃 〃 F－３区Ⅱ層 口径１２．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５７３ 〃 〃 X６０．９Y８５．８ 口径１１㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５７４ 〃 〃 X６０Y８５他 口径１３㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５７５ 〃 〃 X６０．１Y８５．６ 口径１２．６㎝、器高２．６㎝ 〃 〃 奈良前期

５７６ 〃 〃 SX２２、F－２区 口径１２．２㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５７７ 〃 〃 X６０．９Y８５．８ 口径１１．６㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 〃

５７８ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 口径１２．２㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

５７９ 〃 〃 X５７．５Y８６．４Ⅱ層 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５８０ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高３㎝ 底部小さい 〃 平安前期
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表１３－１５ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

５８１ 須恵器 杯 H－１Ⅰ層 口径１１．８㎝、器高３㎝ 底部小さい、体部開く 平安前期

５８２ 〃 〃 C－１区Ⅰ層 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５８３ 〃 〃 X５９．６Y８６．６ 口径１１．８㎝、器高３㎝ 〃 〃 〃

５８４ 〃 〃 SX２２、F－２区 口径１２．８㎝、器高２．８㎝ 底部境丸い 〃生焼 奈良中期

５８５ 〃 〃 X６０．９Y８５．９ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜 〃 〃

５８６ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．３㎝ 〃 〃 奈良後期

５８７ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 口径１２．３㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５８８ 〃 〃 B－３区Ⅰ層 口径１１．６㎝、器高３．３㎝ 底部小さい 〃生焼 平安前期

５８９ 〃 〃 B－３区Ⅱ層 口径１２．５㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

５９０ 〃 〃 D－２区Ⅱ層 口径１１．８㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５９１ 〃 〃 C－１区Ⅰ層 口径１２．３㎝、器高２．８㎝ 底部小さい 〃 平安前期

５９２ 〃 〃 C－１区Ⅰ層 口径１２．２㎝、器高２．８㎝ 〃 〃生焼 〃

５９３ 〃 〃 X６１Y８５．９ 口径１２㎝、器高３．２㎝ 底部境に稜 〃 奈良後期

５９４ 〃 〃 X６０．９Y８５．８ 口径１２㎝、器高３．１㎝ 〃 〃 〃

５９５ 〃 〃 C－４区 口径１２．５㎝、器高３．７㎝ 〃 〃 〃

５９６ 〃 〃 F－２区Ⅱ層 口径１２㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃

５９７ 〃 〃 C－４区Ⅱ層 口径１２．４㎝、器高３．１㎝ 底部小さい 〃 平安前期

５９８ 〃 〃 X５８．７Y８６．５Ⅱ層 口径１２．８㎝、器高３㎝ 〃 〃生焼 〃

５９９ 〃 〃 B－３区Ⅰ層 口径１２．６㎝、器高３．２㎝ 〃 〃 〃 〃

６００ 〃 〃 X５８．７Y８６．７Ⅰ・Ⅱ層 口径１３㎝、器高２．８㎝ 〃 〃 〃

６０１ 〃 高杯 SD１１中X５８．７Y８５．８ 底径６．２㎝ 脚端部外へ出る 奈良中期

６０２ 〃 平瓶 X６０Y８６．１Ⅱ層 底径１６㎝ 体部角張る 飛鳥

６０３ 〃 小型壺蓋 試掘C－１３ 口径５．３㎝、器高２㎝ つまみ小さい 奈良後期

６０４ 〃 〃 F－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径５．５㎝ 口縁端部丸い 〃

６０５ 〃 〃 G－５区Ⅰ・Ⅱ層 口径７．５㎝、器高３㎝ 口縁端部尖る 〃

６０６ 〃 壺蓋 H－１区Ⅰ層 口径１２㎝、器高４．１㎝ 口縁端部尖る 奈良後期

６０７ 〃 〃 B－１区Ⅰ層 口径１２．２㎝ 口縁端部面取り 〃

６０８ 〃 小型壺 試掘 F－１８ 口径４．６㎝、器高４．８㎝ 肩部丸い 〃

６０９ 〃 〃 X６０．９Y８５．８ 口径５．２㎝ 肩部張る 〃

６１０ 〃 〃 X５８．２Y８５．８Ⅰ層 口径８．２㎝、器高６．８㎝ 肩部丸い

外底面にヘラ書き「又」

〃

６１１ 〃 横瓶 E－４区 口径１１㎝ 口唇部水平 奈良

６１２ 〃 壺 C－２区Ⅰ・Ⅱ層 口径１２．７㎝ 口縁端部立つ 〃

６１３ 〃 短頸壺 C－４区Ⅱ層 口径１０．８㎝ 口縁端部面取り 〃

６１４ 〃 双耳瓶 C－２区Ⅱ層 口径１１．６㎝ 口縁端部外側に面取り 平安前期

６１５ 〃 〃 C－２区Ⅰ・Ⅱ層 口径１１．８㎝ 口縁端部折れ端部立つ 〃

６１６ 〃 〃 SI０３、G－５区Ⅱ層 口径１８．８㎝ 〃 〃

６１７ 〃 〃 X５９．３Y８６．４Ⅱ層 口径１０．６㎝ 口縁端部尖る 〃

６１８ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 口径１７．８㎝ 口縁端部外側に面取り 〃

６１９ 〃 壺 SD１１中、C－４区 口径１６㎝、器高２４㎝ 口唇部水平、肩部丸い 〃

６２０ 〃 甕 SD１１下X５７．７Y８５．９ 口径３２㎝ 口縁端部肥厚 飛鳥

６２１ 〃 〃 G－５区Ⅱ・Ⅲ層 口径２７．４㎝ 口唇部外へ張り出す 奈良中期

６２２ 土師器 杯 試掘 F－１８ 口径１６．７㎝ 口縁部内湾、内外面赤彩 〃

６２３ 〃 〃 SD０６、E－４区 口径１３．６㎝、器高４．２㎝ 口縁部外反、外面に稜

内面黒色

古墳後期

６２４ 〃 〃 X５８．３Y８５．７ 口径１１．７㎝、器高３．７㎝ 口縁部内湾、底部ヘラ切

り

平安前期
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表１３－１６ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

６２５ 土師器 杯 X５９．７Y８５．２Ⅱ層 口径１３．４㎝、器高３．２㎝ 口縁端部外反

内外面赤彩

奈良後期

６２６ 〃 〃 SD０６ 口径１５．８㎝、器高４．７㎝ 口縁部内湾、内面黒色

外底面にヘラ書き「×」

古墳後期

６２７ 〃 〃 不明 底径７㎝ 底部回転糸切り、内面黒

色

平安前期

６２８ 〃 〃 SD１１中X５８．２Y８５．７ 口径６．５㎝ 底部回転糸切り、内面黒

色

〃

６２９ 〃 〃 試掘C－１３ 口径１２．２㎝、器高４．１㎝ 口縁部開く、底部回転糸

切り

〃

６３０ 〃 〃 B－３区 口径１１．８㎝、器高３．４㎝ 口縁部開く、内面黒色 〃

６３１ 〃 皿 C－４区Ⅲ層 口径１４．８㎝、器高２．４㎝ 口縁部開く 〃

６３２ 〃 〃 B－３区 口径１４．６㎝、器高２．４㎝ 口縁部開く 平安前期

６３３ 〃 杯 不明 口径１９．６㎝、器高４．８㎝ 口縁端部外反、内外赤彩 奈良後期

６３４ 〃 高杯 E－３区 口径２６㎝、器高２．８㎝か 口縁部皿、外面赤彩、内

面黒色

〃

６３５ 〃 〃 SB１１P４、E－２区 台径７．２㎝ 脚部 〃

６３６ 〃 〃 SX２２試掘、F－２ 〃 〃

６３７ 〃 台 F－１８ 台径４．８㎝ 〃 〃

６３８ 〃 鍋 不明 口径３７．２㎝ 口縁端部外反 奈良前期

６３９ 〃 〃 X５８．４Y８６．４Ⅰ～Ⅱ層 口径３７㎝ 口縁端部面取り 奈良中期

６４０ 〃 〃 X５７．７Y８６．５ 口径３５．８㎝ 〃 〃

６４１ 〃 〃 G－５区Ⅱ～Ⅲ層 口縁端部面取り先立つ 平安前期

６４２ 〃 〃 X５７．４Y８６．３Ⅱ層 口縁端部内面肥厚三角 〃

６４３ 〃 〃 X５８．８Y８５．４Ⅲ層 〃 〃

６４４ 〃 〃 X５８．８Y８６．９Ⅰ～Ⅱ層 〃 〃

６４５ 〃 小型甕 SX１８ 口径１２㎝ 口縁部外反 奈良前期

６４６ 〃 〃 G－３区Ⅱ層 口径１２．４㎝ 口縁端部面取り 奈良後期

６４７ 〃 〃 SX２３、F－２区 口径１４．８㎝ 口縁端部やや内傾 〃

６４８ 〃 〃 SD１１上X５９Y８４．９ 口径１３．６㎝ 口縁端部立つ 〃

６４９ 〃 甑 X５７．５Y８６．６Ⅱ～Ⅲ層 底径１４．６㎝ 底部端部面取り 奈良後期

６５０ 〃 〃 X５７．５Y８６．６ 口径１６．６㎝ 〃 〃

６５１ 土製品 土錘 長さ２．６㎝、径１．１㎝ 管状 奈良・平安

６５２ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 長さ２．３㎝、径１．５㎝ 〃 〃

６５３ 〃 〃 長さ２．５㎝、径２㎝ 紡錘形 〃

６５４ 〃 〃 SD１１C－４区 長さ４．２㎝、径１．１㎝ 管状 〃

６５５ 〃 〃 E－３区 長さ４．６㎝、径１．５㎝ 〃 〃

６５６ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 長さ３．８㎝、径１．６㎝ 〃 〃

６５７ 〃 〃 G－１区Ⅰ層 長さ４．１㎝、径１．７㎝ 〃 〃

６５８ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 長さ４．７㎝、径１．２㎝ 〃 〃

６５９ 〃 〃 H－１区Ⅰ層 長さ３．３㎝、径１．４㎝ 〃 〃

６６０ 〃 〃 G－１区Ⅱ層 長さ３．６㎝、径１．２㎝ 〃 〃

６６１ 〃 〃 G－Ⅰ区 長さ３．８㎝、径１．３㎝ 〃 〃

６６２ 〃 〃 長さ４．７㎝、径１．３㎝ 〃 〃

６６３ 〃 〃 長さ３．１㎝、径２㎝ 筒形 〃

６６４ 〃 〃 SX０７ 長さ２．６㎝、径２．６㎝ 紡錘形 〃

６６５ 〃 〃 C－２区Ⅱ層 長さ２．８㎝、径３㎝ 〃 〃
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表１３－１７ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

６６６ 土製品 土錘 SD１１中 長さ３．８㎝、径２．１㎝ 紡錘形 奈良・平安

６６７ 〃 〃 長さ３．４㎝、径２．４㎝ 〃 〃

６６８ 〃 〃 長さ３．６㎝、径３㎝ 〃 〃

６６９ 〃 〃 長さ３．３㎝、径３㎝ 〃 〃

６７０ 〃 〃 F－２区Ⅱ層 長さ３．８㎝、径２．４㎝ 〃 〃

６７１ 〃 〃 長さ３．６㎝、径２．７㎝ 〃 〃

６７２ 〃 〃 P２G－２区 長さ３．８㎝、径２．４㎝ 〃 〃

６７３ 〃 〃 G－１区 長さ３．６㎝、径２．５㎝ 〃 〃

６７４ 〃 〃 Ⅲ層 長さ４．１㎝、径３㎝ 〃 〃

６７５ 〃 〃 F－３・４区Ⅰ・Ⅱ層 長さ４．１㎝、径３．１㎝ 〃 〃

６７６ 〃 〃 長さ３．７㎝、径３㎝ 〃 〃

６７７ 〃 〃 F－２区Ⅱ層 長さ３．７㎝、径２．９㎝ 〃 〃

６７８ 〃 〃 E－３区Ⅱ層 長さ４．２㎝、径２．７㎝ 紡錘形 奈良・平安

６７９ 〃 〃 長さ４．６㎝、径２．６㎝ 〃 〃

６８０ 〃 〃 長さ５．４㎝、径２．８㎝ 〃 〃

６８１ 〃 〃 SD１１X５８．３Y８３．６ 長さ４．９㎝、径３㎝ 〃 〃

６８２ 〃 〃 F－３・４区Ⅰ・Ⅱ層 長さ４．４㎝、径３㎝ 〃 〃

６８３ 〃 〃 G－２区Ⅱ層 長さ４．６㎝、径３．６㎝ 〃 〃

６８４ 〃 〃 長さ５．７㎝、径３．４㎝ 〃 〃

６８５ 〃 〃 E－４区Ⅱ・Ⅲ層 長さ５㎝、径３．４㎝ 〃 〃

６８６ 〃 〃 P４G－２区 長さ５．２㎝、径３．８㎝ 〃 〃

６８７ 〃 〃 長さ５．４㎝、径３．３㎝ 〃 〃

６８８ 〃 〃 F－２区Ⅱ層 長さ４．８㎝、径３．２㎝ 筒形 飛鳥か

６８９ 〃 〃 E－２区 長さ７．１㎝、径５．２㎝ 紡錘形 奈良・平安

６９０ 〃 〃 SD１１X５６．８Y８５．３ 長さ７．２㎝、径３．６㎝ 筒形 飛鳥か

６９１ 〃 〃 X５８．７Y８５．３ 長さ５㎝、径４㎝ 糸巻形 奈良・平安

６９２ 須恵器 陶錘 E－１．２区Ⅱ層 長さ５．８㎝、径３．４㎝ 紡錘形 飛鳥

６９３ 石製品 紡錘車 SI０１F－１区 径７㎝、厚さ１．２㎝ 全体を平滑に磨いてある 奈良

６９４ 〃 〃 X５９．６Y８６．６Ⅱ層 径１０．４㎝、厚さ３．２㎝ 自然のよう 〃

６９５ 〃 〃 X６０Y８６．６Ⅱ層 径６㎝、厚さ２．３㎝ 滑石、磨かれている 古墳後期

６９６ 欠 番

６９７ 帯金具 �具 SD１１C－９区 長さ２．５㎝、幅２．２㎝ 銅製、重さ７㎎ 平安前期

６９８ 〃 鉈尾 〃 長さ２．９㎝、幅２．４㎝ 鉄製、重さ１１㎎ 〃

６９９ 〃 巡方 〃 長さ３．６㎝、幅３．３㎝ 銅製、重さ２２㎎

裏金具とも

〃

７００ 金属製品 かんざし 不明 長さ１６㎝ 真鍮 江戸

７０１ 〃 キセル 〃 長さ５．５㎝ 銅製 江戸中期

７０２ 木製品 台部か SD１１C－４区 台径６㎝ 削り痕明瞭（未製品か）

スギ

平安前期

７０３ 〃 細棒（箸か） C－４区Ⅱ層 長さ１８．８㎝、径８㎜ スギ 〃

７０４ 〃 〃（箸か） SD１１X５８．９Y８５．２ 長さ１９㎝、径８㎜ スギ 〃

７０５ 〃 板（箱か） 〃C－４区 長さ１６．５㎝、厚さ６㎜ アスナロ 〃

７０６ 〃 編板 〃中X５９Y８４．８ 幅２．６㎝、厚さ８㎜ 刻み４ヶ所、間隔４．５㎝・

７．２㎝・５．８㎝、スギ

〃

７０７ 〃 〃 SD１０A－３区 幅６．２㎝、厚さ１．８㎝ 刻み２ヶ所、間隔４．８㎝

スギ

奈良後期

７０８ 〃 下駄 SD１１X５７．６Y８５．９ 長さ２６．８㎝、幅１３．２㎝ ４本歯、右足用、スギ 平安前期
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表１３－１８ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

７０９ 木製品 板 SD１１X５８．９Y８４．８ 幅３．５㎝、厚さ９㎜ 柾目、スギ 平安前期

７１０ 〃 〃 〃 〃 幅３．６㎝、厚さ１㎝ 板目、スギ 〃

７１１ 〃 〃 〃 中X５８．９Y８４．８ 幅４㎝、厚さ１．２㎝ 柾目 〃

７１２ 〃 〃 〃 中X５８．９Y８４．９ 幅５㎝、厚さ８㎜ 柾目、建築材か、スギ 〃

７１３ 〃 〃 〃 中 幅３．５㎝、厚さ１．５㎝ 柾目、スギ 〃

７１４ 〃 丸棒 〃 X５８．５Y８４．９ 径２．２㎝ スギ 〃

７１５ 〃 〃 〃 中 径１．４㎝ スギ 〃

７１６ 〃 鞘 SD１０ 幅４．３㎝ 未製品か、スギ 奈良後期

７１７ 〃 木簡 SD１１中X５８．９Y８４．９ 長さ１１．６㎝、幅１．９㎝、

厚さ７㎜

両端欠損、柾目、墨書「一

石一石」か、スギ

平安前期

７１８ 〃 〃 〃 中X５８．９Y８４．８ 長さ１４．８㎝、幅２㎝、厚

さ６㎜

両端欠損、柾目、墨書あ

るが不明、スギ

〃

７１９ 〃 〃 〃 中X５８．８Y８４．８ 長さ１０．５㎝、幅２㎝、厚

さ８㎜

両端欠損、柾目、墨書あ

るが不明、スギ

〃

７２０ 〃 木簡か 〃 中 長さ１０．４㎝、幅２．２㎝、

厚さ７㎜

柾目、スギ 〃

７２１ 〃 〃 〃 X５８．９Y８４．９ 長さ１１．７㎝、幅１．９㎝、

厚さ８㎜

柾目、スギ 〃

７２２ 〃 木簡 〃 中C５区 長さ７．９㎝、幅２．２㎝、厚

さ５㎜

柾目、墨書あるが不明

スギ

〃

７２３ 〃 木簡か 〃 中X５８．８Y８４．８ 長さ１６．３㎝、幅３㎝、厚

さ７㎜

柾目、スギ 〃

７２４ 〃 斎串 〃 中X５８．７Y８４．９ 長さ１３．８㎝、幅２．９㎝、

厚さ４㎜

柾目、上部圭頭状、下部

尖る、スギ

〃

７２５ 〃 木簡 〃 中X５８．８Y８４．９ 長さ８．３㎝、幅２．４㎝、厚

さ４㎜

上部欠損下部尖る、墨書

あるが不明、柾目、スギ

〃

７２６ 〃 杭

（漆掻き枝）

SD０６D－３区杭４ 太さ４．５㎝ 約３㎜間隔に幅２～３㎜

深さ３㎜の掻き傷が残

る、杭に転用、ウルシ

江戸前期

７２７ 〃 〃 〃 D－３区杭３ 太さ５㎝ 〃 〃 〃

７２８ 〃 〃 〃 E－３区 太さ４．８㎝ 〃 〃 〃

７２９ 〃 〃 〃 〃 太さ４㎝ 〃 〃 〃

７３０ 〃 杭（厚板） SD１０ 厚さ２．４㎝ 建築材を杭に転用、板目

スギ

奈良後期

７３１ 〃 〃 〃 しがらみ４３ 厚さ３㎝ 〃 〃

７３２ 〃 厚板 〃 A－７区 幅１３㎝、厚さ３㎝ 板目、スギ 〃

７３３ 〃 〃 〃 A－８区 幅１２㎝、厚さ３㎝ 〃 〃 〃

７３４ 〃 杭（柱） SD１１W７ 幅８．５㎝、厚さ７㎝ 建築材を杭に転用、コナ

ラ節クヌギ節

平安前期

７３５ 〃 〃 〃W２６ 幅６㎝、厚さ３．５㎝ 角を丸くしてある、建築

材を杭に転用、スギ

〃

７３６ 〃 〃 〃 幅５㎝、厚さ２．５㎝ 建築材を杭に転用、スギ 〃

７３７ 〃 〃 〃W１ 幅７．５㎝、厚さ５．５㎝ 〃 クリ 〃

７３８ 〃 〃 〃W２ 幅９㎝、厚さ４．５㎝ 建築材を杭に転用

コナラ節クヌギ

〃
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表１３－１９ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

７３９ 木製品 柱 SD１１⑧層上 幅８㎝ 建築材、丸柱に縦５㎝横

４㎝深さ約４㎝の穴（ほ

ぞ穴か）、スギ

平安前期

７４０ 〃 〃 〃W１ 幅７㎝、厚さ５㎝ 建築材、クリ 〃

７４１ 〃 杭（柱） 〃W６ 径４．５㎝ 丸く削り出した柱を杭に

転用、スギ

〃

７４２ 〃 柱 〃W７ 径４．５㎝ 丸く削り出した柱、スギ 〃

７４３ 〃 〃 SD０６ ４２ 径４㎝ 〃 スギ 奈良後期

７４４ 〃 細棒 SD１１W２２ 径１．８㎝ 紡錘車の軸か、スギ 〃

７４５ 〃 厚板 〃中X５８．８Y８５．３ 縦１１．２㎝、横１２㎝、厚さ

５㎝

栓あるいはクサビか

斜め木取り、ヒノキ

〃

７４６ 〃 〃 〃 SD１１W３１ 縦２２．５㎝、横１８．５㎝、厚

さ６㎝

端部斜め削ぎ、オニグル

ミ

〃

７４７ 土師器 甕 X５９．８Y８５SD０６ C区 胴部２６㎝ 胴部丸く張る 古墳前期

７４８ 〃 高杯 X５９．１Y８５．２SD３８肩 口径１８．３㎝、器高１３㎝ 口縁部開く底部境に稜 〃

７４９ 〃 蓋 X５９．３Y８５．３Ⅲ層 口径９㎝、器高４．２㎝ 外面赤彩 古墳初期

７５０ 〃 杯 X５５．８Y不明 SD０７ 口径１４㎝、器高４．７㎝ 口縁部内湾、内面黒色 古墳後期

７５１ 〃 〃 不明 口径１５．２㎝、器高５．４㎝ 口縁部内湾 古墳後期

７５２ 須恵器 〃 X６１Y８５．８ 口径１１．６㎝、器高４㎝ 平安前期

７５３ 欠 番

７５４ 須恵器 杯 SD１１下 口径１２．３㎝、器高３．７㎝ 底部境丸い 奈良後期

７５５ 欠 番

７５６ 須恵器 短頸壺 SD１１中X５９．１Y８４．９ 口径１１㎝ 肩部丸い 〃

７５７ 弥生土器 甕 G－２区 口径１９㎝ 有段口縁 弥生終末期

７５８ 〃 〃 D－２区Ⅱ層 口縁部に擬凹線 〃

７５９ 〃 細頸壺 X６０Y８４．９ 口径８．５㎝ 内外赤彩 〃

７６０ 〃 高杯 G区 口径２６㎝ 杯部が長い 〃

７６１ 〃 装飾器台 SD１５ 杯部に円孔を巡らす 〃

７６２ 〃 小型土器 A－４区Ⅰ層 口径５．３㎝、器高４．３㎝ 口縁部立つ 弥生・古墳

７６３ 〃 〃 X５８．６Y不明 口径７．５㎝、器高４．５㎝ 口縁部開く 〃

７６４ 〃 〃 C－３区Ⅱ層 口径５㎝、器高３．２㎝ 口縁部立つ 〃

７６５ 〃 台付鉢か X５９．５Y８６．５Ⅱ層 台径１１㎝ 弥生終末期

７６６ 〃 〃 X６０．８Y８６．２Ⅲ層 台径１５㎝ 脚部に透かし穴 〃

７６７ 〃 甕 X５８．７Y不明 口径１７㎝ 口縁端部面取り 〃

７６８ 土師器 〃 X６０．６Y不明 口径１７㎝ 口縁部外反、内外刷毛目 古墳中期

７６９ 〃 壺 X５９．１Y８６．７土器集中 口径２１㎝ 有段口縁外反 古墳初期

７７０ 〃 高杯 X５８．８Y８５．５Ⅲ層 口径１４㎝ 口縁部小さい 古墳中期

７７１ 〃 台付鉢 D－１区土器集中 台径７㎝ 酸化鉄の砂粒 古墳初期

７７２ 〃 椀 SD１０中X５９．３Y８５．２ 口径１３㎝ 口縁部内湾 古墳中期

７７３ 〃 小型壺 X５９Y８６．４土器集中 口径８．４㎝ 口縁部外反 古墳前期

７７４ 〃 高杯 X５９．６Y８６．５Ⅱ層 口径２１㎝ 底部境に稜 〃

７７５ 〃 〃 X５９．５Y８６．５Ⅱ層 口径２３．３㎝ 〃 〃

７７６ 〃 高杯か SD１１中X５８．８Y８４．８ 口径１３㎝ 口縁部内湾皿、内外赤彩 平安前期

７７７ 〃 〃 〃中X５７．６Y８５．８ 口径１８．５㎝ 口縁部内湾皿 〃

７７８ 〃 高台杯 〃下X５７．９Y８５ 底部境丸い、外面赤彩 〃

７７９ 〃 杯か 〃X５７．６Y８５．９ 内黒 〃

７８０ 〃 高杯か 〃上C－１区 口縁部屈曲、内黒 〃
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表１３－２０ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

７８１ 土師器 高杯か SD１０D－３区 口径１８㎝ 口縁部内湾、内黒 平安前期

７８２ 〃 蓋 SD１１中X５８．７Y８５．５ 内黒、径２．９㎝のつまみ

の痕跡あり

〃

７８３ 〃 椀 〃中X５７Y８５．４ 口径１８㎝ 口縁部内湾、内面黒色 〃

７８４ 〃 〃X５８．５Y８７．５ 底径５㎝ 底部回転糸切り、内面黒

色

〃

７８５ 〃 台付鉢か 〃上X５８．３Y８５．６ 底部と台の間の径１３㎝ 台部欠損、内面黒色 〃

７８６ 〃 椀か 不明 底径７．３㎝ 底部回転糸切り、内面黒

色

〃

７８７ 〃 高杯 SD１１中 C－５区 台径８㎝ 脚端部面取り、内面黒色 〃

７８８ 須恵器 杯蓋 D－５区Ⅲ層 内面かえりあり 飛鳥後期

７８９ 〃 杯か X６０Y８６．５Ⅱ層 口径９㎝ 外面黒色、沈線巡る 〃

７９０ 〃 甕 XG－５区Ⅱ・Ⅲ層 口径６０㎝ 口縁部に櫛歯波状文 奈良

７９１ 〃 〃 SD１１中 B－４区 口縁部に櫛歯波状文 飛鳥

７９２ 〃 〃 〃X５７．３Y８５．７砂礫 口径４０㎝ 口縁端部面取り 奈良

７９３ 〃 〃 X５９Y８４．７ 口径２０㎝ 口縁端部外には張り出す 奈良後期

７９４ 〃 双耳瓶 C－１区Ⅰ層 耳部 平安

７９５ 〃 〃 X５７．４Y８６．３Ⅱ層 〃 〃

７９６ 〃 〃 C－１区Ⅱ層 〃 〃

７９７ 〃 杯蓋 SD１１X５７．３Y８５．７砂礫 口径１２㎝、器高２．６㎝ 口縁端部折れる

内面に墨書「長岡」

平安前期

７９８ 〃 〃 〃X５８．３Y８５．６ 口径１４．３㎝、器高２．６㎝ 口縁端部折れる

内面に墨書「長岡神祝」

〃

７９９ 〃 〃 〃C－４区 口径１２㎝、器高２．２㎝ 口縁端部折れる

内面に墨書「真茂」

〃

８００ 〃 杯 〃上X５９．１Y８５．２ 底径８㎝ 底部境丸い

底面に墨書「島長」か

奈良後期

８０１ 〃 〃 G－４区Ⅱ層 口径１１㎝、器高３㎝ 底部境丸い

外底面に墨書「君」

〃

８０２ 〃 〃 SK０９F－１区 底部境丸い

外底面に墨書「中」

〃

８０３ 〃 〃 SD１１上 C－４区 底部境丸い

体部側面に墨書「女」

平安前期

８０４ 欠 番

８０５ 〃

８０６ 須恵器 高台杯 F－３・４区Ⅱ層 台径６．５㎝ 底部境に稜

外底面に墨書「祝」か

〃

８０７ 〃 〃 D－４区Ⅱ層 台径６．５㎝ 底部境に稜

底面に墨痕

〃

８０８ 〃 〃 X５８．９Y８４．９ 台径７．４㎝ 底面に墨書「小継」

８０９ 〃 〃 B－３区Ⅰ層 台径６．５㎝ 底部境丸い

底面に墨書「千」か

〃

８１０ 〃 杯蓋 SD１１上 C－５区 天井部に漆書「大」 奈良

８１１ 〃 杯 〃中X５８．２Y８５．２ 口径１１㎝、器高２．４㎝ 底部境丸い

外底面に墨書「 」

内面に漆付着（漆容器）

奈良後期
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表１３－２１ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

８１２ 須恵器 杯 SD１１中X５８．２Y８５．７ 口径１３㎝、器高３㎝ 底部境に稜

底面に墨書「継」

内面に油煙痕（灯明皿）

平安前期

８１３ 〃 高台杯 SD１１中X５９２Y８４．９ 台径７．８㎝ 底部境丸い、高台高い

底面に墨書「椅家」か

奈良後期

８１４ 〃 〃 〃上C－５区 台径５．５㎝ 台径小さい

天井部に漆書「大」

平安前期

８１５ 〃 〃 SX P－１E－３区 口径１３．８㎝、器高３．９㎝

台径１１㎝

底部境丸い、白い砂粒

底面に墨書「二」

奈良中期

８１６ 〃 〃 SD１１中X５８．８Y８５．３ 台径８．５㎝ 底部境丸い

底面に墨書「尉」

〃

８１７ 〃 〃 〃C－５区 台径７．５㎝ 底部境に稜

外底面に墨書「人□」

奈良後期

８１８ 〃 〃 〃X５７．６Y８６Ⅱ層 口径１３㎝ 底部境丸い、白い砂粒

体部に墨書「小」

奈良

８１９ 〃 〃 〃上C－４区 台径６㎝ 底部境に稜

底面に墨書「祝」か

奈良後期

８２０ 〃 杯 〃上C－５区 底部境に稜

底面に墨書「小継」

平安前期

８２１ 土師器 〃 〃X５８．２Y不明 口径１２．５㎝、器高２．７㎝ 底部平坦

内外面灰色彩色

奈良後期

８２２ 〃 〃 不明 口径１５．５㎝、器高２．６㎝ 〃 〃

８２３ 〃 〃 SD１１中X５８．２Y８５．７ 口径１２㎝ 〃 〃

８２４ 〃 〃 SD１１中 B－３区 口径１３㎝ 〃 〃

８２５ 〃 〃 〃中 口径１４㎝ 〃 〃

８２６ 〃 〃 E－２Ⅱ層 口径１３㎝、器高２．５㎝ 〃 〃

８２７ 〃 〃 F－１Ⅰ層 口径１３㎝、器高２．４㎝ 〃 〃

８２８ 須恵器 〃 不明 口径１３㎝、器高３．４㎝ 底部境丸い

内面に漆付着（漆容器）

〃

８２９ 〃 〃 不明 口径１３㎝、器高３㎝ 〃 〃

８３０ 〃 〃 X５９．７Y８５．２ 〃 〃

８３１ 〃 〃 SD１１中X５８．７Y８５．２ 底径９㎝ 底部境丸い

体部にヘラ書き「□」

内面に漆付着（漆容器）

〃

８３２ 〃 杯蓋 〃X５７．７Y８５．９ 口径１５．６㎝ 口縁端部立つ

内面に漆付着（漆容器）

８３３ 〃 杯 〃中X５８．８Y８５．３ 底部境丸い

内面に漆付着（漆容器）

奈良中期

８３４ 〃 〃 〃中X５７．３Y８５．７砂礫 口径１３．６㎝ 口縁部内湾ぎみに立つ

内外面に漆あり漆容器

〃

８３５ 〃 杯蓋 〃上C－４区Ⅱ層 天井部ヘラケズリ

内面に漆あり漆容器

〃

８３６ 〃 杯

（９点一括）

〃 底部境丸い

内面に漆あり漆容器

奈良中期

８３７ 〃 杯蓋 SD１１上X５９．１Y８５ 口径１９㎝ 口縁部立つ

内面に墨痕か

〃
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表１３－２２ １９８７年度遺物一覧表�
番号 種 類 器 種 出土遺構・地区・層位 大 き さ 特 徴 時 期

８３８ 須恵器 高台杯 〃上Ⅱ層 台径７．６㎝ 底部境に稜

外底面に墨痕か

奈良後期

８３９ 〃 杯 X５５．８Y８６．８砂礫 底部境丸い

外底面に墨痕か

奈良中期

８４０ 〃 高台杯 C－４区Ⅱ層 口径１１．５㎝、器高４．７㎝ 底部境に稜

外底面に墨痕か

平安前期

８４１ 〃 杯蓋 SD１１上X５８．２Y８５．７ 口径１１．５㎝、 口縁端部折れ

内面に墨痕（杯蓋硯）

〃

８４２ 〃 高台杯 〃下X５７．６Y８４．９ 台径７．５㎝ 底部境丸い

外底面に墨痕か

奈良後期

８４３ 〃 杯 〃上X５９Y８５．２ 口縁部開く、口縁内外面

に油煙痕（灯明皿）

平安前期

８４４ 〃 〃 〃中X５８．１Y８５．８ 口径１３㎝ 〃 〃

８４５ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．５ 口径１３㎝ 〃 〃

８４６ 〃 〃 〃中B－４区 口径１０．５㎝ 〃 〃

８４７ 〃 〃 〃中X５８．３Y８５．６ 口径１２㎝、器高３㎝ 〃 〃

８４８ 銅銭貨 無文銭 不明 径２．４㎝ いびつな形 江戸か

８４９ 青磁 椀 E－４区Ⅱ層 鎬蓮弁文 鎌倉

８５０ 〃 〃 F－１区Ⅰ層 口縁端部肥厚 室町

８５１ 〃 〃 H－１区Ⅱ層 〃

８５２ 瀬戸 瓶子 D－４区Ⅱ層 肩部、灰釉、圏線 鎌倉

８５３ 〃 おろし皿 G－５区Ⅲ層 内面に格子目、灰釉 室町

８５４ 珠洲 すり鉢 A－２区溝 口端部水平、珠洲第Ⅳ期 南北朝

８５５ 〃 〃 SD０６C－２区Ⅰ層 口端部内側肥厚、沈線状

おろしめ、珠洲第Ⅵ期

戦国

８５６ 〃 壺 G－５区Ⅱ層 底径９㎝ 割面を漆で接合 室町か

８５７ 土師器 甕 SD１１中X５７．７Y８５．４ 口径１８㎝ くの字口縁、胴部張る 古墳前期

８５８ 〃 〃 〃中X５８．１Y８５．７ 口径２０．５㎝ 口縁端部丸い、内面に煤 奈良

８５９ 〃 〃 G－５区Ⅲ層 口縁端部丸く肥厚 平安前期

８６０ 〃 〃 SD１１X５８．４Y８５．５ 口縁端部尖る 奈良後期

８６１ 〃 鍋 口縁端部方頭 奈良後期

８６２ 〃 〃 C－２区・Ⅱ層 口縁端部内面肥厚三角 平安前期

８６３ 〃 〃 D－１区Ⅰ・Ⅱ層 口径２０㎝ 口縁端部立つ 〃

８６４ 鉄滓 鍛冶滓 D－２区Ⅰ・Ⅱ層 縦８㎝、横６．５㎝

厚さ３㎝

椀形 奈良・平安

８６５ 〃 〃 不明 縦６㎝、横４．５㎝

厚さ２．８㎝

気泡、木炭多く含む 〃

８６６ 土師器 小型土器 X６０．２Y不明 口径３．２㎝、器高３．１㎝ 底部丸底 古墳

８６７ ひょうたん 果皮 SD１１下X５７．７Y８４．９ 径７～１１㎝ 球形 平安前期

８６８ 〃 〃 〃下X５８．５Y８４．７ 紡錘形 〃

― 90 ―



― 91 ―

1.SB01

2.SB02

第６図　1984年度調査区遺構図（1）掘立柱建物
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P10

第７図　1984年度調査区遺構図（2）掘立柱建物
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第８図　1984年度調査区遺構図（3）掘立柱建物
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第９図　1984年度調査区遺構図（4）掘立柱建物
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第10図　1984年度調査区遺構図（5）掘立柱建物
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第11図　1984年度調査区遺構図（6）掘立柱建物
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第12図　1984年度調査区遺構図（7）掘立柱建物
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第13図　1984年度調査区遺構図（8）掘立柱建物
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第14図　1984年度調査区遺構図（9）掘立柱建物
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第15図　1984年度調査区遺構図（10）掘立柱建物

P1 P2

P7 P6

P3

P5

P8 P9

1.SB19

2.SB20

26.00m

26.00m

26.00m

26
.0
0m

26.00m

26.00m

P3P2P1

P4

25.60m

25
.6
0m

0 2 4m



― 101 ―

第16図　1984年度調査区遺構図（11）掘立柱建物
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第17図　1984年度調査区遺構図（12）掘立柱建物
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第18図　1984年度調査区遺構図（13）掘立柱建物
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第19図　1984年度調査区遺構図（14）掘立柱建物
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第20図　1984年度調査区遺構図（15）掘立柱建物
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第21図　1984年度調査区遺構図（16）掘立柱建物
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第22図　1984年度調査区遺構図（17）掘立柱建物
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第23図　1984年度調査区遺構図（18）掘立柱建物
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第24図　1984年度調査区遺構図（19）掘立柱建物
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第25図　1984年度調査区遺構図（20）掘立柱建物
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第26図　1984年度調査区遺構図（21）土抗
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③黄白色粘質土�
④黄褐色砂（荒い黒っぽい粘質を含む）�
⑤黒灰色粘土（溝床面）�

①暗灰色砂粘質土�
②灰白色土�
③暗灰色砂質土�
④砂層�

①盛土・暗黄褐色�
②灰褐色土�
③暗青灰色砂�
④黄青灰色砂（川）�
⑤暗青灰色粘土�

①暗褐色土（砂質をおびる・耕土カク乱を含む？）�
①a暗灰褐色土（炭化物・土器を多量に含む）�
②黄白色砂質土（シルト？）�
③黒灰色砂層�
④黄色砂層�
⑤砂層�
⑥青灰色粘土層�
⑦砂層�

①暗褐色土（砂質をおびる・耕土カク乱含む？）�
①a暗灰褐色土（炭化物・土器を多量に含む）�
②黄白色砂質土（シルト？）�
③暗灰色粘土�
④灰色粘土　５Y ７／１�
⑤黒灰色粘土　10BG ３／１�

①黄褐色砂性粘土�
②灰褐色砂質土�
③黄赤色砂（粗い）�
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⑨暗褐色土�

①黄色砂（粗い）青灰色砂との互層�
②黄色砂（粗い）�
③褐色砂（細かい）黄白色砂を含む�
④黄白色砂（細かい）青灰色砂を含む�
⑤黄色砂（粗い）　くさり礫含む�
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第27図　1984～1987年度調査区遺構図（22）土層
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第28図　1985年度調査区遺構図（1）掘立柱建物
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第29図　1985年度調査区遺構図（2）掘立柱建物
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第30図　1985年度調査区遺構図（3）掘立柱建物
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第31図　1985年度調査区遺構図（4）掘立柱建物
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第32図　1985年度調査区遺構図（5）掘立柱建物
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第33図　1985年度調査区遺構図（6）掘立柱建物

26.80m

26
.8
0m

26.80m

26.80m

P3

P2

P1 P8 P7

P4

P6

P5

2.SB12

1.SB11

27.00m
27.00m

P7P1 P6

P3
P4 P5

P2

27.00m

0 2 4m



― 119 ―

第34図　1985年度調査区遺構図（7）掘立柱建物
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第35図　1985年度調査区遺構図（8）掘立柱建物
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第36図　1985年度調査区遺構図（9）掘立柱建物
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第37図　1985年度調査区遺構図（10）掘立柱建物
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第38図　1985年度調査区遺構図（11）掘立柱建物
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第39図　1985年度調査区遺構図（12）掘立柱建物
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第40図　1985年度調査区遺構図（13）掘立柱建物
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第41図　1985年度調査区遺構図（14）掘立柱建物
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第42図　1985年度調査区遺構図（15）柵
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第43図　1985年度調査区遺構図（16）土坑
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第44図　1985年度調査区遺構図（17）土坑・井戸
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第45図　1986年度調査区遺構図（1）掘立柱建物
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第46図　1986年度調査区遺構図（2）掘立柱建物
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第47図　1986年度調査区遺構図（3）掘立柱建物
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第48図　1987年度調査区遺構図（1）掘立柱建物
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第49図　1987年度調査区遺構図（2）掘立柱建物
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第50図　1987年度調査区遺構図（3）掘立柱建物
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第51図　1987年度調査区遺構図（4）掘立柱建物
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第52図　1987年度調査区遺構図（5）掘立柱建物
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第53図　1987年度調査区遺構図（6）掘立柱建物
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第54図　1987年度調査区遺構図（7）掘立柱建物
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第55図　1987年度調査区遺構図（8）土抗
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第56図　1987年度調査区遺構図（9）溝・杭列SD－11
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第57図　1984年度調査区遺物図（1）弥生土器・須恵器・土師器・製塩土器
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第58図　1984年度調査区遺物図（2）土師器・土錘
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第59図　1984年度調査区遺物図（3）須恵器・ヘラ書き土器
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第60図　1984年度調査区遺物図（4）須恵器・土師器・製塩土器・支脚・土錘
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第61図　1984年度調査区遺物図（5）須恵器
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第62図　1984年度調査区遺物図（6）須恵器

63

62

0 10cm



― 149 ―

第63図　1984年度調査区遺物図（7）須恵器・珠洲
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第64図　1984年度調査区遺物図（8）珠洲・土師皿・瀬戸美濃・青磁・唐津・越中瀬戸
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第65図　1984年度調査区遺物図（9）土錘・耳環

127

134
135

136
137 138

128
129

130
131 132 133

0 5 10cm

（137・138は1／1）



― 152 ―

第66図　1985年度調査区遺物図（１）弥生土器
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第67図　1985年度調査区遺物図（２）弥生土器・土師器
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第68図　1985年度調査区遺物図（３）弥生土器・土師器

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31 32

（34は1／4 32は1／2）

35

36

37

38

34

33

0 5 10cm



― 155 ―

第69図　1985年度調査区遺物図（４）土師器
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第70図　1985年度調査区遺物図（５）土師器・須恵器
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第71図　1985年度調査区遺物図（６）須恵器
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第72図　1985年度調査区遺物図（７）遺構　須恵器・土師器
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第73図　1985年度調査区遺物図（８）遺構　須恵器・土師器

96

― 159 ―

97

98

99

100

101

102

107

103

104

105

SD06（120） SF02（121・122） Pit01（123）

120

121 122

123

106

SI04（102～106）

SB03（100・101）

109

SB11（109）
SB05（107）

SB07（108・113）

110 111

SB13（110） SB16（111）

SB17（112）

SK01（114～116・196）

112

114

113

115

116

SK02（117） SD04（118） SD05（119）

117

118
119

108

0 5 10cm



第74図　1985年度調査区遺物図（９）須恵器
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第75図　1985年度調査区遺物図（10）須恵器
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第76図　1985年度調査区遺物図（11）須恵器
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第77図　1985年度調査区遺物図（12）須恵器・ヘラ書き土器・墨書土器・漆書土器・円面硯
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第78図　1985年度調査区遺物図（13）須恵器
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第79図　1985年度調査区遺物図（14）須恵器
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第80図　1985年度調査区遺物図（15）須恵器
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第81図　1985年度調査区遺物図（16）須恵器
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第82図　1985年度調査区遺物図（17）須恵器
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第83図　1985年度調査区遺物図（18）須恵器
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第84図　1985年度調査区遺物図（19）須恵器
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第85図　1985年度調査区遺物図（20）須恵器
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第86図　1985年度調査区遺物図（21）土師器　赤彩土器・黒色土器
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第87図　1985年度調査区遺物図（22）土師器
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第88図　1985年度調査区遺物図（23）製塩土器・土錘・珠洲・青磁・白磁・瀬戸美濃・唐津・越中瀬戸・土師器
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第89図　1985年度調査区遺物図（24）土錘・土馬
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第90図　1986年度調査区遺物図（１）須恵器
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第91図　1986年度調査区遺物図（２）須恵器
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第92図　1986年度調査区遺物図（３）須恵器・土師器
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第93図　1986年度調査区遺物図（４）土師器・製塩土器

87

88

89

SD11（87～101・103～107）

90

91

92

99

100

101

102

93

95

97

103

105

94

96

104

106

107

98

0 5 10cm



― 180 ―

第94図　1986年度調査区遺物図（５）須恵器
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第95図　1986年度調査区遺物図（６）須恵器
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第96図　1986年度調査区遺物図（７）須恵器
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第97図　1986年度調査区遺物図（８）須恵器
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第98図　1986年度調査区遺物図（９）須恵器
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第99図　1986年度調査区遺物図（10）須恵器
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第100図　1986年度調査区遺物図（11）須恵器・土師器
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第101図　1986年度調査区遺物図（12）須恵器・土師器
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第102図　1986年度調査区遺物図（13）須恵器
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第103図　1986年度調査区遺物図（14）須恵器・墨書土器
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第104図　1986年度調査区遺物図（15）土師器　赤彩土器・黒色土器

267 268 269

273

274

275

276

277

279

278

270

271

272

0 5 10cm



― 191 ―

第105図　1986年度調査区遺物図（16）土師器

280

281

282

283

284

285

0 5 10cm



― 192 ―

第106図　1986年度調査区遺物図（17）土錘・支脚・管玉
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第107図　1987年度調査区遺物図（１）弥生土器・土師器
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第108図　1987年度調査区遺物図（２）弥生土器・土師器
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第109図　1987年度調査区遺物図（３）弥生土器・土師器
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第110図　1987年度調査区遺物図（４）土師器
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第111図　1987年度調査区遺物図（５）土師器
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第112図　1987年度調査区遺物図（６）土師器
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第113図　1987年度調査区遺物図（７）土師器
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第114図　1987年度調査区遺物図（８）須恵器・土師器
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第115図　1987年度調査区遺物図（９）須恵器・土師器
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第116図　1987年度調査区遺物図（10）須恵器
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第117図　1987年度調査区遺物図（11）須恵器
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第118図　1987年度調査区遺物図（12）須恵器
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第119図　1987年度調査区遺物図（13）須恵器
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第120図　1987年度調査区遺物図（14）須恵器
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第121図　1987年度調査区遺物図（15）須恵器
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第122図　1987年度調査区遺物図（16）須恵器　墨書土器
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第123図　1987年度調査区遺物図（17）須恵器　ヘラ書き土器
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第124図　1987年度調査区遺物図（18）須恵器　ヘラ書き土器・漆書土器・漆容器
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第125図　1987年度調査区遺物図（19）土師器　赤彩土器・黒色土器
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第126図　1987年度調査区遺物図（20）土師器　黒色土器
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第127図　1987年度調査区遺物図（21）須恵器
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第128図　1987年度調査区遺物図（22）須恵器
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第129図　1987年度調査区遺物図（23）須恵器
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第130図　1987年度調査区遺物図（24）須恵器
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第131図　1987年度調査区遺物図（25）須恵器
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第132図　1987年度調査区遺物図（26）須恵器
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第133図　1987年度調査区遺物図（27）須恵器
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第134図　1987年度調査区遺物図（28）須恵器・土師器
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第135図　1987年度調査区遺物図（29）須恵器・土師器
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第136図　1987年度調査区遺物図（30）土師器
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第137図　1987年度調査区遺物図（31）土錘・陶錘・紡錘車
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第138図　1985・1987年度調査区遺物図（32）和同開珎・帯金具
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第139図　1986・1987年度調査区遺物図（33）桶・漆器椀・棒ほか
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第140図　1986・1987年度調査区遺物図（34）編板・下駄
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第141図　1987年度調査区遺物図（35）板・棒・鞘
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第142図　1987年度調査区遺物図（36）木簡・斎串・板
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第143図　1985・1987年度調査区遺物図（37）漆掻き木・板・杭
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第144図　1987年度調査区遺物図（38）杭
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第145図　1987年度調査区遺物図（39）杭・柱
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第146図　1987年度調査区遺物図（40）棒・板
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第147図　1984年度調査区遺物図（10）柱
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第148図　1984年度調査区遺物図（11）柱
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第149図　1984年度調査区遺物図（12）柱
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第150図　1984年度調査区遺物図（13）柱
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第151図　1985・1986年度調査区遺物図（25）柱
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付図２　�1984年度調査区遺構全体図�
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